


は じ め に   

空気や水は綺麗であればあるはど良いのだと多くの人は考えている．しかし，この場合に科学的な  

清空清流と衛生学的な清空清流とは全く別のものであって，両者は一般的には一致しないのだという  

ことを知っておかなければならない．われわれの求めるのは，いうまでもなく後者の衛生学的な清空  

清流であって前者ではない．この点巷間少なからぬ誤解あるいは混同があるのではなかろうか・   

蒸溜水は衛生学的には純粋に過ぎて，健康上は必ずしもより良い水とはいえないことは識者の常識  

である．   

諺に“過ぎたるは及ばざるが如し”という．正に至言であって，この際何をもって過ぎたるとし，  

あるいはまた何をもって適度とするのかを考えてみる必要がある．いうまでもなくこの際用いる物差  

しスケールが問題であり，そのスケールの選び方によって同じ物が適格ともなり，あるいは逆に不適格  

ともなる．巷間しばしば用いるスケールの選択を誤り，あるいは公正なスケールの有無，必要さえもわ  

きまえずに，歪められた偏見や，一方的な主観からのみこれを見て，客観的な公正さを欠くとさえ考  

えられる議論が少なくないことは，実に残念なことだと考える．公害特にその環境基準を考える場合  

に，これに類する事例に遭遇する場合が少なくない．   

日常この方面の仕事あるいはそれに関係のある仕事に携わっているわれわれとしては，特に充分に  

注意して，仮りにも誤りのないように努めねばならないことだと自省の念を深くする次第である・  

此の冬も グラマンいじりで 飛んで去る  

天拝老  

昭和54年3月10日  

所 長 猿 田 南 海 堆   
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庶務・会計  

職員名簿  

資  料  

1家兎におけるアクリルアミドの血中及び尿中濃度の推移について  

2 GC－MSによる大気浮遊粉じん申の変異原物質の分析  

3 県内における固定発生源からのばいじん及び重金属の排出と集じ  

4 瓦工場周辺のふっ素化合物による植物被害  

1）発生源及び周辺環境大気調査  

5 瓦工場周辺のふっ素化合物による植物被害  

2）工場周辺栽培イ（イグサ科）の変色  

6 Griess－Romijn亜硝酸試薬の改良と分析への適用  

7 アルカリ性プレカラムを用も1るPCBの簡易分析法  

8 簡易検圧法と希釈法で測定したBOD値の関係  

9 回転電極法による産業廃棄物申の金属成分の定量  
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管  理  部  

このほか，52年度に実施したものとしては次のものが  

ある．行政依頼によるものは，いずれも環境整備局公害  

課からの依頼によるもので次の3件を実施した．すなわ  

ち第1にSOx総量規制に関して，前年度に引き続き，  

第2次指定地域である大牟田市地域について気象データ  

と汚染データの解析を行った．また，NOx総量規制の  

ための基礎調査として，自動車排出ガス調査とパイパル  

による気象調査が公害課によって実施されたが，これら  

のデータについて数理的な解析の一部を担当した．更に  

福岡国際空港周辺の航空機による騒音の調査について，  

当センター環境理学課と共同でデータ解析と騒音レベル  

のコンター作成にあたった．   

これらのほかに，環境整備局企画課の事業として行わ  

れた，環境アセスメントを支援するための環境データベ  

ースの開発に関して，情報処理技術面からの支援として，  

特にデー タ間の連関構造についての解析を担当した・   

研究業務としては，大気拡散パラメータ推定に関する  

研究並びに静穏時及び弱風時に適用される拡散モデルに  

関する研究を行った．   

1 オンライン・テレメータ関係   

昭和53年3月末現在において，測定データの収集を行  

っている局は，従来からの北九州市，福岡市，大牟田市  

の各サブセンター関係及び県設置のもの並びに小郡市に  

設置された国設局でその内訳は表1のとおりである・   

今年度の局，測定項目の異動は，移動局に全炭化水素，  

非メタン炭化水素，オキシダント，オゾン，気温，湿度，  

雨量，日射量の測定項目が増加されたこと，並びに代表  

的平野部における大気の態様及びバックグラウンドとし  

ての大気成分の経時変化をは超する目的で，新たに福岡  

県小郡市に国設環境大気測定所が設置されたことである．  

小郡市の国設局では二酸化硫黄，浮遊粉じん，風向，風  

速，オキシダント，窒素硬化物，一酸化炭素，全炭化水  

素，非メタン炭化水素，オゾン，気温，湿度，雨量，日   

管  理  課  

52年度に行った業務のうち主なものは，52年11月9日  

－11日に福岡市で開催された第18回大気汚染研究全国協  

議会の開催事務を担当したことである．大会事務局が当  

センターに設置されたことに伴い，その業務のうち技術  

的分野として演題募集及び受付，演題の分類，プログラ  

ム作成，講演原稿受付及び講演要旨集作成などを管理課  

で担当した．大会当日は，センター職員及び環境整備局  

職員のほか，福岡市公害局等からの応援を得て運営にあ  

たったが，参加者も1200名を越え，盛会裡に終了する  

ことができた．   

テレメータ・システムによる大気汚染常時監視業務に  

ついては，従来からの業務に加えて7月に国設小郡局が  

設置され，テレメータ観測網に組み込まれたことにより，  

その管理運営を分担することになった．また，昨年度に  

引き続いて大牟田市地域における硫黄酸化物総量規制に  

関する業務の一部を担当した．   

大型機器関係の調査研究は，前年度からの継続で，発  

光分光分析によるメッキ汚泥中の重金属分析について，  

環境中発がん性化学物質の生物化学的測定，GC－MS分  

析による大気浮遊粉じん中の有機化合物に関する研究及  

びけい光Ⅹ線分析による産業廃棄物中の重金属分析につ  

いてが主なものである．さらに環境庁委託による化学物  

質環境調査に所内プロジェクトチームの一員として参加  

し，分析法の検討及び環境追跡調査を実施した．以下主  

な業務の概要を述べる．   

テレメータ室関係   

日常業務として大気汚染常時監視テレメータシステム  

及び汎用コンピュータシステムの運用管理並びにライブ  

ラリープログラムの開発拡充を行った．  
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 SO．：二酸化硫黄，ダスト：浮遊粉t：ん，WD：風向．WV：風速，OX：オキシダント，NO：一酸化窒素，NO，：二  

酸化窒素，CO：一酸化炭素，THC：全炭化水素，MHC：メタン炭化水素，NMNC：非メタン炭化水素，TEM：気温，  
HUM：温度，0，：オゾン，REVO：雨量，INSO：日射量   
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表1 テレメータ観測局及び測定項目（つづき）  

1
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前
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日
方
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移
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1
 
2
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5
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1
0
 
1
1
 
 

福
 
岡
 
県
 
 
観
 
測
 
局
 
 

’
■
 
O
 
 

S
 
 

NO NO2   

ク  ク  

ク  ク  

ダスト  WD WV  
ク  ク  ク  

ク  ク  ク  

ク  〃  ク  

〃  ケ  〃  

ク  ーケ  ケ  

ク  ク  〃  

ク  ーケ  ク  

ク  ク  

〃  ク  

ク
 
 
ク
 
 
〃
 
 
ク
 
 
〃
 
 
ク
 
 
ク
 
 

O
 
 

C
 
 

ク
 
 
ク
 
 
ク
 
 
ク
 
 

ク
 
 
ケ
 
 
〃
 
 
ク
 
 

X
 

ク
 
ク
 
 

O
 
 
 

THC NMHC O， TEM  

NUM REVO INSO  

ク  〃  

12 国 設 小郡  ク  ケ  NMHC O， TEM  

HUM REVO INSO  

〃  ク  〃  ク  〃  

記号説明は前責と同じ  

射量の測定を行っている．これら観測局，測定項目の増  

加に伴いオンライン，オフラインに関するプログラムの  

改造や新規プログラムの作成を行った．県設置観測局関  

係の，二酸化硫黄，浮遊粉じん，二顧化窒素について，  

風向風速別に集計した結果を表2に，またこれらの環境  

基準適合状況を表3に示す．なお，浮遊粉じんについて  

は，デジタル粉じん計による測定値を相対感度の校正並  

びに重量濃度への換算を行ったうえで用いなければなら  

ないが，現在のところこれら必要な換算を行っていない  

ので，参考値として挙げた．   

52年度硫黄酸化物測定結果の環境基準適合状況を県設  

置観測局についてみると，長期的評価に基づく環境基準  

適合局は，苅田1局，苅田2局，行橋局，豊前局，香春  

局，及び田川局の6居であった，これを前年度に比べる  

と田川局が環境基準に適合したが，直方局は日平均値  

0．04ppmを超える日数が4日あった．   

2 硫黄酸化物総量規制関係   

第1次指定地域の北九州，苅田地域に引き続き，第2  

次指定地域である大牟田市地域の気象データと汚染デー  

タの解析及びシミュレーション手法の検討を担当した．   

規制基準算定作業は，昭和49年度を現状とし，昭和田  

年度を目標年度として“総量規制マニュアル’’に示され  

る方法に従って進められ，その結果，昭和52年12月1日  

付で実施されることとなった．   

この作業過程で特に考慮した点は，大牟田市地域の気  

象解析である．当該地域は，有明海に面する地域で海陸  

風及び河川による気象の変化が大きく，代表気象局の選  

定にあたっては十分な検討を必要とした．その結果，風  

向風速相関が良好であること，観測局データの有効測定  

時間が多いこと，その設置場所が局所的な気象の影響を  

受けず，地域を代表する場所であること等を考慮し，代  

表気象局として上官局を選定した．   

また，拡散シミュレーションを行う際に拡散パラメー  

タを設定するために必要なこの地域の雲量・日射量デー  

タがないため，福岡，熊本，佐賀の各気象台のデータか  

ら推定し設定した．   

次に考慮した点は，特殊な煙源の取り扱いと局所汚染  

の解明である．大牟田市地域においては，有明海沿岸特  

有の海苔乾燥場が市内に点在しており，そのSOx 量の  

は撞は，漁協別の燃料使用量から算出した．また，燃料  

使用の特徴としては，総体的に石炭の使用量が多く，特  

に家庭における石炭消費量は他地域に比べて多い．石炭  

消費分布は広く市内全域に及び，観測局に対する寄与が  

大きいため，そのSOx量は無視出来ず，算出にあたっ  

ては，市の石炭販売量を校区別世帯数で分割し，面煙源  

として整理した．   

また，当該地域には，住宅と工場の隣接地帯があり，  

これらの地帯では，工場施設の老朽化によって生ずる漏  

えいガスの影響も加わり，特異な局地汚染を呈している．   

この局地汚染は，七浦，新地居で顕著にみられ，特に  

新地局は，将来においても特定の施設からの寄与が大き  

いことが予測されたため，これらの施設については，特  

に“目玉つぶし，，による規制によって目模値（18．3ppb）  

の達成をはかった・   

3：囁境データ・べ一スシステムの構築   

拡大する環境行政への対応と，累積した環境データの   
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表 2－1 二酸化硫黄風向風速別平均濃度  52．4－53．3（ppb）  

風  向  区  分  
局 風速区分  
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表 2－2  浮遊粉 じん風向風速別平均濃度  52．4－53．3（0．01mg／m3）  

風  向  区  分  
局 風速区分  
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留 3．1－5．0  

米 5・1－7・0  

7．1一  

平 均   
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表 2－8 二髄化窒素風向風速別平均濃度・  52．4－53．3（ppb）  

風  向  区  分  
局 風速区分  

CLM N NNE NE ENE E ESE SE SSE S SSW SW WSWW WNW NW NNW 平均  
0．0－1．0 17  

1．1－3．0  

7
 
9
 
5
 
3
 
3
 
6
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

0
 
7
 
4
 
3
 
7
 
 

2
 
1
 
1
 
1
 
1
 
 

7
 
5
 
3
 
4
 
5
 
 
 
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

5
 
0
 
8
 
7
 
1
 
 

1
 
 

1
 
 
1
 
 

9
 
8
 
亡
U
 
8
 
8
 
 

9
 
7
 
8
 
7
 
8
 
 

3
 
9
 
9
 
9
 
1
 
 

1
 
 

1
 
 

6
 
1
 
1
 
9
 
4
 
 
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
 
 
 
 
1
 
 

8
 
4
 
2
 
3
 
7
 
 
 
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

0
 
4
 
8
 
3
 
9
 
 

2
 
1
 
2
 
1
 
1
 
 

2
 
8
 
3
 
3
 
0
 
 

2
 
1
 
1
 
1
 
2
 
 

3
 
9
 
5
 
2
 
0
 
 

2
1
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1
2
 
 

別
 
1
9
 
1
7
 
1
6
 
2
0
 
 

6
 
5
 
5
 
9
 
5
 
 

2
 
ウ
】
 
l
 
1
 
2
 
 

2
5
 
2
5
1
8
 
1
0
 
糾
 
 

別
 
2
1
 
2
0
 
訪
 
器
 
 

別
 
記
 
2
1
 
別
 
2
3
 
 

苅  

田 3．1－5．0  

15・1－7・0  

7．1－  

平 均  

1
9
 
1
8
 
ほ
．
9
 
6
 
1
6
 
 

9
 
5
 
4
一
7
 
 

1
0
 
8
 
6
一
9
 
 

2
 
9
 
0
 
8
 
1
 
 

1
1
1
 
 
 

．
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5
 
1
3
 
6
一
1
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1
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1
一
1
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一
2
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亡
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田 3．1－5．0  
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7．1－  

平 均  
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3
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留 3．1－5．0  

米 5・1－7・0  

7．1－  

平 均  

整理に，コンピュータを利用した環境データ・ベースシ  

ステムの構築が，環境整備局企画課で計画され，当セン  

ターに，システムの構築に関して協力依頼があった．   

今年度は，環境データ処理のEDP化の第1段階とし  

て，公共用水城の水質測定データを磁気テープに整理収  

録し，これを基にして環境影響評価の指導書査，報告書  

作成，各種基準の設定等に関する資料を作成し，環境保  

全行改の逐行に役立てることを目棲とした．データの収  

録は昭和46年度から昭和51年度までの6年度分を各年度  

単位に行った．またデータの収録内容について，項目，  

各項目の桁数及び小数点の位置，数値以外のデータ（天  

候，採取位置等）の数値記号化，将来予測される測定項  

目の増加等，について検討し，関連情報及び一般項目20，  

測定条件項目9，生活環境項目8，健康項目9，特殊項   

表 3  環 境 基 準 適 合 状 況  

環 境 基 準 を 超 え た 回 数  

局 名 二酸化硫黄  浮遊粉じん 二酎ヒ窒素  

時間値 日平均値 時間値 日平均慮 日平均値  

苅田1  

苅田2  

行 橋  

豊 前  

香 春  

田 川  

直 方  

久留米  

0
 
（
U
 
O
 
O
 
（
U
 
O
 
O
 
2
 
 

5
 
2
 
5
 
6
 
8
 
5
 
0
0
 
8
 
1
1
7
1
2
 
 

9
1
6
朗
9
9
2
2
盟
2
7
調
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
 
 
 
1
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
4
 
3
 
 

掴
 
7
6
亜
2
4
一
一
一
1
3
 
1
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 

目7，その他の項目29，それに予備項目を15と決定して  

収録した・収録フォーマットを表4に示す．報告書様式  



表 4 公共用水城水質測定データ収録フォーマット  

括   環   境   項   目  健  康  項   

DO  80D  COD  COD  SS  大腸菌   †l‾  カ ド  シアン  

Ppm  ppm  ア ル   酸性法  ppm   群  リ ン  クロム   

カリ法  仮   
故  

7   7   7   7   7 5 2 7 7  7   7  7   7   7   7  

目  特  殊  項  目  干潮時刻    満潮時刻  そ   

アル  

キル  ノール  
（溶解性）  

水銀  頬  白  白  

7   7   7   7   7   7   7   7   7   7   7   

の  他  の  

項  目  

モン  

予  備   
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については，環境庁への報告書（様式1－10）を基本と  

し，このために作成したプログラムは，生活環境項目関  

係（地点別総括表，水域別総括表）3本，BOD，COD  

関係（あてはめ水域別達成状況衰，指定年度別達成状況  

表，測定日別総括表）4本，健康項目関係（水域別総括  

表，環境基準不適合値一覧表，地点別総括表）2本，特  

殊項目とその他の項目関係（地点別総括表）2本，測定  

個表の作成1本，測定下限値表の作成1本，の計13本で  

ある．これ等プログラム作成のための一連の作業は，業  

者に委託して処理したが，当センターのコンピュータで  

も処理出来るように配慮したので，昭和53年度の処理か  

ら当センターで行う予定である．   

中央分析室関係   

中央分析室では，ガスクロマトゲラフ質量分析装置  

（GC－MS），けい光Ⅹ線分析装置，発光分光分析装置など  

の大型機器の管理運営及びこれらによる諏査研究を行っ  

ているが，環境変異原物質に関する研究及び化学物質環  

境調査を他課と共同で実施した．52年度の業務の主なも  

のは次のとおりである．  

1）昭和53年2月色目，水質諌と共同で八女保健所管  

内の油臭井水について，原因究明の調査を行った．油臭  

井水及び，浮上分離している油分と，周辺の井水を採水  

し，油分測定装置を用いて油分を測定した．油分の混入  

が認められた検体について，更にFID付ガスクロマト  

ゲラフ，（GC－FID）及び GCTMSで検討したところ，  

アルキルベンゼン類及び，弗－デカン，紹－ウンデカン等の   

表 5  多環芳香族炭化水素測定結果（〝g／1000mり  

調  査  地  点  
物  質  名  

工業地域  国道トンネル  

ベンゾ（a）ビレン  

コ ロ ー ネ ン  

ビ  レ  ン  

ク リ セ ン  

ベンゾ（dTi）ペリレン  

ベンゾ（a）アントラセン  

ベンゾ（e）ビレン  

ペ リ レ ン  

3
 
8
 
4
 
7
 
4
 
0
0
 
6
 
3
 
 

5
 
1
 
3
 
0
 
6
 
5
 
2
 
1
 
 

1
 
 

1
 
 

分析フローチャート  

れ－ニトロベンゼンスルホン酸ナトリウム  

底 質  水 質   

試  

イオン交  

水‘5（カー300m】   

換吸着   

純水1（刀ml   

純水：メタノール＝1：3100ml   

で洗浄   
濃塩酸：メタノール＝1：3  

100mIで溶出  

層   囲  

純水50m了  

知分振とう20分遠沈  

蒸発乾固  

ジメチルネルホアミド0．3m一  

塩化チオニル1．Oml  
純水50m】  

刃分撮とう20分遠沈  

加熱 l80一肌水獅1時間  

蒸発乾周 1酢酸エチル100m＝客解  

析 過 1  

折 液  

No．5Aで折過  

イオン交換吸着 】  
以下水質に同じ   5％KCl水溶液100m1  

3回洗浄  

濃 縮   
1  

GC（FID） 2％OV－17，80－100メッシュ  
グロモソルプ叫A叫DMCS，3mmX2．25m  
190℃   
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表 6 大気浮遊粉 じんの粒径別測定結果  

ス  テ  no■  

2  3  4  5  6  7  

粒 径 分 布（〃）  9．5  5．5－9．5  3．0－5．5  2．0－3．0 1．0－2．0  0．3－1．0  0．1－0．3  

粉 じ ん 量（mg）  2．4  

ベンゾ（a）ビレン（〟g）   0．24  

ベンゾ（ghi）ペリレン（〟g） 0．26  

ペ リ レ ン（〟g）  0．07  

1．3  4．8  4．2  5．0  

0．06  0．16  0．19  0．72  

0．04  0．18  0．14  0．55  

0．00  0．05  0．06  0．19  

14．1  2．4  

1．48  0．08  

1．25  0．11  

0．31  0．02  

p－トルエンスルホニルクロリド  

底 質（a）  

試 料弧g  

水 質（a）   

試料水5（旧ml  

濃アンモニア水20m1  

10分間振とう後静置  

濃塩酸25ml  

塩化ナトリウム100g  
乃－ヘキサン50ml  

濃アンモニア水8ml  

混和後10分間静置  

濃塩酸10ml  

放冷  
アセトン10ml  

混和  
精製水10m1  

10分間振とう後遠心分触  
有機層  

ル50ml  

とう後静置  

水 屑  l  

酢酸エチル50m1  

10分間振とう後静置  ＿ ＿」  
「  「  

有機層  水 屑  

Na王SO．脱水  

常圧濃縮2ml  

GC－FIJ）  

水 質（b）   

試料水500ml  

濃塩酸5ml，塩化ナトリウム100g  
れ－ヘキサン別ml，10分間振とう後静置   

有機層  

酢酸エチル20ml  

lO分間振とう後静置   有機屑  水 屑   
l  

以下水質（a）に同じ  

底 質（b）   

料∈氾g   

アセトン10ml   

混和   
精製水10ml  

lO分間振とう後遠心分離   

水 屑   固 層  

以下底質（a）に同じ  

フロリジルカラムクロマトグラフィ   

I   

GC（FID） 3％DEGS，60－80メッシュ  
タロモソルプWAWDMCS，2mmxlm  
230℃   
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炭素数10から24の光一′ヾラフィン類であることがわかっ  

た．またこれらの検体のガスクロマトゲラムのパターン  

が重油と一致したところから，井水に重油が混入したも  

のと判断した．   

2）大気汚染物質の変異原性テストに関する研究に閲  

し，化学分析を担当し，大気中の多環芳香族炭化水素の  

分析法の検討を行った．測定は，松下らの開発した二層  

一次元薄層クロマトーけい光分光法によった．エ業地域  

（0市）及び国道トンネル内の浮遊粉じんを対象として，  

多環芳香族炭化水素の測定をした．試料はハイポリウム  

エアサンプラーを用いて捕集した．結果は，表5に示す  

とおりであった．   

浮遊粉じん粒子の粒子径を知る目的で，アンダーセン  

エアサンプラーを用いて粉じん粒子を7段階に分けて捕  

集し，各ステージのペンゾ（a）ビレン，ペンゾ（ghi）ペ  

リレン，ペリレンの定量を行った．結果は表6に示すと  

おりで，またネズミチフス菌1鳩98殊に対する突然変  

異活性試験（疫学諌担当）でほ，0．3－1．0／Jの粒径分布  

に最も高い変異活性がみられ，粒度に関する限り，上記  

3種の化合物含量と変異活性とほ相関した．   

52年度化学物質調査   

環境中における化学物質の存在をは撞し，環境汚染を  

未然に防止するための基礎資料を得る目的で，環境庁に  

よって化学物質環境調査が行われているが，当センター  

も前年度に引き続いてこの調査に参加し，分析法の検討  

及び環境追跡調査を実施した．分析法の検討には，管理  

課，疫学課，衛生化学課，水質課，環境理学課から選任  

されたスタッフによるプロジェクトを設けて実施した．  

0 －トルエンスルホンアミド  

底 質  

料20g   

アセトン5ml，水5m1   

5分間振とう後遠沈  

試  

酢酸エチル5ml，NaC130g  
5分間振とう後静置  

有機層   水 屑  

酢酸エチル5m1  

5分間振とう後静置  

有機層   水  
＿」  酢酸エチル5m1  

5分間振とう後  
静置  

有機層   水 屑  ＿＿  l  
層  れ－ヘキサン層   

酢酸エチル5m】   

5分間振とう後静置  

Na…SO．脱水  

常圧濃縮（2ml又は50m】定容）  

GC（FPD）  

酢酸エチル5m1  

5分間振とう後静置  

有機層   水  
＿」  

酢酸エチル5m1  

5分間振とう後静置  

有機層   水  

NaISO．脱水  
常圧濃縮（2ml以下）  

カラムクロマトグラフィー  
碑ジル’  

酢酸エチル  

常圧濃縮（1m】又は10ml定容）  

GC（FPD）（2．5－0．5）％DEGS－H，PO．，60－80メッシュ  
タロモソルブWAW；DMCS，2mmx2m  
200℃   
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牟田沖海域と有明海の水質，底質及び魚各3試料につい   

て，ジイソプロピルナフタレン，1－フユニルー1－（3，4キ  

シリル）エタン及び〃，研，♪一夕ーフェニルを検索した・   

さらに久留米市の大気3試料及び三郡山（筑穂町）の大   

気4試料について，フロン11，フロン12を検索した．水   

質及び底質について実施した測定の結果では，対象物質   

のいずれも検出しなかった．大気については，久留米市   

の試料からフロン11を0．12－0．22ppb，フロン12を0．33－   

0．73ppb検出し，三部山の試料からフロン11を0．鵬一   

0．10ppb，フロン12を0．26－0．27ppb検出した，なお，   

環境追跡調査には，分析法を担当した各課のほか大気課   

が参加した．  

桝一ニトロベンゼンスルホン敬ナトリウム，♪一トルエ  

ンスルホニルクロリド，0－トルエンスルホンアミドの3  

物質は，期間内に分析法を確立したが，4－ニトロクロル  

ベンゼンー2－スルホン酸ナトリウム，♪－アセトアミノベ  

ンゼンスルホタロリドの2物質は53年度に研究を継続し  

た．分析法を確立できた物質の分析法フローチャートを  

次に示す．   

化学物質環境追跡調査は，一般環境調査と精密環境調  

査について実施した．一般環境調査では，大牟田沖海域  

からの水質及び底質各3試料について，分析法を確立し  

た上記の3物質及び♪－オクテルフェノール，1－ナフト  

ール，2一ナフトールを検索した．精密環境論査では，大  

保 健 科 学 部  

責 7  細 菌  数
 
 

件
 
 

杢
 
 

検
 
 項  目  披

 
 
 

∵
 
 

政
 
 
 

行
 
 
 

細  菌  課  

腸チフス菌同定検査  

サルモネラ同定検査  

赤痢菌同定検査  

コレラ菌同定検査  

アメーバ赤痢同定検査  

殺菌効力試験  

無 菌 試験  

其 菌 検 査  

1
3
2
1
 
お
3
 
 

当課で本年度に取り扱った業務のうち主なものをあげ  

ると，行政依頼検査関係では，6月中旬，和歌山県有田  

市でコレラの集団発生があり，これに関連して本県にお  

いても，比島墓参団参加者等について，コレラ菌検索を  

行ったが，全例陰性であった．食中毒関係で例年7－9  

月を発生期とする腸炎ビブリオ食中毒が11月下旬に発生  

し，菌分離確認したことは興味深い事例である．なお10  

月から厚生省依託による筑後川流域における日本住血吸  

虫病実態調査（班長：久大寄生虫教室塘教授）が実施さ  

れたが，当所は野犬，野鼠等の病理解剖，検体採取等を  

分担し，10月下旬－12月に実施した．食品収去試験，河  

川等の大腸菌群最確数検査，チフス同定試験等前年度同  

様であるが，本年度から海水浴場海水調査は保健所にお  

いて実施されるようになった．一般依頼検査関係では，  

前年度同様飲食物細菌検査，放流水等の大腸菌群最確数  

検査が主体であるが，本年度ほ水細菌検査件数が例年の  

2倍に増加したのが注目され，今後増加するものと思わ  

れる．調査研究関係では，前年に引き続き“サルモネラ  

菌による大気汚染物質に含有される突然変異原の検出’’  

と‘‘腸炎ビブリオによる貝柱食中毒発生防止に関する研  

究，，を行った．   

病原微生物関係   

1依 頼 検 査   

昭和52年度病原細菌関係の検査業務は表7のとおりで  

表 8  腸チフス・パラチフス菌ファージ型別  

腸チフス菌ファー摺別誓  
地区件数 

EI E全  MI A  l  

米
塔
屋
】
門
紫
俊
二
貿
 
 

留
 
 

久
飯
粕
山
筑
宗
達
 
 

▲
r
一
1
 
2
 
 

2
 
 

1
 
 
 
 
 
 
1
 
 

1
 
1
 
3
 
2
 
1
 
1
 
2
 
2
 
 

大牟田  

2
 
 

5
 
 

2
 
 

2
 
 

3
 
1
 
 あった．   

2 チフス菌ファージ型別   

昭和52年度に県下で分離したチフス菌のファージ型別  

成績は表8のとおりであった■   

3 コレラ菌検査   

6月中旬一7月，比島墓参団参加者及び希望者につい  

て，コレラ菌検査を行ったが，㍊例全例陰性であった・   
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4 アメーバ赤痢同定検査   

アメーバ赤痢同定検査は3件について行い，うち1例  

に栄養型を検出した．   

梅寺血清学的検査関係   

本年度も依頼件数は少なく，行政依頼でTPHA検査  

5件があっただけで，うち2例が陽性であった．   

食品紙菌獣疫検査関係   

1腸炎ビブリオによる良種食中寺発生防止に関する  

研究   

昭和50年9月5日から11日までの間に有明海産タイラ  

ギの且桂摂食により本県並びに隣接県下で，1731名に  

及ぶ腸炎ビブリオ（Ⅴ．p．）食中毒患者が発生した・しかし，  

貝柱の流通過程における汚染状況や可食許容限界は明ら  

かでなかった．そこで，まず貝柱を主体に県下各海域の  

海水について，Ⅴ．p．の季節的汚染推移を明らかにする  

とともに，且桂の流通過程における汚染状況を調査した．   

方法：Ⅴ．p．の検出は村上ら（1975）の最確教法によ  

り行い，分離菌株については神奈川現象と血清型を検査  

した．一般生菌数は3％食塩加普通寒天培地を用いて行  

い，大腸菌最確数検査ほ生食用かきに準じて行った．   

結果：貝柱におけるⅤ．p．の季節的汚染推移をみると  

12－4月間にはⅤ．p．は検出されないが，水温の上昇と  

ともに検出され，夏季は10ソ100g以上に遷する・ジゴ  

表 8  食 品 細 菌・食 中   

（貝柱を除去した見全軟体部）は且桂よりト2オーダー   

高く，3月1例，4月2例にⅤ．p．が検出きれた．また   

貝付着泥もジゴと同様であるが，冬季にも全例から検出   

きれた．次に且桂の流通過程におけるⅤ．p．汚染状況を   

タイラギ且禁漁期（6－9月）を除き4－5月，10－11月，   

2－3月に調査した，その結果Ⅴ．p．陽性例は認められ   

たが，その汚染度は全般に低く最高で20000／100g以下   

であり，40000／100g以上のものほなく，可食許容安全   

レベル内にあることがわかった．大腸菌最確数検査では   

ほとんど陰性で，陽性例でも110／100g以下であったが，   

陽性例では生菌数が多く，生菌数との相関が認められた．   

分離菌株の神奈川現象はすペて陰性であり，分離菌株の   

血清型と食中毒患者由来株の血清型とは相関は認められ   

なかった．生菌数ほ夏季104【106／gで冬季は1－2オーダ   

ー低く，Ⅴ．p．パターンと類似する．各海域海水のⅤ．p．   

汚染状況は貝柱における汚染度と同一パターンを示すが，   

その値は約2オーダー低かった．  

以上の調査結果から，貝柱によるⅤ．p．食中毒の発生   

は現行の本県指導基準を厳守すれば防止可能と思われる．  

このことは51，52年には貝柱による食中毒が発生しな   

かったことからも推察される．  

2 食中草紙菌検査  

本年度の食中毒検査件数は少なく，6事例で，病因別  

毒・獣 疫 関 係 検 査 件 数  

月  別  
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（）内は行政依頼件数  

表10  水 質 の 細 菌 検 査 件 数（大阪菌群最確数）  

月  別  
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蓑11 飲  料  水  適  否  試  験  成  績  

不  適  項  目  

種  別  検査件数   不適件数  
大腸菌群＋  

一般細菌数  
大腸菌群  一般細菌数  

原 水  121   

浄 水  159  
水道水  

井  戸  水  466（1）  175  20（1）  114  

計  740（1）  178  20（1）  115  上完  

（）内行政依頼件数  

表12  工業試験場建設に伴う排水事前調査（大腸菌群MPN／100ml）  

採   水   地   点  （No．）  
調 査 回 数  

1  2－1  2－2  3－1  3－2  4  5  6  

第］．回（9月12日）  79000  79000  350000  49000 130000  92000  540000  2400000  

第2回（11月29日） 1600000  14000 170000 130000  220000 140000  540000  920000  
第3回（2月21日）  3300  28000  350000  920000  92000  540000  3500000  350000  

表13  河 川 の 大 腸 菌 群 最 確 数 検 査 成 績  

水域   河 川 名  採 水 地   MPN／100ml   水域   河 川 名  採 水 地   MPN／100ml   

小i皮瀬川  二  崎  橋  350〔帝   矢 矧 川  矢  矧  橋  1咲）0（旧  

汐入川 汐 入 橋  240聞  

長狭川i≡音川寺芸1芸3器  西郷川 浜 田 橋 130（旧  

∧ナr  釣  川  砂  山  橋  49（氾  

同  今  川i芸川。汐志1霊   前   桜 井 川  汐  井  橋  7900   

江 尻 川  常  盤  橋  160000   海   福 吉 川  福  吉  橋  79（氾  

防  
流  一貴山川  深  江  橋  33（氾   

被 川＼i芸 芸 芸1冨3器  加 茂 川  佐  波  橋  11000  
灘  

城井川†芸 讐 芸 
入  

宮 山 川  棚 布 羅 橋   1甜000   

流  
1  河   大 根 川  花  鶴  橋  4900  

小山田川  西  の  橋  100Q（抑   川   久 原 川  深  井  橋  79（氾   

入  極楽寺川  神  本  橋  語000  多々良川  大  隈  橋  170（氾  

莫如寺川  吾  妻  穂   別0（氾  宇 美 川  亀 山 新 橋  350（氾  

河  上河内川 福 間 橋 1∝1000  須 恵 川  酒  殿  橋  13000  

角田川 角田川橋  封0（氾  犬 鴨 川  花 ノ 木 堰   別0（氾  

川  中  川  中  川  橋   1000α）  遠  

佐 井 川  佐 井 川 穂  
八木…i冨  

別000   1  

友 枝 川  貴  船  橋  1∝）000  
賀  

穂 波 川  天  道  橋  7900  

黒   川  新  川  楕  920（氾   川   遠 賀 川  鴫生浄水場  7900  

岩 岳 川  沓  洗  揺  弘000  中元寺川  三 ケ 瀬 橋  4900   

日向神ダム 鶴  橋  17  

白木川 山 下 檎  7000  

矢  辺 春 川  中  遺  構  92000   

星 野 川  星 野 川 橋  17（氾   

部  矢 部 川  上矢部川橋  800   

9  沖 端 川  三  明  橋  14000   

川  塩塚川晴天橋  7900  

楠田川三関水門  2200  

沖端川磯島堰  800  
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ではブドウ球菌によるもの4事例，腸炎ビブリオによる  

もの1事例で，1事例は原因不明であった・ブドウ球菌  

のコアダラーゼ型別はすペてⅦ型であり，病因とは別に  

Ⅱ型も1例検出された．腸炎ビブリオ食中毒は11月下旬  

に発生したが，晩秋に発生することは極めてめずらしい  

事例であった．患者由来菌株はK－56，0－1で神奈川現  

象陽性であるが，原因食品からは神奈川現象陰性株だけ  

が多数検出された．   

3 依 頼 検 査   

昭和52年度食品細菌，食中毒，獣疫（狂犬病病性鑑定）  

の検査件数は表9のとおりで前年度と変わりなかった．  

獣疫（狂犬病病性鑑定）は中枢神経系について，ネグリ  

ー氏小体の検出，ウイルス分離試験，病理組織学的検査  

（非化膿性脳炎像の証明）を試みたが，陰性であった．   

環境・公害関係   

1依 頼 検 査   

本年度の依頼検査件数は前年度とあまり変わらないが  

飲料水適否試験の件数が増加している．しかし本年度か  

ら海水浴場海水調査を保健所で実施するようになったた  

め，その項目が消失した．水質の細菌検査件数は表10，  

飲料水適否試験成績は表11，工業試験場建設にともなう  

排水事前調査成績ほ表12，河川の大腸菌群最確数検査成  

績は表13に示すとおりであった．  

確認患者数が0となり，特筆すべき現象である．   

昭和52年12月から流行したインフルエンザは流行初期  

にはA／H3N2型であったが，昭和53年1月中旬からは  

A／HINl型り 

型だけの流行に移行した．   

厚生省委託の流行予測調査事業は例年と同様，日本脳  

炎，風しん及びインフルエンザに関する3事業であった．   

インフルエンザの感受牲調査においてはA／HswIHl型  

も流行が懸念されていたので，感受性調査を行ったが，  

予期に反してA／HINl型が流行した．A／HINl型に対  

する県下住民の感受性調査はあらかじめ行っていたので，  

25才未満の県下住民はこれに対する抗体を保有していな  

いことがわかっていた．   

当課の主な調査研究は，1）福岡県における日本脳炎  

の流行規模予測に関する調査試験，2）福岡県における  

アルポウイルスの分布に関する研究，3）ヒヨコにおけ  

る日本脳炎ウイルス感染実験，4）パラインフルエンザ  

ウイルスの血清疫学調査であった．以下，当課で行った  

業務の概要について述べる．   

日本脳炎関係   

1日本脳炎流行横磯予測調査   

厚生省委託による日本脳炎流行予測諏査事業として，  

ブタのHI抗体保有率を指標とした感染源調査を行うと  

ともに，当センターの調査研究として日本脳炎ウイルス  

媒介蚊（以下媒介蚊）の発生消長及び日脳ウイルス保毒  

に関する調査を行った．   

1・1感染源調査   

調査方法は例年同様，伝染病流行予測調査実施要領に  

よって実施した．  

ウ イ ル ス 課   

福岡県における日本脳炎の流行は，近年わい小化憤向  

が顕著にみられているが，昭和52年度はついに血清学的  

表14 二日市と場におけるブタ血清の日脳HI抗体保有状況  

HI   抗  体  佃   （1：）  陽性率 ㌍E攣旦竺   ■   
採血月日 検査兢数  てニ∴ 抗体保有率  

10 20 40 鋤 160 320 6401280 ≧2560（％）「晶  
6．22   20  

6．28    20  

7．6   19  

7．13   20  

7．20   21  

7．27   20  

8． 3    20  

8．10   20  

8．18   20  

8．24    20  

8．31   20  

9．7    22  

9．12   20  
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0
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表15 福岡県及び周辺地区における日脳流行終息後のブタ血清のHI抗体保有状況  

HI  抗  価  （1：）  ブ タ  

出荷地  

8
 
 

性
％
 
 

陽
（
 
 

採血門口 検査頭数  
＜10  10   20  40  160  320  640 1280  

0
 
 

仁
U
 
 

5
 
 

2
 
 

≧
 
 

宗
小
 
三
 
築
 
 

像 10・4  

郡 10．4  

満 10．7  

上 10．12  

7
 
0
 
2
 
1
 
1
 
0
 
9
 
1
 
 

1
 
2
 
2
 
1
 
 
2
 
2
 
1
 
1
 
 

1  1   
5
 
7
 
3
 
4
 
4
 
8
 
7
 
5
 
 

1
 
5
 
 

7
6
 
9
5
 
9
5
 
0
0
 
0
0
 
0
0
 
0
0
 
8
1
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

亡
U
 
2
 
 

1
 
2
 
亡
U
 
1
 
 

0
 
8
 
4
 
1
 
 

1
 
 

久留米 10．13  

甘  木 10．13  

飯  塚 10．15  

中  津 10．12  
（大分県）  

2
 
5
 
2
 
 

調査結果は表14に示すとおり，8月10日の検体に HI  

抗体検査による2－ME感受性抗体を検出し，昭和52年  

もHI抗体検出時期の遅れが認められた．また，日脳ウ  

イルス散布サイクルの作動が終息したと推定される10月  

にブタの出荷地区別，HI抗体保有状況を調査してみる  

と，表15に示すとおり昭和52年もブタの抗体保有率が  

100％に達しない地域が散見された．   

1・2 媒介蚊調査   

媒介蚊の調査地点は前年と同じ夜須町の乳牛舎であっ  

た・調査結果は表16に示すとおりで，最高推定個体数は  

7041で昭和51年度の個体数より更に減少していた．   

媒介蚊のウイルス保有状況は表17にみられるとおり，  

8月4日から9月13日までの長期間にわたって分離して  

おり，ブタのHI抗体調査結果との相互観察結果からみ  

て日脳ウイルスの散布密度は希薄であるが，散布期間は  

比較的長期にわたっていたことがわかる．表18は分離し  

たウイルス株の一覧表である．12株とも日本脳炎ウイル  

スと同定された．   

2 日本脳炎疑似患者の血清学的検査   

日本脳炎疑似患者の血清学的検査は9名について行っ  

たが，表19に示すとおり，血清学的確認患者数は0であ  

った．なお，昭和52年度の福岡県における真性患者数も  

0であった．   

インフルエンザ関係   

流行予測調査   

流行予測調査事業は，かぜ様疾患で受診する患者によ  

るインフルエンザ感染源調査と，インフルエンザ各型に  

対する抗体保有状況を調査する感受性調査である．感染  

源調査は病院受診患者及びインフルエンザ集団発生時に  

おける患者よりウイルス分離を行った．また，感受性調  

査は糸島，八女の両地区で行った．これらの結果は表20一  

表16  日本脳炎ウイルス媒介蚊の出現消長  

気 温  採取個体故  
採取月日 天 候  

（℃） 推定数 対数値凝  

9
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8
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5
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7
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㌶
 
5
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5
3
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7．1 くもり 26 －127  93♯  
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0
 
9
 
1
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亡
U
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3
 
1
 
7
 
1
 
9
 
4
 
7
 
5
 
0
 
0
 
 
 
 
9
 
7
 
2
 
8
 
9
 
（
U
 
亡
U
 
3
 
4
 
4
 
 

3
 
5
 
3
 
5
 
4
 
7
 
1
 
3
 
3
 
2
 
 

7・7  は れ  24  

7・14  くもり 27．5－28．5  

7．21  は れ 25．5－26．5  

7・28  は れ 28 －28．5  

8・4  は れ 27．5－28  

8・11  くもり 23 －24  

8・22  くもり  

飢
 
2
6
 
 
 

れ
 
れ
 
り
 
 

8．29  

9・1  

5
5
 
 

為
 

●
 

主
 
ょ
 
 9・8  くも  

9・13  は れ 26   

♯：実数値  ※：logl。（推定値＋1）  

22に示すとおりである．福岡県における52年度のインフ  

ルエンザ流行は，A／H3N2（ホンコン）型で始まり，その  

後A／HINl（ソ連）型流行に変わり，この両A型の混合  

流行であった．   

風 しん関係   

風しんの流行予測調査事業は本年も継節して行ってい  

る．これまでの調査結果から糸島地区の風しんHI抗体  

陰性率が他の地区より高いことが推測されていたので，  

本年は糸島地区と八女地区とのHI抗体保有状況を年令  

区分別に比較検討した．調査の結果は表23に示すとおり，  

両地区間の抗体陰性率，平均抗体価とも有意差は認めら  

れないことが判明した．   

表24は昭和52年度の風しんの窓口受付件数と検査結果  

を示したものである．   



－16－  

表17 媒介蚊からの日本脳炎ウイルス分離状況調査（昭和52年度）  

採集地点：福岡県朝倉郡夜須町（乳牛舎内）  

採集方法：吸虫管法（一部ライトトラップ法を含む）  
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※ Chiang＆Reevesの計算式では1OOO％。   

表18  日脳ウイルス媒介蚊からのウイルス  表19  日木脳炎疑似患者の血清学的検査成績  

分離株一覧表  
月  別  

マウス発症率  
分離ウイルス株名 採耶月日  

神代  2代  9
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9777   8．18  

JaFAr－10577   8．18  

JaFAr－11177   8．29  

J8FAr－11277   8．29  

JaFAr－14777   9．8  

J8FAr－16177   9．13   
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表 20 インフルエンザウイルスに対する型別・地区別・年令別抗体価分布状況（昭和52年度）  

A／熊本／22／76（H・N・）  B／神奈Irr／3／76  A／NJ／8（X－53）／76（HswIN．）  

抗  体  価  抗  体  価  抗  体  価  

＜1616 32 朗128 2鎚≧512 ＜1616 32 641認 2茄≧512 ＜1616 32 641：遁 2茄≧512  
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10－19  

20－29  

求減  30－39  

八 女  
40－49  

50－59  

60－69  

70以上  

※ 昭和52年6月謂日・一諏日採血   ※※ 昭和詑年7月12日一2日採血  

表 21 福岡児におけるインフルエンザウイルス検査成績（昭和52年7月－53年3月）  

ウ イ ル ス 分 離検 査  血 清 学 的 検 査  病  院  

または   月 旬  

保健所  

陽  性  件数   HI抗体価上昇 ≧8  
≦4  件数  

A（H3N2）A（H．N．）B型  A（H，N，）A（H】N．）B型  
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表 22  型別インフルエンザ赤血球凝集抑制抗体価及びウイルス分離状況（昭和52年7月－53年3月）  

HI  抗  体  価  ウイルス 血清診断  
型別  調査時期  ＜1616 32 糾128 256 512 10糾 ≧2048 計 分離勧【陽性敷   
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回復期  

急性期  
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回復期  

急性期  

回復期  

4
 
 

7
 
1
 
6
 
1
 
7
 
3
 
1
 
9
 
6
 
7
 
 

3
 
 
 
 
 
1
 
 

10  

型  11  

3
 
 
 
 
8
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 

1
 
2
 
2
 
 

1
 
 

3
 
4
 
3
 
3
 
 

0
0
 
5
 
R
U
 
7
 
 

6
 
3
 
0
 
5
 
1
 
 

1
 
 

（HさN2） 53．1  
7
 
 

急性期 79  

回復期 23  

急性期 1  

回復期  

急性期  9  

回復期  2  

急性期  3  

回復期  

急性期  6  

回復期  

1
 
0
 
（
U
 
2
 
4
 
0
 
0
P
 
1
 
7
 
1
 
7
 
3
 
2
 
2
 
0
 
4
 
1
 
0
 
 

1
 
 

5
 
2
 
4
 
2
 
 

52．7  

8†  

A  9†  
1
 
 

1
 
 
 
 
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 ■10  

型  11  
急性期  

回復期  

急性期  

回復期  

急性期  

回復期  

急性期  

回復期  

急性期  

回復期  

l
1
2
 
 

6
 
1
 
6
 
2
 
4
5
 
1
3
 
封
 
1
0
 
1
 
 

2
 
 
 
 
 
1
 
 

3
 
 
 
 
 
1
 
 

1
 
1
 
4
 
2
 
1
 
R
U
 
 

2
 
1
 
3
 
4
 
 

（H．N．） 9．1  
1
 
 
 
 
5
 
 

2
 
 
 
 
1
 
 

9
 
 
 
 
 
4
 
 

1
 
 
 



－19－   

表 22 型別インフルエンザ赤血球凝集抑制抗体価及びウイルス分離状況（昭和52年7月－53年3月）  
（つづき）  

H I  抗  体  価  ウイルス 血清診断  
型別  調 査時 期  

＜16 16  32  朗 128 256 512  1024  ≧2048  計  分離数 陽性教  
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表 23  地区別・年令別風しん抗体保有状況（昭和52年9月－10月）  

HI  抗  体  価  HI抗体  
地区 年令区分 検体故                     ＜8  
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章 24  福岡県における地区別成人女子風しん  

抗体陰性率  

質の環境調査が新たに所内5課から選出編成されたプロ  

ジェクトチームによって行われ，当課もこれに参加し，  

県内河川，港湾の水，底質，大気についてその汚染状況  

を調査した・この業務の詳細について埠，主管課である  

管理課の項を参照されたい．また，厚生省の特別研究費  

により全国地方衛生研究所協議会が受託した“血液中重  

金属からみた地域住民の健康評価に関する研究’’に参加  

し，血液中の鉄，銅，亜鉛，鉛，カドミウムの濃度測定  

を行った．   

なお，昨年に引き続き，国立予防衛生研究所から研究  

協力を依頼された環境庁委託による‘‘微量汚染物質の生  

物に与える影響の解明に関する研究’’の一部を環境生物  

課と協力分担し，環境汚染地区としての大牟田市及びそ  

の対照清浄地域から捕獲して昆虫の体内重金属の分析を  

行った．その詳細は，環境生物課の項を参照されたい．  

他方，衛生統計関係では，人口動態死亡小票の本県磁気  

テープの入手によりかねてから蓄積された資料を使用し  

“福岡県における主要死因の市町村別分布についで’電  

算処理により，本県初めてのB分類市町村別訂正死亡率  

（昭和45年－49年）による分布図が完成した．この分布  

図は印刷公表のうえ関係者に配布され，具体的な地域健  

康評価資料として活用された．この研究は更に死因と環  

境要因との相関解析の方向において推進される予定であ  

る．以上，当課の昭和52年度業務について略述したが，  

その主要な調査研究活動の大要は次のとおりである．   

1福岡県における住民の頭牽中里金属t調査   

本調査は，福岡県における住民の頭髪申重金属主にっ  

いて，現時点での正常値範囲をは撞することを目的とし  

たもので，地理的，社会的地域特性を考慮した対象地域  

を選定し実施した．   

当課はこれまでに，太宰府町（準農村），犀川町（農山  

村），大牟田市（工業都市），福岡市（商業都市），志摩町  

（漁村）の5地区の東髪中総水銀量について報告した．  

今年度は，頭髪中のカドミウム（Cd），鉛（Pb），マンガ  

ン（Mn），亜鉛（Zn），銅（Cu）について上記5地区の  

調査を行った．5地区合わせた対象者総数は472名（男：  

258名，女：214名）で，性別，地区別に集計した結果を  

表25に示した，   

2 血液中宝金屑から見た地域住民の健康評価に関す  

る研究   

厚生省からの委託により，本年度から始められた本調  

査研究の目的は，“地域住民から得られた試料について  

重金属濃度の化学的分析を行い，その常在値あるいは地  

域特性により総合的に地域住民の健康を評価しよう，，と  

するものであった・本調査では全国を6地区に分割↓，   

検査故 陰性政 陰性車㈲  

福  岡  1595  一班6  

飯  塚  412  101  

久留米  192  37  
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紫
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川
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田
倉
瀬
田
 
州
井
木
隈
田
 
 

牟
九
 
 

宗
達
筑
京
八
直
粕
糸
築
浮
田
山
宮
朝
三
大
北
三
黒
大
添
 
 

162  42  

糾  20  

136  25  

62  17  

92  14  

77  22  

7
 
2
 
 

2
 
点
じ
 
亡
U
 
5
 
5
 
8
 
3
 
0
 
1
 
4
 
8
 
3
 
2
 
 

1
 
1
 
1
 
 
 
 
 
1
 
 

1
 
 

1
 
 

疫  学  課  

昭和52年度の疫学課の業務中，化学分析関係では，前  

年に引き続き，環境庁企画調整局保健調査室からの委託  

による化学物質環境追跡調査に参加し，所内5課から選  

出編成された分析技術開発プロジェクトチームの一員と  

して，研一ニトロベンゼンスルホン酸ナトリウム，♪－ア  

セトアミノベンゼンスルホニルクロニド，♪－トルエンス  

ルホニルクロリド，β－トルエンスルホンアミドの5物質  

についてその分析技術の確立を担当した．   

更に，ジイソプロピルナフタレン，フェニルヰシリル  

エタン，ターフェニー ル，ジブチルヒドロキシルトルエ  

ン，トリプチルホスフェート，ニトロベンゼン，フロン  

ー11，フロンー12，♪－オクチルフェノール，1－ナフトール  

2－ナフトール，研一ニトロベンゼンスルホン酸ナトリウ  

ム，β一トルエンスルホンアミド，♪－トルエンスルホニル  

クロライド，アルキルベンゼンスルホン酸ソーダの14物  
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頭 髪 中 重 金 属 調 査 結 果（単位〃g／ml）  表 25  

敷
 
 

科
 
 

試
 
 

別
 
 

性
 
 

区
 
 

地
 
 

Cd  Pb  Mn  Zn  Cu  

∧
d
♀
 
人
d
O
T
 
人
d
O
T
 
人
d
♀
 
人
d
♀
 
人
d
♀
 
 

｛
 
 
 
i
 
f
1
 
 
－
－
′
1
－
1
 
 
 
i
 
i
 
 

市
 
市
 
町
 
同
 
相
 
甜
 
 

福
 
大
 
太
 
 

35   0．52士0．46  10．7士 9．05  

63   0．43±0．48   6．91± 5．63  

46   0．65±0．69   6．19± 3．53  

112   0．37±0．31   9．60± 7．19  

91   0．60±0．50   9．96士 6．58  

53   0．28±0．28   6．09±14．2  

24   0．29土0．27   5．63士3．52  

42    0．≡姥±0．91   9．09± 7．76  

258   0．36±0．35   7．81± 8．63  
214   0，59±0．65   9．11± 6．9l  

2．09± 2．58  

1．55±1．43  

1．】弘±1．46  

0．31±19．7  

3．32士 8．62  

1．76± 2．95  

1．28士 0．69  

3．67士 6．78  

2．25±13．03  

2．87± 6．50  

253±157  18．0士12．0  

164± 28  10．9±6．2  

208± 99  15．9±17．0  

133±41  14．1±36．1  

2柑士153  13．9±9．6  

177±45  8．7±5．2  

125± 42  

170士 86  

150± 44  

212±134  

9．6± 2．2  

24．8土30．5  

11．9士24．3  

17．2±17．8  

表 26  血液中重金属調査結果（単位〝g／ml）  各地区下にある地方衛生研究所（総計38箇所）が地域住  

民（男543人，女317人，計800名）から採取した血液中の  

鉄（Fe），銅（Cu），亜鉛（Zn），鉛（Pb），カドミウム  

（Cd）の濃度を分析し，全国的な住民の血中重金屑濃度  

のレベル及び地域差が検討された．   

当課では，当所職員20名を対象として上記5重金属に  

ついての調査を行った．その結果は表26に示す．今回の  

調査で得られた血液中各重金属の値を各地のそれと比較  

してみても，ほとんど差ほなかった．この調査研究は今  

後とも継続して行われる予定である．   

3 無脊椎動物中カドミウムの体内分布及び存在状熊  

について   

カドミウム（Cd）を含む重金属汚染地域に生息するコ  

ガネムシ科昆虫の体内において，Cd だけが特異的に蓄  

積されることが前年度の環境生物課との共同研究の結果  

明らかになった．そこで，コガネムシ科昆虫の体内のど  

の部位がCdを多く含むのか，更に，その存在形態につ  

いて検討するために，重金属環境汚染地である大牟田市  

深倉地区及び非汚染地である太宰府町周辺において，2  

種類のコガネムシ科昆虫（アオドゥガネ，ドゥガネブイ  

ブイ）の採集を行った．大牟田市においては，ドゥガネ  

ブイブイよりもアオドゥガネの方が採集個体数が多い傾  

向があった．採集した昆虫は種類別及び地区別に分け，  

個体ごとに解剖し，頭，胸足部，腹部内容，腹部外骨格  

鞠麹，後趨の6部分に分け，約100個体の各部をプール  

しそれぞれ部分別に1検体とした．以上の検体の重金属  

分析は次年度に行う予定である．   

4 非経口的カドミウム投与による鶏体内カドミウム  

の挙動について   

カドミウム汚染米（Cd米）のニワトリに対する投与  

実験において，筋胃部へのカドミウム（Cd）の高著碩性  

が観察された．このことは食品衛生及び生理化学的に興  

種別   平均値士標準偏差   最小値一最大値  

Fe  533  ±30  468  －579  

Cu O．86 ± 0．07  0．78 － 1．05  

Zn   6．3 ± 0．6  4．6 － 7．4  

Pb O，090 ± 0．050  0．038－ 0．22  

Cd O．0032± 0．0008  0．0020－ 0．0掴8  

味ある現象であるが，その移行経路については，腸管吸  

収後血流を介する場合の他に筋胃内皮表面からの直接の  

吸収ということも考えられる．そこで，投与法を変えた  

場合の筋胃部及びその他の臓器等に対するCdの蓄積性  

の変化を観察することにより，その移行経路についての  

何らかの情報が得られるのではないかとの予想のもとに  

塩化カドミウムを用いて，皮下，静脈及び比較のための  

経口の3っの投与法により1例ずつ予備的検討を行った・  

その結果，体内に吸収蓄積されたCd量を臓器間で比較  

してみると，肝臓，腎臓においては経口，非経口を問わず  

相対的に高値を示したのに対し，筋胃部においては，非  

経口の場合は経口の場合に比較してかなり少量であった・   

5 福岡県における主要死因の市町村別分布   

厚生省は国勢調査の年に限って，都道府県別の主要疾  

患による死亡発生状況をまとめ発表しているが，県内の  

発生に集積性の有無を判断するのに適した総合的なミク  

ロ分析はこれまで明らかにされていなかった．今回，昭  

和45年1月1日から49年12月31日までの5箇年間の死亡  

蓄積を待って，主要な疾患すべてにわたり県内各市町村  

別，性別に標準化死亡比（SMR）を算出し，その結果を  

5段階評価によって分布図を作成した・それによれば，  

肝硬変，肝がん，高血圧性疾患は県内全域に高率分布を  

示した．数多くの疾患で筑豊地域の高死亡率がみられ，  

特に男子に高度の集積性が認められるなど，同地域のり   
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息状態が極めて憂慮すべき事態であることが判明した・  

胃がん，肝がんは筑豊地域の他に，佐賀県と接する筑後  

地域にも高集積がみられた．これらの分布図は県医師会  

の健康教育教材費科（昭和52年11月）として印刷され，  

全会員及び関係者に配布された．   

6 県内における死因別死亡率と環境要因との相関に  

ついて   

福岡県においては全国に比べて，肝臓疾患や高血圧性  

疾患など高死亡率の死因が存在することが明らかになっ  

た．そこで，高死亡率の原因には複雑な自然，社会，経  

済活動と深い関係があると考え，まず，産業，教育，社  

＿会保障等の市町村別の統計量57項目と50項目死因分類表  

や傷病大分裁から選択した00死因の死亡率との相関係数  

を求めた．それによると，5％の有意水準で有意に高い  

相関を示した要因は多数みられたが，その多くは相関係  

数0．2－0．4の範囲にあり，高度に有志な相関をもつもの  

は，今回入手した環境要因データからは証明されなかっ  

た．疾患別では，男の肝硬変や脳血管疾患などの成人病  

関係の死因と生活保護世帯数，人員との間に，相関係数  

0．4－0．6と比較的高い相関性が認められた・しかし，男  

の高血圧性疾患や神経系及び感覚器系疾患などでは，有  

意的に相関の認められる環境要因は見あたらなかった・  

表 27  食  品  別  

衛 生 化 学 課  

食品別に依頼件数（試料数）を見た場合を表㌘に，試  

験項目別に見た場合を表28に掲げた．行政依頼のなかで  

食品別に件数が多い“魚介，肉，卵類及びその加工品”  

の試験内容は魚介類の水銀定量であり，“乳製品及びその  

加工品”，“野菜，果実及びその加工品’’では残留農薬試  

験，“その他”ではヒトの血液中のPCB分析が大部分を  

占めた．一般依頼でほ‘‘乳製品及びその加工品”，“穀類  

及びその加工品”及び“菓子頸”の一般成分分析（カロ  

リーの算定）及び合成樹脂製容器包装の規格試験が最も  

多かった．新たに基準が設定された“即席めん’’の酸  

価及び過酸化物価についても検査した．10試料の酸価  

0．28－0．65（基準3以下），過硬化物価4．9－22．5（基準  

30以下）で問題になる数値は見出されなかった．魚介類  

のPCBについても同様であった．なお当課で行った調  

査研究の主なものは，人体組織申のフタル顧エテスル類  

の濃度分析調査，MIBK 抽出法によるアルキルベンゼ  

ンスルホン酸の定量法の検討，放射能調査などのほかに  

過去数年間にわたる残留農薬に関する調査データをまと  

試  験  件  数  

行  政  依  頼  一  般  依  頼  

判定を要する試験  判定を要する試験  

適  不適  適  不適  

魚介、肉、卵類およぴその加工品   
（かん話、ぴん詰を除く）  

乳製品 およ ぴそ の加工品  

ア イ スクリ ー ム・氷 菓  

穀類 お よ ぴ そ の 加 工 品   
（かん結・ぴん話を除く）  

野菜・果物およぴその加工品  

4
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そ  の  他  の  食  品  

御物（貨芸記含漂孟芸びその薬剤 

器 具    容 器 包 装  

） 0  
20   

その他  （母乳・血液を含む）   116鞋詳  

0
 

0
 
7
 
 

2
 
1
 
 

計  358  247  0  205  70  4  

（注）※ ：つくだに類，ソース・ドレッシング・ケチャップ顆  

※※：洗剤15，乳首2，血液79，母苧uO   

†：酵素，つくだにヲ乱 ソース顆，粉末だし，リカバリーフード等   

††：洗剤，あわけし油，血液，おむつカバー入れ，食品白ポール，食用油用ろ紙，接着剤，漂白料，印刷インキ，  

ホルマリン含有処理水（透析用）等   
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るものはなかったが，最も検出率が高かったのはヒ素  

で，いちご，ばれいしょ，トマト，きゅうり，ほうれん  

そう，りんご等9試料に検出した（検出率18％）．BHC，  

DDTはかぽちゃ，きゅうりの2試料に，ジコホールは  

いちご，りんごの計4試料に極微量検出しただけで，他  

の塩素系，カーバメイト系及びリン系農薬は検出されな  

かった．   

3・2 牛乳：21試料の検査結果では，総BHC，0．03－  

0．015ppm平均0．007ppm，総DDTO．002－0．01ppm平  

均0．004ppmであり，その中の異性体の内訳は，BHC  

については1試料に0．001ppmの∂－BIiCが検出され  

ただけで，他はすべて α，β－BHC よりなっていた．  

DDT については2試料に P？’－DDD が0．001－0．002  

Ppm含まれていたが，他はすべてP？’－DDT，PP’－DDE  

からなっていた．ディルドリンほすべての試料に0．00ト  

0．003ppm平均0．002ppm含まれていたが，エンドリ  

ンはすべて陰性であった．   

4 乳児用品中の酸化防止剤   

ジブチルヒドロキシトルエン（BHT）が乳児用の調製  

粉乳に含まれ，あるいほ合成ゴム製乳首から水に溶かし  

た調製粉乳中に溶出し，乳児に影響を与えるおそれのあ  

ることが学会あるいは新聞紙上で指摘されたため，市販  

の調製粉乳4種について検査した結果，BHTが0．08－  

0．25ppm検出された．また，乳首1個当たり15gの調製  

粉乳を水100mlに浴かした液に40℃1時間浸漬し，その  

溶出を検査したが，前記の条件では検出されなかった・  

調製粉乳へのBHTの混入原因は今のところ不明である・   

5：食品中草原因調査   

5・1ソースによる中毒：レストランのテーブルに備  

えられたソースに異常味があるとのことで試験を依頼さ  

れた．1）正常なソースと比較した場合，外観，臭気，  

液性（pH3．9－4．0）にほとんど差はなかったが，味に強  

い刺激，収れん味があった．2）酎約朗Oppm，亜鉛約  

500ppmと異常に高い濃度を検出した．3）ソースの貯  

蔵用に使用した“しんちゅう’’製と思われる容器の内壁  

の腐食度から判断して容器の金属が溶出したものと考え  

られた．4）正常なソースには，ほとんどそれらの金属  

ほ検出されず，異常味の原因はソース中の銅及び亜鉛の  

高濃度によるものと考えられた．   

5・2 白桃かん常による中寺：N社製白桃かん詰によ  

り急性中毒事件が発生し，原因物質の疑いのあるスズに  

ついて検査した．1）検体としてN社製の中毒試料と同  

一のエ場でほぼ同じ時期に製造されたもの8試料，対照  

として他社の製品3試料を用いた．2）N社製品のかん  

の内壁は他社製品に比べかなり腐食度が高く相当量のス   

め，その考察を行った．以下主な業務内容を述べる．   

食 品 関 係   

1食品添加物調査   

食品中の添加物の分析項目は主に保存料，甘味料，酸  

化防止剤及び発色剤などであるが，収去品で基準量を越  

えるものはなかった．また使用は認められていても実際  

には使用していない食品の種類もかなり多くなった．こ  

のことは，食品の製造，保存技術の進歩，消費者の添加  

物への関心の高まりなどにより，食品メーカーの姿勢も  

必要以上は添加しない方向に変わりつつあることを示し  

ていると思われる．   

2 重金属調査   

魚介類の水銀についても，例年どおり50試料につき検  

査した．すべて県内魚市場で採取したもので，その濃度  

範囲はNDrO．26ppmで暫定基準値0．4ppmを越えるも  

のはなかった．ただし，かつおだけは0．52ppmで基準  

値を越え，遠洋回遊魚の特性を示した．また県内産米10  

件について，カドミウムを検査したが，その範囲は0．0－  

0．2ppmであった（玄米の規制値1．Oppm）．   

3 残留鼻薬調査   

3・1野菜，果実：県内産26種50試料（いちご，トマ  

ト，きゅうり，みかん，りんご等）について，残留基準  

が設定された農薬類について検査した．残留基準を越え  

表 28  食品の試験項目別成分数  

成  分  数  
試 験 項 目  

行政依頼   一般依頼  

一  般 成 分  2  333  

食品添加物  0  4  

清涼飲料水  0  0  

規
格
試
験
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甘   味   料  28  25  

漂   白   剤  0  10  

発   色   剤  16  0  

酸 化 防 止 剤  42  1  

重金属類（Hg、Cd等）  92  90  
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ズの溶出が推定された． 3）N社製晶のスズ濃度は，  

370－450ppm平均413ppmであるのに比べ，他社製品は，  

40－90ppm平均51ppmで，約8倍の濃度が検出された・  

4）スズの毒性は比較的弱く，今回の中毒がスズに起因  

するか香か即断はできないが，正常なスズ量とは言い難  

い．5）食品中のスズの許容量は‘‘かん入り果実ジュー  

ス，，について150ppmが規定されているだけで，今のと  

ころ果実かん詰についての基準はない・早急に検討の必  

要があろう．   

人 体 関 係   

1血液中のPCBの性状調査   

昨年度に引き続きカネミ油症に係る油症認定者，未  

認定者の血中PCBの分析を北九州市環境衛生研究所，  

福岡市衛生試験所，久留米大学と共同で行った・当所で  

検査した試料数は対象者77のほかコントロールとして正  

常者の血液26の計103であった．PCBのGCパターン  

の異状を判別する方法として，A（油症患者特有のパタ  

ーン），B（油症患者，正常者の判別が困難なパターン）  

C（正常者のパターン）の3パターンに統計的に分類し  

ているが，今まで油症認定者の血液でAパターンを示し  

たものがBまたはCパターンに変化した例はなく，事件  

以来10年後の今なお正常者には存在しない何ものかが，  

表 29  母乳中PCB及び有機塩素系農薬分析結果  

定  土  俵（ppm）  
項  目  

大  最 小  平  

P C B  

β－B H C  

全 B H C  
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油症認定者の体内に存在することを示している．本年度  

も未認定者の血液でBまたはB－Cパターンを示したも  

のが3件あった．しかしながら正常者の血液でもBまた  

はB－Cパターンを示す例もあるので，この原因がカネ  

ミ油症に起因するか香かの即断は困難である．   

2 母乳中のPCB及び塩素系鼻薬調査   

52年度の分析結果を表29に示した．総BHC，総DDT  

のなかでβ－BHC及び♪〆－DDEが大部分を占め，汚染  

歴の古いことを示している．図1にその岸年変化を示し  

た．調査を開始した昭和46－47年に比べると，BHCの最  

大値，最小値及び平均値いずれも低下はしているが，こ  

の3，4年多少の高低はあっても低下傾向は認められな  

表 30  医 薬 品 家 庭 用 晶 試 験 件 数  
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い・DDTも同様である．図1には省略したが，ディル  

ドリン，PCBについても昭和48年以降，その検出値は  

本年度とほとんど同様の値で有機塩素系汚染物の残留の  

根強さを示している．   

医薬品，家庭用品，放射能関係   

表30に試料別検査数を挙げた．医薬品のなかで血液用  

硫酸銅測定は比重測定，リボクレイン及びコメタ錠ほか  

は錠剤崩壌試験であった・家庭用品は洗浄剤の規格試験  

及び衣類のホルマリン試験であった．   

1コールドパーマ液基準適否試験   

福岡県美容環境衛生同業組合の依頼により，県内各地  

の美容室で使用しているコールドパーマ液の第1剤35，  

第2剤28試料について規格試験を行った．第1剤では，  

チオグリコール酸又はその場類を主成分とするものが32  

品目で大部分を占め，システインを主成分とするものは  

3品目に過ぎなかった・いずれも規格に適合した．第2  

剤の不適品の内訳はpHが基準値（pH4．0．9．0）を越え  

るものが3品目，潜状が均一ではないもの1品目であっ  

た．  
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図1 母乳中総BHC，DDTの経年変化  
－・一  総BHC，－－・－一 総DDT  

2 放射能調査   

科学技術庁の委託事業として，雨水，ちり，海水及び  

海底土，陸水及び土壌，各種食品の全ベーター放射能測  

定，空間線量測定，牛乳申の131Ⅰ，137Cs，90Srの核種分  

析を行ったが，異常値は検出されなかった．また本年度  

中に行われた中国核実験の影響もみられなかった．   

環 境 科  学 部  

大気汚染関係   

1製錬工場カドミウム影響調査   

大牟田市の亜鉛製錬工場から排出されるカドミウムに  

よる大気汚染の実態をは握し，今後の大気汚染対策の資  

料とする目的で，県環境整備局公害課とともに本調査を  

行った．調査期間は昭和52年5月30日から6月4日まで  

で，熊本県と分担して行った．   

調査はカドミウム発生源である亜鉛製錬工場の煙道ば  

いじん及び工場周辺の環境8箇所においてハイポリウム  

エアサンプラ一により捕賛した浮遊粉じんについて行っ  

た．   

1．1発生源調査   

この工場では蒸留亜鉛，精留亜鉛等の生産を行ってお  

り，煙道は第一工場及び第二工場の2箇所にある・この  

2箇所の煙道につき，それぞればいじんを採取した・こ  

れらのばいじん濃度および重金属濃度の平均値を表32に  

示す．表32の第一工場及び第二工場の平均値を求めると  

ばいじん濃度は0．0025g／m3Ⅳ，またカドミウム濃度は  

0．014mg／mきⅣ となる．   

この工場との公害防止協定書によるカドミウム排出濃  

度は最大0．2mg／m㌔∴以下となっており，今回の調査  

では協定値が遵守されていることが判明した・   

大 課  

昭和52年度に実施した主な業務は次のとおりであった．   

大気汚染対策のうち，科学的裏付けを必要とした煙道  

排ガス調査5件，環境大気調査6件，意臭調査5件を県  

環境整備局の依頼で行った．また環境庁から県環境整備  

局を通じて当課に依頼された調査は，煙道排ガス詣査20  

件で，更に市町からの依頼は，大牟田市，行橋市，苅田  

町及び水巻町の4件であった．   

以上の業者を測定成分数で示すと9365成分で，この  

うち県からの依頼調査は8199成分，市町からは1166成  

分であった．以上についての項目別全依頼検査総成分数  

を表31に示す．なお当センター独白の調査研究は220成  

分で，これからも明らかなように，大気課における行政  

的業務は98％に達している．   

当センター独自企画による調査研究としては，大別し  

て，1）大気汚染物質の植物被害，2）大気汚染測定法  

の開発，3）大気汚染物質の挙動に分類され，そのうち  

ある程度の成果が得られたものの概要を本報に記載して  

いる．  
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表 31 項目別全依頼検査総成分数  表 32 亜鉛製錬工場の煙道ばいじん濃度  

及び重金属濃度  
成  分  別  県  市町村  

測定項目  単 位  第一工場  第二工場  
煙道排ガス調査   

ば い じ ん 量   

硫 黄 酸 化 物  

ばいじん濃度  gルII  o．0020  0．0030  

カドミウム  mg／mユ  0．00幻   0．019  
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の低い値を示した．今回の調査では新地アパートにおけ  

る粉じんのカドミウム濃度の平均ほ0．004〝g／mきとなっ  

たが，この値は昨年度の依頼分析による大牟田市の粉じ  

ん調査の年間平均値（0．075／唱／m3）に比べると，約1／20  

の値であった・いずれにしても今回の調査における環境  

大気中のカドミウム濃度は協定値の 0．1〝g／m8以下の  

値であった．   

2 アルミニウムエ囁立入調査   

ふっ素化合物は，大気汚染防止法によって有害物質と  

して規制されており，ふっ素化合物を排出しているアル  

ミニウム工場と福岡県及び大牟田市，熊本県及び荒尾市  

との間に環境保全協定が締結されている．この協定の遵  

守状況をは握するため煙道排ガス中のふつ素化合物濃度  

測定を実施，併せて，アルミニウム工場にある火力発電  

所の窒素酸化物濃度の測定も行った．なお，本謝査ほ熊  

本頗との合同調査であった．調査期間は昭和詑年6月13  

日から6月16日までであった．   

工場の排ガス除去設備は地上系と天井系との2系統か  

らなっているが，今回は天井系除去設備4箇所において  

排ガス中のふっ素の濃度を測定した．その結果，0．07－  

0・14ppm（平均0．11ppm）の値が得られ，協定値（0．3  

ppI可 よりも低い値であった．またふっ素化合物の排出  

量は平均0．偽kg／hとなり，協定値（1．92kg／h）よ  

りも低い値であった．   

窒素硬化物については，火力発電所の1号ボイラー及  

び2号ボイラーにおいて測定した．その結果320ppm－  

480ppmの値が得られ，これらの値は大気汚染防止法に  

よる排出基準値（00Oppm）を下回った．   

以上のように今回の調査では，ふっ素化合物，窒素酸  

化物の測定値はそれぞれ協定値及び排出基準値以下であ  

った．   

3 火力発t所立入鞠査   

豊前市に所在する発電所において，第1期計画である  

出力50万kWの火力発電設備が完成した．この火力発電  

設備の運転開始に伴い，発電所と福岡県及び豊前市との   
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9
 
9
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1
2
■
1
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1
2
 
9
 
1
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2
4
 
 

合  計  8199  1166   

1・2 環境調査   

市内8箇所でハイポリウムエアサンプラ一によって粉  

じんを採取した．この8箇所のうち新地アパート及び内  

野医院における結果を表33に示す．カドミウム濃度は，  

内野医院において6月3日から4日に採取した粉じんで  

は0．017／堰／m8であった．その他の7箇所において採取  

した粉じんはいずれも0．001／唱／m3から0．006／瑠／m3  
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表 33 大牟田市におけるハイポリウムエアサンプラ一による浮遊粉じん成分分析結果（〝g／m3）  

新 地 ア パ ー  ト  内  野  医  院  
測定項目  

5．31－6．1  6．1－6．2  6．2－6．3  5．31－6．1  6．1－6．2  6．3－6．4  

粉じん濃度  
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130  100   

0．003  0．003   

0．11  0．13   

0．30  0．71  

0．076  

1．5  1．3   

0．（裕2  0．071  

＜0．05  ＜0．05  

110  180   

0．α姥  0．017   

0．15  0．44   

0．86  1．8   

0．彷8  0．13  

1．0  2．3   

0．ひ46  0．089  

＜0．05  ＜0．05  
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0
 
0
 
0
 
0
 
1
 
0
 
0
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鋼  

鉄  

マ ン ガン  

ク ロ ム  

間に環境保全協定が締結された．そこでこの協定の遵守  

状況をは握するため，県環境整備局公害課とともに調査  

を行った．調査期間は昭和52年8月2日から8月5日ま  

でであった．なお，ばいじん，硫黄酸化物及び窒素酸化  

物について調査を実施した．   

3・1 ばい じん   

この発電設備にはばいじん除去設備として電気集じん  

装置を4基設けている．ばいじん濃度の測定結果は最高  

は0．0118g／が∬，最低は0．0035g／m8∬であり，平均  

0．0048g／m＄がであった．この値は協定値（0．02g／m3N）  

を下廻っていた．なお煙道排ガスの流速の測定結果は最  

高23．6m／S，最低14．9m／S，平均20．8m／sで，測定値の  

変動が大きかった．また排ガス量は140m3N／hであった・   

3・2 硫黄硬化物   

排ガス中の硫黄酸化物の脱硫は湿式の亜硫百石こう法  

で行われている．測定は煙道の4箇所の採取口で行った・  

その結果，最高は560ppm，最低は160ppm，平均  

330ppmが得られ，これもまた測定値の変動が大きかっ  

た．この理由は脱硫装置を通した排ガスと通らない排ガ  

スとの混合が十分行われていないことによると考えられ  

る．またこの発電所では，排ガス中の硫黄酸化物濃度を  

監視するため，赤外線吸収法による自動測定機を設置し  

ている．この自動測定機への排ガス試料導入は前述の4  

箇所からの排ガスを混合して行われている・この自動測  

定機設置地点での硫黄酸イヒ物濃度は平均400ppmとの  

値が得られ，また発電所の自動測定機も同様に400ppm  

を示した．   

この自動測定機設置点の結果から，1時間当りの硫黄  

硬化物排出量を算出すると560maⅣ／hとなり，協定値の  

723m3N／hよりも低い値であった・   

3・8 窒素酸化物   

この発電設備では窒素酸化物の排出抑制対策として二  

段燃焼方式，排ガス混合燃焼方式及び低NOxバーナー  

方式の3つの方式が併用されている．測定は，硫黄酸化  

物の場合と同じように煙道4箇所の採取口で行い，最高  

130ppm，最低100ppmの値が得られ，平均値は110ppm  

であった．更に前述した硫黄酸化物の自動測定機が設置  

されている同じ測定点での窒素酸化物の濃度は最高140  

ppm，最低124ppm，平均130ppmであった．また発  

電所が同地点に設置している紫外線吸収方式による窒素  

酸化物自動測定機の測定値も平均130ppmであった．な  

お協定値は180ppm（平均150ppm）である．   

4 有害物賃基準設定調査  

本調査は，大気汚染防止法第3条第2項第3号に基  

づき依頼されたもので，有害物質の排出許容限度等を設  

定するために必要な基礎資料を得ることを目的とした．  

調査は県環境整備局公害課とともに行った．   

5 ばいじん専横制強化検討調査   

県下の各種ばいじん発生施設について，ばいじん及び  

重金属成分の排出濃度を軋定するとともに乗じん装置の  

効率を県環境整備局公害課とともに詣査した．以上の結  

果は4の調査成績とともに資料編（pp．76－78）に要約し  

た．   

6 瓦焼成炉からのふっ素等排出状況網査及び瓦工場  

周辺栽培いぐさ変色原因調査   

大気中のふっ素化合物は数ppb レベルの低濃度でも  

植物に被害を与えるため，ふっ素化合物の発生源である  

瓦工場の周辺では，しばしば同化合物による栽培植物の  

被害が公害問題化する．そのために，今回は県下山門郡  

三橋町の某瓦工場において，焼成炉の排ガス及び周辺環  

境中のふっ素化合物の濃度測定を行った・またこれに付  

随して瓦工場周辺に栽培される植物体内のふっ素濃度の  

測定も行った．以上の結果は資料編（pp．78－81）に詳述  

してある．   

7 合金工場周辺項填大気調査   

直方市において，某合金工場から発生する大気汚染物  

質によって日常生活に著しい支障があると地区住民から  

所轄保健所への陳情があり，県環境整備局公害課の依頼   
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を受け，その因果関係を明らかにするために調査を行っ  

た．謝査期間は昭和52年10月11日から12日までと昭和53  

年2月20日から別日までとの2回であった・   

調査方法は苦情申し立てのあった民家，合金工場数地  

内及び対照地点において，それぞれハイポリウムエアサ  

ンプラ一によって浮遊粉じんを採取した．それらの結果  

を表34に示す．また苦情申し立てのあった民家において  

は，大気汚染測定車によるガス状物質も測定した．それ  

らの結果を表35に示す．   

調査期間中，苦情を申し立てた民家は発生源からの影  

響を直接受ける風向にあり，またこの合金工場から排出  

される重金属は鉛，亜鉛等と考えられた．これらのこと  

を裏付けるように，苦情民家における鉛，亜鉛の濃度は  

他の2地点よりも高い値を示し（表34），苦情民家及び工  

場数地内においては粉じん濃度も，対照地点よりも高い  

値を示した．   

しかし，ガス状物質については，表35に示したように  

二酸化硫黄，二硬化窒素および浮遊粒子状物質はいずれ  

も環境基準値以下の値であった・   

以上のように，ガス状物質の瓢定結果では汚染物質発  

生源からの影響は認められなかったが，苦情民家におい  

ては浮遊粉じん申の鉛，亜鉛の重金属濃度が高かったこ  

とから，苦情民家は合金工場か ら排出される汚染物質の  

影響を受けていると考えられる．  

表 34  ハイポリウムエアサンプラーによる  

合金工場周辺環境大気中の浮遊粉じ  

ん成分分析結果（〃g／m3）  

の遵守状況をは握するため，県環境整備局公害課ととも  

に調査を行った．調査期間は昭和52年10月24日から10月  

28日までであった．なお調査はばいじん，硫黄酸化物及  

び窒素硬化物について行った．   

ばいじん濃度の測定結果は平均0．012g／mきⅣを示し，  

この値は会社の届出値0．040g／m3Ⅳ及び大気汚染防止  

法におけるセメント焼成炉の排出基準0．6g／m3Nより  

も低かった．またばいじん申の重金属濃度は旧キルンに  

比べ，カドミウム，鉛等非常に低い値を示した．このこ  

とは他の工場の同型焼成炉の場合と同様であり，この方  

式のキルンが重金属の排出抑制に有用であることを示し  

た．なお煙道排ガスの平均流速は16．8m／sであり，これ  

から排ガス量を計算すると305000m8Ⅰ寸／hとなり，届  

出値450000m3N／hよりも低い値であった．   

硫黄酸化物の則定結果はいずれも検出限界値（10ppm）  

以下であり，これは会社の届出値24ppmを下廻った．  

一般にセメント焼成工程で発生した硫黄硬化物は，高温  

で原料中の石灰分やアルカリ分と反応して，クリンカー  

に吸着されるといわれており，セメント工場での硫黄酸  

化物の排出量は少ないと考えられる．   

窒素硬化物濃度のフェノールジスルホン酸法（P．D．S．  

法）による測定結果は180ppm－270ppmの値を示し，  

平均240ppmであった．また工場側が設置している化  

学発光法による自動測定機により測定された平均濃度は  

200ppmであり，P．D．S．法よりも約17％低い値を示し  

た・なおP．D．S．法による240ppm という値は会社側  

の届出値250ppm及び大気汚染防止法によるセメント  

焼成炉の排出基準（10万m3N／h以上）250ppmを満足  

させている．   

9 糸田町粉じん調査   

糸田町の住民から粉じんによる環境汚染の苦情申し立  

てがあり，その原因究明のため県環境整備局公害課の依  

頼を受け調査を行った．調査期間は昭和52年10月26日か  

ら29日までであった．   

調査にさいしては，苦情申し立てのあった民家にハイ  

ポリウムエアサンプラーを設置し，金属分析を行い，更  

に発生源と考えられた2っのセメント工場のばいじん及  

びボタ山の堆積じんの金屑分析を行った．その結果ハイ  

ポリウムエアサンプラ一によって捕集された粉じん濃度  

は平均210／唱／m3という高い値を示した．しかし，こ  

の粉じんの金属組成とセメント工場及びボタ山の堆積じ  

んの金属組成とはかなり異った結果が得られ，発生源の  

断定ほできなかった・今後，石灰石の鉱山や附近の道路  

からの粉じんの舞上りの影響も併せて検討する必要があ  

ると思われる．   

測定項目  苦情民家  工場数地内  対照地点  
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表 35  合金工場周辺民家におけるガス  

状物質測定結果  

測 定 項 目  単位  最高  最低  平均  

二酸化硫黄  ppm  

一酸化窒素   〃  

二酸化窒素  ク  

浮遊粉子状物質  mg／m3  
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0．014  

0．006  

0．013  

0．023   

8 セメントエ喝立入調査   

田川市に所在するセメント工場においてセメント焼成  

炉（ニューサスペンションプレヒータ付乾式キルン）が  

新設された．この工場から排出されるばい煙の排出基準  
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降下ばいじん申のふっ素濃度には，表37に示すように  

昨年度と同様アルミニウムエ場からの距離減衰傾向はみ  

られなかった．また三川支所，有明病院，白光中学校及  

び三池干拓におけるふっ素濃度は昨年度よりも増加した，  

なお，本年度の大牟田市の平均は8．1kg／km望／月 であ  

り，一昨年度から漸次増加の傾向がみられる．   

アルカリろ紙法によるふっ素濃度は，表38に示すよう  

に，降下ばいじん申のふっ素濃度と同様，アルミニウム  

工場からの距離減衰がみられなかった．本年度の大牟田  

市の平均は41／唱／100皿ソ月であった．   

表 38  アルミニウム工場周辺におけるアルカリろ紙  

法による大気中ふっ素化合物軋定結果  

10 大牟田地区ふっ素影響調査   

大牟田市に所在するアルミニウム工場から発生するふ  

っ素化合物について，それらによる大気汚染の度合をは  

握し，今後の大気汚染防止対策の基礎資料とする目的で  

この調査を行った．なお，本調査は昭和44年度から継続  

して県環境整備局公害課の依頼を受けて行っている．   

諏査は植物葉中及びダストジャーによる降下ばいじん  

申のふっ素濃度を測定して行った．また本年度ほアルカ  

リろ紙法による大気中ふっ素濃度も測定した．それらの  

測定結果を表36，表37及び表38に示す．   

植物葉の測定にはマサキを用いた．表36に示すように  

アルミニウム工場から離れるに従って，ふっ素濃度ほ若  

干減少する憤向がみられ，また対照として用いた当セン  

ターのマサキのふっ素濃度と比較すると，明らかな差が  

みられた・本年度のマサキ葉申のふっ素濃度の測定値は  

昨年度のそれよりも少々高かった．  

表 36  アルミニウム工場周辺における  

マサキ葉中のふっ素濃度  

アルミニウム   ふっ素濃度  

調査地点 工場からの （〃g／1伽lり月）  

距 離（h） 最高 最低 平均  

110  36   58  

140  49   75  

44  12   26  

89  24   53  

54  14   35  

95   20   48  

37  11   24  

100  20   43  

110  24   46  

63  14   29  

糾  20   47  
27   8．9 18  

86  18   35  

81 13   37  

四山測定局  
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三川公民館  
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故馬南小学校  

大正小学校  
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白光中学校  
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天道小学校  
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表 37  アルミニウム工場周辺におけるダストジャー  

による降下ばいじん中溶解性ふっ素濃度  

15   3．7  8．3   衛生公害センター  
アルミニ ウム 溶解性ふっ素（短几mり月）  

調査地点 工J●からの  
距 ♯（加） 最高 点低 平均  

11田川市大気汚染鞠査   

田川市における硫黄硬化物についての大気汚染の実態  

をは擁するため，県環境整備局公害課からの依頼を受け  

調査した．調査期間は昭和52年2月から5月までであっ  

た．   

田川市の硫黄酸化物発生施設は100あり，それから排  

出される硫黄酸化物量は最大時には 491．3m8N／hで，   

硬 化 物 調 査（ppm）  
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単位面積当り 9．Om3N／h／km℡となる・主な発生施設は  

セメントエ場，石灰焼成工場等である・   

調査は消防署，田川東商校及び市役所の3箇所におい  

て溶液導電率法による二酸化硫黄自動測定機を用いて行  

った．この調査の結果と県が設置している田川観測局  

（船尾小学校）の二酸化硫黄濃度の軋定結果とを併せて  

表39に示す．なお表39の中で0．200ppm以上の濃度は  

0．200ppmとして平均値を算出した・   

今回の調査結果を環境基準値（1日平均値が0・4ppm  

以下，かつ1時間値が0．1ppm以下）と比較すると消防  

署及び田川束高校においてはすべて適合していた・しか  

し，市役所においては環境基準値に不適合の日が2月及  

び3月にあり，1時間値の日平均値で0・4ppmを越えた  

日が4日間，1時値で0．1ppmを越えた時間が31時間あ  

った．この理由は市役所の暖房用ボイラーによる影響が  

あったのではないかと考えられる・すなわち，ボイラー  

使用時だけが高濃度を示し，土曜日の午後及び日曜日は  

低濃度を示しており，ボイラーの煙道排ガスが十分拡散  

されないまま軋定された可能性があり，測定機の設置位  

置に問題があったのではないかと考える・したがってこ  

の点については再度の調査が必要であると思われる・ま  

た，田川観測局における測定値はすべて環境基準値に適  

合していた．  

12 そ  の  他   

以上に列記した調査のほかに，下記の調査を依頼によ  

って行った．  

1）大牟田市の依頼による浮遊粉じん中の重金属分析   

2）行橋市の依頼による降下ばいじん及び硫黄酸化物  

（PbO2法）分析   

3）苅田町及び水巻町の依頼による硫黄酸化物（PbO2  

法）分析   

4）環境整備局公害課の依頼による重油申硫黄分析  

13 大気汚染測定車の更新   

大気汚染測定車は昭和45年に購入されていたが，測定  

機器，串休とも老朽化したために，これを更新し，併  

せて，軌定項目数を増加させ，大気汚染測定体制の充実  

をはかった．また，これらの測定データーはテレメータ  

ーシステムによって，当センターの中央監視局に集約さ  

れて電算処理されている．なお，更新された大気汚染串  

「さわやか号」の所要経費などは次のとおりである．  

1．所要軽費   36，624干円   

2．購入年月日  昭和光年3月29日   

3．運行開始日  昭和53年7月10日   

4． とう載測定器及び測定項目は表40のとおりである．  

表 40  大気汚染測定車とう載測定器一覧  

測  定  器  測  定  項  目  

大気汚染測定器  二酸化硫黄，浮遊粉じん  

窒素酸化物測定器 一酸化窒素，二酸化窒素  

一酸化炭素測定器  一酸化炭素  

炭化水素測定器■全炭化水素，■非メタン炭化水素  

オキシダント測定器＊オキシダント  

オ ゾ ン 測 定 器＊オゾン  

気 象 測 定 器  風向，風速，＊温度，＊湿度，  

＊日射量，＊紫外線量   

＊印は新たに増加された測定項目を示す．  

悪 臭 関 係   

1 し尿処理関係施投   

1・1 し尿処理場調査   

田川市営し尿処理場について昨年度調査した結果では  

アンモニアだけが規制値（1ppm）を越え，1．6ppmを  

示した．これに対して当処理場は改善を行ったが，その  

後なお住民からの苦情が絶えないため，県環境整備局公  

害課とともに昭和52年11月10日調査を行った．   

当処理場の悪臭の主な発生源は搬入床，曝気槽等であ  

り，搬入床の出入口にはエアカーテンが設置されてい  

る．悪臭防止法に基づく敷地境界線上での悪臭5物質の  

測定結果を表41に示す．表41に示したように，今回の測  

定においては，硫化水素が福岡県のA地域における敷地  

境界線規制基準値（規制値）（20ppb）を越え，28ppbを  

示した．他の化合物は規制値以下であった．   

1・2 し尿運搬中継所調査   

太宰府町に所在するし尿運搬中継所から発生する意具  

に関して付近住民から苦情申し立てがあった．このため  

県環境整備局公害課とともに昭和52年7月15日に調査を  

行った．   

当中継所は約120tのし尿貯留槽を設置し，バキュー  

ムカーによってし尿の搬入，搬出を行っている．調査に  

際してはし尿が搬出される時間帯に敷地境界上で大気サ  

ンプリングを行った．その結果を表41に示したが，いず  

れの化合物も規制値以下であった．  

表 41 し尿処理関係施設数地境界線上  
における悪臭物質測定結果  

田吊市営‥▼太幸府町し尿  

し尿処理場 運搬中継所  
測定項目 単位  

アンモニ7 ppm  

メチルメノ庚カン ppb  
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飼料及び残飯を利用していた．豚糞は農家に肥料用とし  

て分与し，尿及び排水は排水溜池に導き自然蒸発させて  

いた．敷地境界線における測定結果を表43に示す．こ  

の表に示したように，前述のⅠ養豚場と同様，アンモニ  

アが規制値の1ppmを越え，1．1ppmを示した．他の値  

は規制値以下であった．  

2 畜産関係施設   

2・1養鶏場調査   

大任町にある養鶏場から発生する臭気に対して隣接家  

屋の住人から苦情の申し立てがあった．養鶏場の臭気の  

程度をは握するため，県環境整備局公害課とともに昭和  

52年9月19日に調査を行った．   

この養鶏場は約2万羽のニワトリを飼育し，鶏糞の排  

出量は1日約2000短であった．鶏糞の一部は乾燥場で  

処理し，肥料として出荷，残りは敷地内に放置してい  

た．養鶏場の敷地境界線における測定結果を表42に示  

す．表42に示したようにアンモニアが規制値（1ppm）  

を越え，1．3ppmを示した．  

表 42 養鶏場悪臭物質軌定結果  

水  質  課  

水質汚濁防止法に基づき，河川，海域の水質及び底質  

並びに工場排水について分析調査を実施した．その内訳  

は，環境庁補助及び環境庁委託によって県環境整備局公  

害課から依頼されたもの12業務及び県単独による公害課  

依頼のもの8業務で，総計20業務であった．   

以上のうち環境庁委託による特記すべき業務のひとつ  

として“化学物質環境追跡詞査”が含まれており，公害  

課とともに，有明海に注ぐ大牟田川の沖及び筑後川の沖  

において水質，底質及び魚介類の採取を行い，一般環境  

調査及び精密環境調査の検休とした．当課が担当したの  

ほ，，一般環境調査項目中の 研一ニトロベンゼンスルホン  

醸ナトリウム，♪－オクテルフェノール，1－ナフトール及  

び2一ナフトール，並びに精密環境調査項目中のジイソプ  

ロピルナフタレン及びトフェニルー1－（3，4キシリル）エ  

タンであり，訝査結果はすべて検出限界値以下であった．   

また環境庁からの直接委託業務として“化学物質の分  

析法の確立’’及び“環境測定分析統一精度管理調査’’を  

実施した．   

一般依頼業務については，水道法に基づく水道原水と  

給水の精密検査525件，井戸水の飲料適否試験（簡易化  

学試験）322件，並びに温泉法に基づく鉱泉申分析3件，  

鉱泉小分析7件の分析を実施した・また井戸水について  

の依頼者の苦情に応じて飲料適否試験項目及びその他の  

項目について項目別に定性，定量分析を行った．   

以上，実施した業務における項目別分析実施件数は表  

44に示すとおりで，総数31195件であった．   

以下，“化学物質環境追跡調査’’以外の各業務の主な  

ものについて略述する．   

行政関係・公害課依頼   

1有明海保全璃査   

昭和52年5月，8月，11月及び53年2月に有明水産試  

厳場が有明海の10測定点において採水した海水について  

分析を実施した．   

分析用試水は，各月下旬の2日間にわたり，各日の  

満潮時2時間前及び2時間後に上層部（Om）及び層部   

測 定 項 目  単 位 鶏舎内 敷地境界  

ア ン モ ニ ア  

メチルメルカプタン  

硫 化 水 素  

硫 化 メ チ ル  

トリメチルアミン  
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2・2 養豚場調査   

筑後市Ⅰ養豚場：この養豚場から発生する臭気につい  

て，筑後市に対し付近住民から苦情の申し立てがなされ  

た．その臭気の程度をは撞するため，県環境整備局公害  

課とともに昭和52年7月7日に調査を行った．   

この養豚場においてはブタ約100頭を飼育し，飼料と  

して配合飼料，残飯，家きんの内臓を使用していた．飼  

育豚から排せつされる糞量は1日約350kgであり，これ  

は農地に施肥し，尿及び排水は浄化処理されていた．意  

臭防止法に基づく敷地境界線における5物質の測定結果  

を表43に示す．表43に示したように，アンモニアが親制  

値（1ppm）を越えていた．その他はいずれも検出限界  

値以下で規制値を満足させていた．   

瀬高町A養豚場：Ⅰ養豚場の場合と同様，住民から苦  

情が出されたため，その臭気の程度をは超する目的で県  

環境整備局公害課とともに昭和52年10月12日に調査した．  

A養豚場ではブタ約260頭が飼育され，飼料として配合  

表 43 養豚場悪臭物質測定結果  

測 定 項 目  単 位 Ⅰ養豚場 A襲豚甥  
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（
U
 
O
 
 

l
 
1
 
4
 
1
 
3
 
 

＜
 
＜
 
＜
 
＜
 
 

3
 
0
 
0
 
（
U
 
5
 
 

1
 
1
 
4
 
1
 
（
U
 
 

＜
＜
＜
＜
 
 
 

m
 
 

p
p
 
p
p
 

ア ン モ ニ ア  

メチルメルカプタン  

硫 化 水 素  

硫 化 メ チ ル  

トリ メチルアミン  



－32－  

表 44 項 目 別 分 析 実 施 件 数  

項  目  物性  定性 定量  項  目  物性  定性 定量  

pH  

電気伝導度  

D O  

T O C  

B O D  

C O D  

S S  

全  窒  素  

アンモニア性窒素  

亜硝酸性窒素  

硝酸性窒素  

全  り  ん  

りん醜態りん  

過マンガン酸カリウム消費量  

強 熟 減 量  

れ－ヘキサン抽出物質  

硬  度  

カ ル シ ウ ム  

マグネシウム  

塩素 イ オ ン  

残 留 塩 素  

固 形 分 率  

鉄  

ナト リ ウ ム  

シ   ア   ン  

有 機 り ん  

陰イオン界面描性剤  

ふ  っ  素  

フェノール類  

4  

525  448  

544  103  

574  

557  

613  

38  

9  

9  

9  

9  

1038  

1273  

1635  

6鋸  

1720  

352  

850   45  

849   4  

324  530  

353  

27  

866  

3（1  

310  

851  

13  

6  

1256  

276  

53  

941  

620  

620  

557  

995  

1034  

950  

1024  

382  

い  お  

硫 化 水  

う
素
 
ン
 
素
 
 

硫酸イ  

ほ  う  

オ
 
 

よう素イオン  

よう素消費量  

ヒドロ炭酸イオン  

遊 離 炭 酸  

ラドン含有畳  

魚類生息試験  

m一ニトロベンゼンスルホン酸  
ナトリウム  

クーオクチルフェノール  

1一ナフトール  

2－ナフトール  

ジィソプロピルナブタレン  

・1－フェニルー1－（3，4キシリル）  
エタン   

P C B  

濁  度  

色  度  

蒸発残留物  

溶解性物質  

臭  

味  

外  観  
そ  の  他  

亡
U
 
7
 
4
 
2
 
 

1
 
 
1
 
 

6
 
6
 
6
 
6
 
3
6
 
3
6
 
閏
 
4
2
 
封
 
3
7
 
7
 
 

5
 
 
5
 
5
 
 

ン
 
鉛
 
 
 

ガ
 
 
 

ン
 
 
 

マ
 
亜
 
 銅  

鉛  

カ ド ミ ウ ム  

ひ  素  

全  水  銀  

アルキル水銀  

六佃ク ロ ム  

全 ク ロ ム  

ア ル ミ ニウ ム  

バ ナ ジ ウ ム  

コ バ ル ト  

カ リ ウ ム  

5
 
 

2
 
 

4
 
 

1
 
 
 

醐
2
2
2
3
2
3
2
5
 
 

4
 
 

5
 
1
 
9
 
 

8
 
0
 
 

9
 
4
 
 

′ト  計  2566 4511 24118  

総  計   

2 豊前地先海域韻査   

昭和52年6月から昭和53年1月までの間，豊前海域の  

4地点について，8回（1日2回採水）調査を実施した．  

測定項目はカドミウム，シアン，鉛，六価クロム，ひ素，  

全水銀，アルキル水銀，PCBの健康項目と全クロム及  

び乃・ヘキサン抽出物真について行った．その結果は，  

各地点とも各項目につき検出限界値以下であった．   

3 筑前海調査   

昭和52年5月から昭和毀年2月までの間，遠賀川河口  

及び博多湾口沖の2地点について，10回調査を実施し   

（海底から50cm上部）から採取した海水を等量混合した  

もので，年間分析用試水は80検体であった．   

測定項目は生活環境項目（雅一ヘキサン抽出物質），健  

康項目（カドミウム，シアン，鉛，六価クロム，ひ素，  

全水銀，PCB）及び特殊項目（フェノール類，亜鉛，全  

クロム）等であった．なお，PCBの錮査は年1回（8  

月）4測定点について行った．   

分析結果は亜鉛を除いた項目すべてについて指定され  

た分析法の検出限界値以下であった．亜鉛は最小値  

0．003ppm，最大値0．055ppmの範囲で検出された・  
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準値を満足させた．また各河川のBODについての適合  

率は全般的に惑く，9測定点中6測定点が環境庁が定め  

た基準達成率75％を満足させておらず，特に御幸返橋に  

おいては適合率0％であった．この現象は，生活排水の  

流入量に対し，各河川の固有水量が極めて少量であるた  

めと考えられる．   

5 博多湾流入河川調査   

博多湾流入河川水系（9河川，9卸定点）について，  

昭和52年4月から昭和53年3月まで，毎月1回調査を実  

施した．pH，BOD及びSSの測定用試水の採取は通日  

調査として9，13，18及びお時の計4回，全窒素（T－N）  

及び全りん（T－P）の瓢定用試水の採取は13時に1回，  

また健康項目の測定用試水の採取は6，8，12月及び昭  

和53年2月の調査日の13時に1回であった・  

表 46  河川水の生活環境基準適合率  

た．その調査項目は健康項目（カドミウム，シアン，鉛  

六価クロム，ひ素，全水銀，アルキル水銀，PCB），全  

クロム及び乃－ヘキサン抽出物質である．その調査結果  

は各地点とも各項目につき環境基準値以下であった．   

4 大牟田市内河川憫査   

昭和52年4月から昭和53年3月まで，大牟田市内の5  

河川，9瓢定点において採水し，生活環境項目（pH，BOD  

COD，SS）及びその他の項目のうちでTOCと塩素イオ  

ンについては年12回（毎月1回），健康項目（カドミウ  

ム，シアン，鉛，六価クロム，ひ素，全水銀，アルキル  

水銀）及び特殊項目のうちの全クロムとその他の項目の  

全窒素（T－N），全りん（T－P）については年4回調査を  

実施した．   

分析の結果，健康項目についてはすべて環境基準以下  

であった．生活環境項目及びその他の項目の分析結果を  

表45に示した．表45から明らかなように，T－N はすべ  

ての河川で嘗栄養化の指棲である0．15ppmの濃度を上  

回っており，特に五月橋でほ最高4．8ppmの値を示し  

た．またT－Pは三池電力所横井堰を除いてすべて検出  

され，ほとんどの河川が富栄養化の指棟とされている  

0．02ppmの濃度を上回っていた．   

また大牟田市内河川は，それぞれの河川について類型  

指定がなされている．したがって各河川について測定し  

たpH，BODおよびSSに関して各類型指定の基準値を  

当てはめた場合の生活基準適合率を表46に示した．表46  

から明らかなように，諏訪川の三池鉄道河口鉄橋及び白  

銀川の三池電力所横井堰だけが各項目についての指定基  

表 45  大 牟 田 市 内  

指定  適合率（％）  
水域名  測  定  点  

類型 pH BOD SS  

大牟田川 五  月  橋  

諏訪川† 

堂面川ば 三道  

白馴†空地㌫品井霊  

隈川〈孟諾責悪品漂  

E
 
D
 
A
 
B
8
 
B
 
A
 
B
 
A
 
 

92  33  0
0
 
9
2
0
0
 
1
7
詑
 
0
0
0
0
 
3
3
0
0
 
 

l
 
l
 
 

l
 
l
 
l
 
 

0
 
史
U
 
7
 
0
 
0
0
 
2
 
5
3
 
0
 
 

5
 
1
 
 

9
 
7
3
 
 

1
 
 

0
 
2
 
0
 
0
 
3
 
0
 
2
 
2
 
0
 
9
 
0
 
0
 
0
0
 
0
 
9
 
9
 
 

1
 
 
 
 
 
1
 
1
 
 
 
 
 
1
 
 

適合回数  

測定回数（12）  

河 川 調 査 結 果  

水域名  測走点 ≡  pH BOD COD SS TOC T－N T－P  
9．5－49．7  

22．5 ±10．8   

7．2－24．3  

14．2 ± 6．1   

4．4－19．8  

9．25±4．60   

5．4 －37．9  

19．3 ± 9．50  

7．8－29．9  

15．3 ±6．60  

7．3－31．2  

16．4 ± 8．80   

3．2 －18．6  

8．43±4．77  

6．3 －20．7  

12．3 ± 4．47   

4．8 －22．7  

11，9 ± 5．43  

0．4－1．2  

0．62± 0．38   

0．0－ 0．4  

0．15± 0．19   

0．0－ 0．1  

0．02± 0．05  

0．3－1．2  

0．60± 0．40  

0．3－ 0．6  

0．45± 0．13  

0．2－ 0．5  

0．28± 0．15   

0．0－ 0．0  

0  ± 0   

0．0－ 0．1  

0．05± 0．05   

0．0－ 0．2  

0．10± 0．08  

2．5 －4．8  

3．77±1．03   

0．6 －1．7  

1．05± 0．54   

0．2－ 0．3  

0．27±0．05   

1．1－ 3．5  

2．10±1．01  

1．2－ 2．8  

1．82± 0．69   

0．6－1．0  

0．82± 0．17  

0．1－ 0．2  

0．15± 0．05   

0．4－ 0．6  

0．47± 0．09   

0．6－ 3．4  

2．02±1．29  

6・8－8・9は；三笠66  

7・2－8・Oi圭：号5二‡：芸  

6・7－8・7け…8；喜：23  

7・…・4く…：…。；≡：三 
3  

6・ト8・1〈1呂二喜諸芸  

7．9－25．4  

13．2 ± 8．24   

3．3－ 5．0  

4．25± 0．75   

2．4－ 3．2  

2．70±0．38   

3．5－20．8  

9．30± 7．80   

5．4 － 8．9  

6．82±1．49  

5．8－ 8．6  
7．35±1．22  

1．4－3．8  

2．35±1．02  

3．8－ 5．8  

4．97± 0．88  

3．7－4．8  
4．05± 0．50  

10  －35  

21．6 ± 7．51   

16  －110  
36．9 ±25．2  

3  －20  
11．0 ± 4．77  

9  －276  

69．9 ±71．4   

6  －52  

15．5 ±12．2  

5  －20  

11．3 ± 4．15   

0  －15  
6．33± 3．96   

9  －88  

33．4 ±21．7   

3  －28  

12．7 ± 7．53  

五 月 橋   

三池鉄道  

河口鉄道  

馬場町  
取水堰  

旧三池鉄道  
河口鉄道   

御幸返橋  

諏訪川  

生面川  

1．60－8．0  

4．86±1．65  
6．4－8．8  

6－6－8・0＝：…。三喜：芋。  

6・5－8・5i圭：㍍；‡：；7  

6・3－7・612：…1三‡：；9  

隈  川  

上段：最′ト依一朗人机 下段：平均値及び標準偏差，P廿以外の項口の単位：pr・m   
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各測定項目のうち，BOD，SS，T－N及びT－Pにつ  

いての結果を表47に示し，BOD及びSSについての調  

査時刻別年間平均値と療準偏差を表48に示した・なお，  

表48に示した結果は降雨により異常水質を呈した11月調  

査結果を除外して算出したものである．  

表 47  博 多 湾 流 入  

以下項目ごとに考察したところ，1）BODについては  

多々良川の大隈橋，久原川の深井橋，那珂川の警弥郷橋  

及び瑞梅寺川の池田川橋の4測定点のいずれにおいても  

低い値を示した，なかでも久原川の深井橋，那珂川の警  

弥郷橋及び瑞梅寺川の池田川橋での値は低く，類型指定  

河 川 調 査 結 果  

B O D（ppm）  S S（ppm）  

河川 名   測定点  平 均 値  

標準偏差  

平 均 値  

標準偏差  

6．2  1．78±1．22   

6．1  1．62±1．03   

7．0  1．67±l．30   
7．0  1．52±1．17   

7．0  3．90士1．32   

6．2  3．74±1．22  

12．3  5．69± 2．14  

12．3  5．飢± 2．22  

33．3  9．53± 6．31  

20．6  8．73± 5．14  

22．9  5．56± 4．14  

22．9  5．51士 4．34  

140  35．7 土26．7  

140  35．2 ±25．9   

2．8  1．34士 0．朗   

2．4  1．25± 0．58   

6．2  1．27±1．09   
6．2  1．20±1．06  

多々馴 大隈橋〈 3：…  

久原川 深井橋〈 3：…  

須恵川  酒殿橋〈 壬：…  

宇美川 亀山新橋〈 …二…  

御笠川 大野橋〈 …：…  

牛馴・瓦田橋†3：喜  

諸岡川 諸岡橋†…二…  

那珂川 警弥榊‡3：…  

瑞相寺川 舶川橋i3：3  

睨
3
2
5
6
6
2
1
部
崩
5
7
2
1
9
1
制
1
2
2
4
1
1
8
8
6
1
5
9
1
2
8
7
1
0
9
1
4
6
1
4
6
 
 

43．8±150．0  

11．4± 8．4  

32．4±112．6  
7．0土 5．3  

35．2± 68．1  

18．3± 9．6  

59．0土106．9  

37．1± 33．7  

78．3±165．7  

34．8± 21．9  

30．2± 78．2  

12．3±15．5  

55．1±113．8  

27．0±17．5  

27．3土 57．0  

15．5±16．7  

16．6土27．5  
14．3土 25．9  

0
 
0
 
0
 
0
 
2
2
 
4
 
4
 
9
q
）
 
2
 
2
 
7
 
7
 
1
1
 
1
1
 
 

上段：通年調査結果，下段：11月分除外調査結果  

表 47  博 多 湾 流 入 河 川 調 査 結 果（っづき）  

T－N（ppm）  COD（ppm）  T－P（ppm）  

河川名  測定点  平均値  

標準偏差   

平均値  

標準偏差   

平均値  

標準偏差  
最′ト  最大  最小  最大  最小  最大  

8．2  3．73士1．72  0．1  0．8  

4．9  3．32±1．03  0．1  0．8  

7．7  3．34±1．58 0．1  0．7  

4．2  2．95± 0．83 0．1  0．7  

10．3  6．23±1．83 0．2  2．5  
7．8  5．89士1．46  0．2  2．5  

11．3  7．38士 2．07 1．1  7．6  

11．3  7．34±2．16 1．1  7．6  

0．34±0．23  0．0   0．2  0．05士0．07  

0．31±0．21  0．0   0．1  0．肌±0．05  

0．24±0．18   0．0   0．3  0．08±0．10  

0．23±0．18  0．2   0．3  0．06士0．09  

1．09±0．61  0．0   0．3  0．13±0．11  
1．05±0．62  0．0   0．3  0．12士0．10  

3．26±1．95  0．0  0．6  0．31士0．17  

3．07±l．93  0．0  0．6  0．29士0．17  

2．98±1．88  0．1 1．4  0．58±0．39  
2．81±l．87  0．1 1．1  0．51士0．30  

2．00±1．38  0．0  1．1  0．37±0．29  
1．95士1．43  0．0  1．1  0．36±0．30  

7．の±2．28  0．3   2．6  1．38士0．70  

7．24±2．28  0．3  2．6  l．38±0．73  

0．22±0．13  0．0   0．1  0．03±0．05  

0．20±0．12  0．0  0．1  0．02士0．（池  

0．22±0．14  0．0  0．1  0．02土0．朋  
0．22±0．15  0．0   0．1  0．02±0．肌  

多々馴大隈橋（王：…  

久原川深井橋＝：写  

須恵川酒殿橋卜…：喜  

宇美川亀山新橋i芸：…  

8 10．2±5．93  0．8  6．7  

5  8．67±2．80  0．8  6．7  
御宝川大野橋〈…：写 …三  

11．7  6．39±2．89  0．4  4．4  
11．1  5．95± 2．63  0．4   4．4  牛顛川瓦田橋 〈…：；  

5 23．0 ±13．8  3．3 10  

5 21．0 ±12．5  3．3 10  
諸岡川諸岡橋〈；二… …；  

4．7  2．81±0．89  0．1  0．5  

4．7  2．79±0．93 0．1  0．5  

4．3  2．53±0．74  0．1  0．6  
4．3  2．51±0．78  0．1  0．6  

那珂川警弥朋〈王：…  

瑞梅寺川池田川橋＝：喜  

上段：通年調査結果，下段：11月分除外調査結果   
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及びSSの調査時刻別年間平均値の変動傾向を観察する  

ため，表4引こ示した全測定点それぞれについての平均値  

と標準偏差を用いて推測統計法により検討を試みたが，  

9時からお時までの経時変化について一定の傾向を見出  

すことができず，単に河川水質の変動の大きさを再確認  

するだけにとどまった．   

6 筑前海流入河川調査   

昭和52年4月から昭和53年3月まで，遠賀，宗像，粕  

屋及び糸島郡の4地区における筑前海流入河川（14河川，  

18測定点）について，生活環境項目に係る調査を毎月1  

回，全窒素（T－N）及び全りん（T－P）についての調査  

を年4回（昭和52年5，7，11月及び昭和53年1月）実  

施した．   

生活環境項目及びT－N，T－Pの測定結果は表49に示  

すように，BODは粕屋郡の河川を除いて一般に低く，  

ほとんどの測定点でC類型の5ppm以下であったが，  

糸島郡桜井川の汐井橋では30ppmを越えた月もあり月  

間変動の大きい測定点がみられた．   

以下項目ごとに考察したところ，1）BODの年間平  

均値の最も高い測定点は中川の久保橋で，次いで湊川の  

湊橋であった．2）SSについてはBOD に比べて月間  

変動が大きいが，平均値でC類型の50ppm以上の値を  

示した測定点は釣川の野添橋，中川の久保橋であった．  

3）T－Nについて最高値を示したのは中川の久保備に  

おける27ppmで下水と同程度の濃度であった．次いで  

江川の江川下流端における14ppmであったが，その他  

の河川における測定点での値はいずれも 4ppm以下で  

あった． 4）T－P についても中川の久保橋において最  

高値2．7ppmを示したが，他の河川の測定点での値は  

いずれも1ppm以下であった．   

なお，健康項目については，いずれの河川の測定点に  

おいても環境基準値以下であった．   

以上総括的に観察すると，生活環境項目及びT－N，  

T－P の測定結果から明らかなように，中川の久保備に  

おける汚濁は顕著であり，津川の湊橋，江川の江川下流  

端及び桜井川の汐井橋においてもかなりの汚濁が認めら  

れ，その原因は家庭下水によるものと考えられる．   

7 周防灘流入河川鯛重   

昭和52年4月から53年3月まで，17河川21測定点にお  
いて生活環境項目（pH，BOD，COD，SS）及び－TOC  

を毎月1回計12回，健康項目（カドミウム，シアン，鉛  

六価クロム，ひ素，全水銀，PCB）及び全窒素（T－N），  

全りん（T－P），塩素イオンについて年4回調査を実施  

した．   

その結果，健康項目はすべて環境基準値以下であっ   

表 48 調査時刻別年間平均値と榛準偏差  

採水時間 BOD（ppm） ss（ppm）  
河川 名 測定点  

（時）平均値標準偏差 平均値標準偏差  

9  0．91±0．50  

13 1．4 土0．64  
18  2．26±1．50  

23 1．85± 0．72  

7．72±  

10．4 ±  

13．4 ±  

14．0 ±  

5
 
 

4
 
0
 
0
 
3
 
 

6
 
9
 
9
 
8
 
 
 

多々良川 大 隈 橋  

久原川深井橋  

i…毒  

1．17±0．69  

1．40±0．83  

1．45±0．93  

2．06±1．83   

6．72±4．51   

8．90±6．25   

6．18±5．56   
6．36土4．96  

19．8±10．0  

17．7 ± 7．5  

17．5 ±10．8  

18．0 ±10．9  

42．4 ±5生．3  

36．9 ±33．2  

36．3±24，3  

32．9 ±13．6   

19．2 ±16．5  

47．1±31．7  

45．2 ±23．8  
38．9 ±11．3  

8．09±7．05  

9．40± 6．70  
16．0 ±24．3  
15．6 ±16．5   

27．2 ±16．9  

32．5 ±21．3  
28．2 ±20．9  

20．3±7．2  

9．8±5．2  

12．8 ±8．7  
16．6 ±10．5  
22．5 ±29．7  

19」．0士42．3  

7．18± 8．87  
15．1±26．6  
16．1士14．6  

9  3．62±1．25  
13  3．55±1．21  

18  4．10±1．22  

23  3．70土1．31   

9  5．37±1．98  

13  5．15土2．52  
18  5．05±1．41  

23 6．99±2．50   

9  6．69±5．07  

13  8．07±3．89  

18 10．2±5．3  

23 10．2±5．9  

9 4．16±2．99  

13  6．06±6．22  

18  5．28±3．76  
23  6．69±4．09   

9 30．3 ±21．7  
13 32．6 ±18．1  
18 36．7 ±26．7  
23 41．2±36．1  

9 1．06±0．別  

13 1．16±0．56  

18 1．32±0．64  

23 1．49土0．58  

9 1．27±1．71  

13 l．26±0．68  
18 1．32±0．77  

23  0．96±0．79  

須 恵 川 酒 殿 楕  

宇 美 川 亀山新橋  

御 笠 川 大 野 橋  

半 額 川 瓦 田 橋  

諸 岡 川 諸 岡 橋  

那 珂 川 警弥郷橋  

瑞梅寺川 池田川揺  

11月の■査結果除外  

の達成率75％値を求めたところ，それぞれ1．9ppm，  

1．7ppm及び1．5ppmで類型A（BOD：2ppm以下）を  

満足させた・一方，最も高い値を示したのは諸岡川（諸  

岡橋）で，流域に存在する工場と標準型し尿浄化槽を有  

する古い団地の排水が同河川の汚染源となっているもの  

と推定された．2）T－N及びT－Pのうち，T－N につ  

いての平均値は表48に示すように，富栄養化の目安とさ  

れている0．15ppmをすべて上回っているが，多々良川  

の大隈橋，久原川の深井橋，那珂川の警弥郷橋及び瑞梅  

寺川の池田川橋における値は比較的低く，個々の値をみ  

た場合には，0．15ppm未満のものもかなり認められ  

た．しかし，他の5河川（5測定点）についての全測定  

値はいずれも 0．15ppmを超過しており，T－P につい  

てもほぼ同様の傾向が認められた．3）各河川のBOD  
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表 49  筑 前 海 流 入 河 川 調 査 結 果  

地区名   河川名   採水点  BOD  SS  T－N  T－P  

6 － 73  
29．8±17．5  

7 － 117  
27．5±29．7  

7 － 76  
21．0±18．1  

8 － 63  
26．3±19．4  

8 －148  
25．8± 39．2   

6 －215  
53．1± 70．3  

0．9－14  0．1－0．5  
4．20±6．53  0．30±0．23  

0．5－1．5  0．0－0．3  
1．00±0．44  0．13±0．15  

0．3－ 0．6  0．0－0．2  

0．45士0．13  0．10±0．12  

0．2－1．0  0．0－0．4  

0．48±0．36  0．18±0．17  

0．8－1．3  0．1－0．6  

1．05± 0．21  0．35±0．21  

0．4－1．3  0．1－0．6  

0．88± 0．38  0．30±0．22  

†三：≡；…：芸  

2  

†≡：…；冒：2  

〈冒喜…  

〈：  

〈‡：…；；：去  

i1  

i≡忘…二…  

〈23：3認；  

〈  

12：；；2喜：；  

†2忘；：2  

il芸二写ご言：…  

〈2：≡認…  

〈圭二2；芸：…  

く2忘…：…  

〈ア忘喜：…  

〈：忘…：喜  

i；忘…：三  

江  川  江川下流端   

矢矧川  矢 矧 楕   

汐入川  汐 入 橋  

砂 山 橋   

多 札 橋   

野 添 橋  

釣  川  

5 －76  1．0－1．5  0．3－0．6  
31．8±40．0  1．18±0．22  0．38±0．15  

4 －423  9・1－27  0・8－2・7  

70．4±113．7  14・7±8・38   1・73±0・81  

西郷川  浜 田 橋  

中川久保橋  

大根川〈 
．．  

谷山川  石ケ崎橋  

溝  川  津 川 橋  

桜井川  汐 井 橋  

0．4－1．2  0．1－0．2  

0．幻±0．35  0．15±0．鵬  

0．1－0．3  0．0－0．0  

0．18±0．10  0．0  

0．2－0．8  0．0－0．2  

0．48±0．25  0．08±0．10  

1．3－13．2  0．4－1．0  

2．22土0．96   0．68±0．28  

0．7－3．7  0．1－1．0  

2．20±1．32   0．53±0．37  

0．8－2．5  0．1－0．2  

1．63±0．85   0．15±0．06  
0．2－0．9  0．0－0．4  

0．43±0．33   0．20±0．18  

0．2－0．6  0．0－0．2  

0．38±0．21  0．13±0．10  

0．0－1．4  0．0－0．8  
0．40±0．67   0．20±0．40  

0．1－1．0  0．0－0．5  

0．48±0．39   0．18±0．22  

2 － 60  

17．3±16．3  

2 － 39  

11．4±11．1  

3 － 94  

18．6±27．9  

12 －242  

34．2± 89．・3  

4 －198  

33．8± 56．8   

9 － 44  

23．8±13．0  

4 －189  

35．9± 63．3  

12 － 54  

27．5±12．3  

1 －227  

26．8± 63．5   

5 －2D4  

34＝．0± 58．3  

雷山川  

一貴山川  深 江 橋  

加茂川  佐i皮 橋   

福吉川  福 吉 橋  

上段：最小値一最大値，下段：平均値及び標準偏差，単位：ppm  

0．7ppmが最大値であった．しかし，富栄養化状態にお  

けるTrNの最低目安の0．15ppm及びT－Pの最低目  

安0．02ppmと比較すると，これをかなり超過した値を  

示す河川もあり，特に中川（中川橋），上河内川（福間  

橋）及び江尻川（常盤橋）は栄養塩類による汚染の進行  

が目立つ．また，他の河川についてもこの汚染の防止を  

考慮する必要があるものと考えられた．   

次に表51の結果から，BODについては，基準適合率  

が上河内川（福間橋）8％，中川（中川橋）57％となり，  

これは環境庁が定めた基準達成率75％には程遠いが，他  

の河川19測定点における適合率はすべて75％以上であ  

った．   

また，SS，pHについてはすべて基準適合率75％以上  

であった．   

た．生活環境項目及びその他の項目（TOC，T－N，T－P）  

については測定値の分布を表50に示した．また，pH，  

BOD，SS に関しては，音無‖を除いた各河川について  

AA－Cの類型が指定されており，各類型指定の基準値  

にあてはめた場合の基準適合率を求め表51に示した．   

表50の結果から，TOC に関しては，中川（中川橋）  

において最大値176ppm，最小値2．Oppm，上河内川（福  

間橋）において最大値33ppm，最小値5．4ppm，音無］［T  

（松原橋）において最大値29．3ppm，最小値0．8ppm  

と大きい年変化が認められた．T－N に関しては，中川  

（中川橋）では最大値5．1ppm，上河内川（福間橋）で  

2．2ppm，江尻川（常盤橋）で1．2ppmが検出されたが  

他の測定点ではすべて1．Oppm以下であった．T－Pに  

関してはすべて1．Oppm以下であり，中川（中川橋）の  
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章 51 生活環境基準適合率  よりも高い傾向があり，鉛，ひ素は筑後川，全クロムは  

博多湾流入河川で最高値を示した地点がみられた．   

9 エ囁排水調査   

環境整備局公害課と各保健所は特定事業場622に対し  

て，水質汚濁防止法に基づき，立入り調査を行うととも  

に排出水を採取した．採取した排出水は分析用として当  

課に搬入された．   

分析の結果は表53に示すとおりで，県条例で定められ  

た業種別排水基準項目及び基準値に基づき総括的に調査  

対象事業場排水の基準適否判定を試算した結果，排水基  

準に適合しなかったものは162事業場で，全調査事業場  

の26％を占めた．これはほぼ前年度と同様の値であっ  

た．業種別では例年どおり，食料品製造業が最も多く，  

次いで，と畜場，養豚業，し尿処理施設などであった．   

また業種と不適項目との関係をみると，食料品製造業  

においてはpH，BOD，SS，〝－ヘキサン抽出物質につい  

て排水基準に合致しなかったものが多く，と畜場では  

BOD，SS，金属加工業では亜鉛，銅及び溶解性鉄，メッ  

キ業では全シアンが，・それぞれ排水基準値を越えたのが  

認められた．  

10 未規制汚濁源調査   

本調査は水質汚濁防止法で規制対象となっていない未  

規制汚濁源業種及び未規制項目について，排水水質等の  

実態調査を実施し，同法に基づく規制措置に関して必要  

な基礎資料を得ることを目的としたものである．   

昭和52年11月から昭和53年1月の間に，未規制業種に  

係る事業場のうちで産業廃棄物処理業（3），窯業土石製  

品製造業（3），石油，石炭製品製造業（3），及び未規制  

項目に係る事業場のうちで，バナジウムに係る事業場  

の 底 質 調 査 結 果  

適 合 率（％）  
水域名 地 点 名  頬 型  
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8 海域及び河川の底質調査   

海域及び河川の底質調査を29測点について実施した・  

調査結果は表52に示すとおりで，河川底質よりも海域底  

質の方が灼熱減量，COD，硫化物，押－ヘキサン抽出物質  

カドミウム，全水銀において高値の憤向を示した．河川  

底質においては，灼熱減量，COD は矢部川が他の河川  

表 52  海 域 及 び 河 川  
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11瀬戸内海栄養塩類収支挙動調査   

瀬戸内海における赤潮発生のメカニズム解明に関する  

資料を得るために，環境庁委託による調査を環境整備局  

公害課とともに昭和52年12月から53年3月まで，事業所  

20箇所24検体について実施した．調査項目は全りん及び  

りん酸態りんであった．   

その結果は，全りんに関しては0．0－73ppmの範囲  

にあり，平均値及び標準偏差は11．60士19．05ppmであ  

った．一万，りん酸態りんは0．0－67ppmであり，平均  

値及び標準偏差は9．23土17．21ppmであった．  

12 矢部川水銀追跡調査   

矢部川の水及び底質中の水銀についてクロスチェック  

をする必要が生じたため，九州地方建設局筑後川工事事  

務所と環境整備局公害課は昭和52年4月に調査を実施し  

た．当課へ搬入された矢部川3地点の水16件とその地点  

の底質3件について全クロム，六価クロム，カドミウム  

鉛，全水銀，アルキル水銀及びSSの分析を行った．そ  

の結果，水質のカドミウムは 0．000－0．002ppm，鉛は  

0．00－0．08ppm．全水銀は0．0000－0．0002ppm，SSは  

39－397ppmで，底質のカドミウムは3．4－3．9／瑠／g乾  
泥，鉛は35－68〝g／g乾泥，全水銀は0，299－0．4㊦9／瑠／g  

乾泥で，水質申の全クロム，六価クロム，アルキル水銀  

及び底質中のアルキル水銀はいずれも検出されなかった．  

13 大牟田土捨囁地下水水貸間査   

大牟田川しゅんせつ終了後，土捨場周辺の地下水及び  

湧水の状況をは握するため，環境整備局公害課とともに  

昭和52年4月に調査を行った．調査件数は7件で，項目  

と濃度範囲はpH（2．5－7．7），SS（21－422ppm），カドミ  

ウム（0．00－0．02ppm），全水銀（0．0000－0．0006ppm）  

であった．  

14 魚類のへい死に関する調査   

昭和52年4月山の井川若菜地区において，また昭和52  

年10月筑後川の天建寺橋周辺において魚類の多量へい死  

事件が発生したため，その原因究明調査に着手したが，  

検水について魚類（ヒメダカ）の生息試験の結果，ヒメ  

ダカのへい死は観察されず，また水質試験の結果からも  

異常値がみられなかった．魚類へい死が突発的に発生し  

た場合，河川のような動的水系において原因検索用採水  

を行う時点では，原因物質ほすでに流下拡散かつ希釈さ  

れたあとであり，この種の魚類へい死に伴う原因究明調  

査は極めて困難である．  

15 井戸水の油分汚染調査   

昭和労年2月上旬に突然，八女郡広川町吉常地区の民  

家の井戸水に油膜が認められる事態が発生したため，環  

境境整備局公害課，八女保健所及び広川町役場とともに   

（3），コバルトに係る事業場（3），硫化物に係る事業場  

（3）を対象にそれぞれ排水の分析調査を実施した．   

調査項目は産業廃棄物に係る事業場についてはpH，  

BOD，COD，SS，n－ヘキサン抽出物質，カドミウム，  
シアン，鉛，六価クロム，ひ素，全水銀，アルキル水銀  

フェノール類，錮，亜鉛，全鉄，マンガン，全クロム，  

ふっ素で，窯業土石製品製造業についてはpH，SS，カ  

ドミウム，鉛，全クロムで，石油，石炭製造業について  

はpH，COD，SS，n－ヘキサン抽出物質，フェノール顆  

であった．以上の項目についてそれぞれ排水の処理前，  

処理後の値を分析測定した．一方，バナジウムに係る業  

事場ではpIl，バナジウムを，コバルトに係る事業場で  

ほpH，コバルトを，硫化物に係る事業場ではpH，硫  

化物をそれぞれ排水の処理後試料について分析した．な  

お，総分析検体数は72であった．  

表 53  工 場 排 水 調 査 結 果  

測 定 範 囲 排水基準  
調査件数  分 析 項 目  

最 小  最 大 不通率（％）   
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0．00  0．01  

鉛  0．0  1．4   

シ ア ン 0．00  3．82  

価 ク ロ ム 0．00  0．20  

全  水  銀 0．0000   0．0029 0  77  

アルキル水銀 0．0000   0．0000 0  3  

ひ  素 0．00  0．17  0  36  

機 り  

PCB  
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銅  0．0  9．6  

溶 解 性 鉄 0．0  

フェノ ー ル類 0．00  2．74  
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2
 
 

ふ  っ  素 0．2  0・4   0  

溶解性マンガン 0．1  0・6   0  

TOC  3．6  10380  

塩 素 イ オ ン35．5 19100  

アンモニア性窯素 0．5  205  

亜硝酸性窯素 0．18  15．0  

硝 酸 性 議 案 0．71  0．朗  

全  窯  素 0．3  223  

り ん酸イ オ ン 0．00  11．97  

全   り   ん 0．00  19．25  

pH以外の項目の単位：ppm  
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現地調査を行った．   

その結果，当該地区における汚染井戸は2箇所（隣接）  

あり，井戸から約40mはなれた位置に菓家のセントラル  

ヒーティング用重油タンクが設置されていた■ したがっ  

て汚染井戸とタンク申の重油を採取し，分析，同定用検  

体とした．まず油分計を用いて井水を調べた結果，かな  

り多量の油分の混入が認められた．したがって，井水か  

らの四塩化炭素抽出物（油分）と重油の両試料をガスク  

ロマトグラフ及び質量分析計により分析検討したところ，  

両試料それぞれのガスクロマトグラフのチャートパター  

ンは酷似しており，かつ両試料中の各成分積も同一であ  

ると認められた．以上の結果から，井水中の混入物は重  

油タンク申の重油と同種のものと判断された・  

16 有明炭鉱排水調査  

有明炭鉱の排水中にほう素が含有され，干拓地の稲  

作及び有明海ののり養殖への被害が危惧されることから  

県有明水産試験場及び環境整備局公害課とともに当炭鉱  

の排水を採水し，排水中のほう素を測定した．測定時期  

ほ昭和52年10月，12月および昭和㍊年3月の3回行っ  

た．その結果，排水中に4．3－10．6ppmのほう素が検出  

きれた．  

17 松くい虫防除薬割安全確認調査に伴う井戸水汚染  

調査   

県林務部緑化推進課は昭和52年5月下旬から6月中旬  

にかけて松くい虫防除対策として県北部地域にスミチオ  

ン空散を実施した．これに伴い，散布地域の井戸水の薬  

剤汚染の有無を知るために，当課に搬入された66検体に  

ついて分析を実施した．その結果，スミチオン分析値は  

すべて検出限界値（0．0000ppm）以下であった．  

18 苦津港底質調査   

士木部港湾課による若津港荷揚場周辺におけるしゅん  

せつ工事の実施にあたり，事前に海洋汚染防止法に基づ  

く埋立処分に対して底質申の有害物質をは握する必要が  

生じたため，昭和52年7月に当課に搬入された河口両岸  

の底質について，全水銀，アルキル水銀，カドミウム，  

鉛，有機りん，全クロム，ひ素，シアン及びPCBの分  

析を行った．またこれらの物質の溶出試験を実施した．  

19 福岡工業試験場建設地周辺の水質事前調査   

福岡工業試験場建設に伴って，同場排水の放流に閲し・  

民家，商店及び温泉旅館密集地域を貫流している放流計  

画水路の水の汚濁度について事前調査を実施した．測定  

時期は9月，10月及び昭和53年2月の3回で，排水流下  

水路約3km間に8採水点を設定し，pH，DO，BOD，  

COD，SS，全窒素及び全りんの項目について測定した．  

汚濁度は採水時期によってかなり変動が認められたが，  

最下流地点において汚淘度が高く，BOD14．1ppm（最  

高値）を示した．   

環境庁関係   

1環境測定分析統一精度管理調査   

環境軋定分析に従事する多数の分析機開が，環境汚染  

物質を含む共通試料を日常業務と同様の要韻で分析する  

ことによって得られた結果，並びに各機関で分析実施上  

使用した軋定機器及び標準溶液の使用条件あるいは前処  

理及び分離操作を含む測定分析の方法等について統計的  

な解析や評価を行うことにより，環境測定分析に関する  

信頼性の確保と精度の向上に必要な基礎資料を得ること  

を目的として本詣査は実施された．   

昭和52年8月20日から10月20日の間に，日本環境衛生  

センターから各機関に送付された同一標準試料（人工河  

川水，人工海水および人工工場排水）について分析を実  

施した・分析対象項目は各試料ともカドミウム，亜鉛，  

鉛，マンガン及びクロムであったが，それぞれの分析値  

について異常なものは認められなかった．   

一般依頼検査   

1水道原水及び給水の精密嶺重   

水道法で定められた精密検査の総件数ほ盟5件（官公  

庁依頼分：467件）であり，その内訳は原水262件，給  

水263件であった．それぞれの不適件数を調べたところ  

原水218件（不適率8a2％），給水59件（不適率22．4％）  

であった．   

項目別の不適件数及び総不適件数に対する割合を調べ  

ると表54に示すとおり原水及び給水ともに同じ憤向を示   

表 54 水道原水及び給水の項目別不通件数  

項目別不適件数  
不適件数   

総不適件数  項  目  

原水 給水  原水 給水  

孟諒姦忘讐薫1同時検出  
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し濁度，色度，鉄による不適が多く，飲料水質検査にお  

いて“外観’’が非常に重要な因子であることを示唆して  

いる．また金属成分のうち鉄以外ではマンガンによる不  

適が多く飲料適否検査（簡易検査）にマンガンの成分を  

加えるべきと思われた．   

なお原水についての水質基準値はないが，原水の清濁  

度及びその内容をは超することは浄化法の検討に対して  

参考となるため，給水の水質基準値を用いて項目別の適  

否判定を試みた．   

2 飲料適否検査（飲料水簡易検査）   

本年度実施した飲料適否検査件数は322件で不適件数  

は210件（65．2％）であった．検査件数は前年度に比べ  

70．4％の増加で，これは御笠川・部珂川流域下水道計画  

老司幹線の一部にあたる，竹下地区地下水の検査（172  

件）を行ったためであるなお，不適率は前年度（尉．5％）  

とほとんど変わらなかった．項目別不適件数及び総不適  

件数に対する割合は表55に示したとおりで外観異常，鉄  

過量による不適が多く認められた．   

表 55 飲料適否検査における項目別不適件数  

調査に参加した．分析法の検討では研一ニトロベンゼン  

スルホン酸ナトリウムを，環境調査では前記物質のほか  

♪－オクチルフェノール，トナフトール，2－ナフトール，  

ジイソプロピルナフタレン，1－フェニルー1－（3，4－キシリ  

ル）エタンの6物質を水質課とともに担当した．   

また研究業務では，けい光Ⅹ線分析法による産業廃棄  

物中の各種金属の定量，産業廃棄物申の法規制有害物質  

以外の各種金属の定量を実施した．前者はけい光Ⅹ線分  

析法を利用して汚でい，燃えがら申の各種金属の同時か  

つ迅速な定量法の検討であり，後者は末規制物質となっ  

ている各種金属についての実態調査であった．   

靡葉物関係   

1燃えがら，ばいじん等中の有害物質の分析   

廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令別表第1の  

施設から排出される燃えがら，ばいじん17検体について  

カドミウム，鉛，ひ素，水銀，クロムの分析試験，pH，  

含水率，熱灼減量の測定を実施した．その結果は表56に  

示すとおりであった．   

なお，No．1はカラー漂白廃液，No．6は水処理後の  

汚でい，No．16は廃タイヤの焼却によって生成した燃え  

がらであり，No．17は廃タイヤの焼却によって生成し  

たばいじんである．その他の燃えがら，ばいじんは廃プ  

ラスチック，廃油等の焼却によって生成したものである・   

騒音振動関係   

1黒木町生コンクリートエ囁騒音調査   

黒木町にある生コンクリート工場の騒音に対し，周辺  

住民から苦情が申し立てられたため環境整備局公害課の  

依頼により昭和52年4月11日実態調査を行った・調査結  

果の要約は次のとおりである・  

1）敷地境界繰上での騒音測定結果は73－77dB（A）  
で，当該地域の規制基準値（70dB（A）以下）を3－  

7dB（A）上回っていた．   

2）敷地境界線上におけるコンクリートプラントの各  
工程別騒音レベルは材料計皐時69dB（A），コンクリー  

項  
目 不適件数些×100  

孟憲表芸讐慧掴時検出  
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3 鉱泉分析   

本年度実施した鉱泉分析の内訳は，申分析3件，小分  

析7件であった，申分析の結果判明した泉質と数ほ，含  

重曹食塩泉1，単純温泉2であった・小分析の結果，1  

件は温泉法にいう温泉に該当し，他の6件は温泉に該当  

するとは認められなかった・  

［写警警≡ニ；芸芸芸警悪罵  dB（A），バイブレータ74  

ー76dB（A），ミキサp混練時69－71dB（A），生コン革  

への積込み時79一郎dB（A），生コン車のエンジン音防一  

67dB（A），セメント運搬革音（主にセメント圧送作業  

中のコンプレッサー音）72－77dB（A）であった・   

2 津屋崎橋々染工事のくい打ち作業に伴う騒音振動  

調査   

本調査は宗像郡津屋崎町の津屋崎橋々梁工事のくい打  

ち作業に伴う騒音振動を測定し，今後の防音防振対策の  

基礎資料とするため頻宗像土木事務所から県公害課を通  

じての依頼により行った．調査日は第1回目昭和52年6   

環 境 理 学 課  

昭和52年度に当課で行った主要業務は廃棄物関係では  

燃えがら，ばいじん等申の有害物質の分析，騒音振動関  

係では黒木町生コンクリート工場騒音調査，振動規制実  

態調査など11件であった．以上の業務のほか環境庁套託  

による化学物質環境調査分析法検討，化学物質環境追跡  
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表 58 燃 え が ら，ば い じ ん 等 の 分 析 結 果（ppm）  

No．   試 料 名  業   種  カドミウム  鉛  ひ   素  水   銀  6価クロム  

燃えがら  廃棄物処理  検出せず   

〝  プラスチック材  〝   

〝  ゴ ム 製 品  〝   

′′  化  〝  

ぱいじん  〝  〝  

検出せず  0．03  

′′  

〃  

′′  

′′  

〝  0．08  

′′  

′′  

検出せず  1．2  

検出せず  
〝  

〝  

〝  

検出せず  〝  

0．44  

検出せず  

〃  

〝  

検出せず  0．11  

検出せず  

検出せず  〝  

0．（旧15  測定不能  
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燃えがら  自  動  車  〝   

′′  ゴ ム 製 品  〝   

′′  即 席め ん頬  〝   

′′  医薬・化成品  〝   

〃  靴  〝   

〝  廃 棄才勿処理  〝  

ばいじん  〝  〝  

月7日，第2回目7月11日であった．使用したくい打機  

は振動くい打機（KM2－700E型，原動機の出力15KW  

起転機の腐心モーメント1720rpm），くいの種類は長さ  

4，6及び12mの鋼矢板であった．その測定結果を要約  

すると次のとおりである．  

1）くい打込み時の平均振動レベルは63dI！（くいから  

10m地点），60dB（同20m），46dB（同53m）及び45dB  

（同60．5m）であった．   

2）振動くい打機の騒音レベルは78dB（A）（くいか  

ら10m地点），71dB（A）（同30m）であった．   

3）くい打地点に最も近い民家（くいから約30m地点）  

において家屋振動を測定した結果，基礎部分で57dB，  

1臍52dB，2臍61dBであった．   

4）振動レベルの距離減衰に関する回帰式を最小二乗  

法により求めたところ，Ⅴ．L．＝－22．210g X＋84．9  

（ー＝－0．847，n＝42）〔Ⅴ．L．：振動レベル（dB），Ⅹ：く  

いからの距離（m）〕を得た．   

3 国道208号線バイパス交通唇音振動調査   

環境整備局公害課の依頼により昭和52年7月8日，9  

日に山門郡三橋町の国道208母線バイパス沿道において  

交通騒音振動の実態調査を行った．当該道魔は高架構造  

で民家の軒先をかすめた状態で走っており，上下各1車  

線で両側に歩道がある．路面状態は良好である．10分間  

当りの平均交通量は昼間小型車79台，大型車12台，夜間  

小型串13台，大型串3台であった．騒音測定は高架構造  

の道路端直下にある民家を中心に行い，振動測定は道路  

用地境界において行った．その結果を要約すると次のと  

おりである．  

1）騒音測定結果（中央値）は高架構造の道魔瑞垣下  

にある民家2階窓附近で50－60dB（A），道路端から約  

40m離れた住宅地附近で50－60dB（A）であった．   

2）道路用地境界における振動測定結果（LlO値）ほ  

40－44dBであった．   

3）道備用地境界におけるLlO値と大型車台数（10分  

間当り）Qとの間にLlO＝0．172Q＋40（ー＝0．723，n＝  

17）の関係式を得た．   

4 大木町鋳物工場における騒音調査   

環境整備局公害課の依頼により，昭和52年8月19日及  

び同年8月22日に大木町にある鋳物工場から発生する唇  

音の実態調査を行った．その結果を要約すると次のとお  

りである．  

1）騒音の主な発生源は，工場建屋内に設置されてい  

るタンブラー（定格出力2．25KW）及びキュポラーに付  

随する送風機（定格出力7．5KW）であり，同施設中心  

からおおよそ2m離れた地点での騒音レベルはそれぞれ  

108dB（A），82dB（A）であった．   

2）工場の敷地境界線上における騒音レベルは，朗一  

95dB（A）であり，すべての測定地点で当該地域の規制   
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1）騒音の主な発生源は，建屋内に設置されている帯  

のこ盤（定格出力11KW）であり，同施設の中心から  

2m離れた地点で患者レベルほ99dB（A）であった・   

2）敷地境界線上における騒音レベルは，80－93dB  

（A）であり，すべての測定地点で当該地域の規制基準  

値（65dB（A）以下）を上回っていた．   

3）苦情を申し出た隣接の製袋工場内における患者レ  

ベルは70－74dB（A）であった．   

6 振動規制実態欄査   

本調査は環境庁から県への委託事業で，振動規制の円  

滑適正な施行に資するため，道路交通，工場，建設作業  

の振動発生の現況及び振動に係る環境保全と都市計画等  

の関連等を調査するものであった．粛査内容ほ振動発生  

の現況調査及び規制実態調査からなっており，この内，  

当センターほ道路交通振動関係1箇所，工場振動関係却  

工場35施設の振動発生現況調査を出当した．各調査方法  

及び結果は次のとおりであった．   

6・1道路交通振動調査   

測定は僻和52年10月25日，訪日に国道201号線飯塚市  

八木山地区において行った．測定地点は道備に直交する  

直線上で道路の敷地境界線からOm，5m及び10mの3  

地点である．測定結果（Ll。値）はOm地点で30－38dB，  

5m地点で30－32dB，10m地点で30dBであった．   

6・2 工場振動調査   

粛査は関係市町の協力を得て，昭和52年7月から8月  

わたり実施した．測定地点は対象施設から直線上の5m，  

10m，20m及び工場数地境界線の4地点であった．測定  

方法等は特定工場等において発生する振動の規制に閲す  

表 56  燃えがら，ばいじん等の分析結果（ppm）  
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基準値（00dB（A）以下）を上回っていた．   

3）エ場附近の民家前における騒音レベルは，65－  

74dB（A）であった．   

5 那珂川町製材所における騒音憫査   

環境整備局公害課の依頼により，昭和52年9月9日に  

那珂川町にある製材所から発生する騒音の実態調査を行  

った．その結果を要約すると次のとおりである．  

表 57  各 施 設 の 振 動 レ ベ ル（単位：dB）  
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サンプル故1の施設を除く   
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る基準（昭和51年環境庁告示第90号）に定められたところ  

によった．測定結果を表57に示す．この表に示したよう  

に，各施設とも施設能力，作業条件等によってかなり値  

に変動がみられる．施設から5m地点のパワー平均値で  

みると機械プレス，コンクリートブロックマシン，せん  

断機，チッパーが60dB以上の値を示し，今回調査した  

施設のなかでは大きい振動を発生する施設であった・ま  

た，工場数地境界線における振動レベルは55dB以下の  

工場が21工場（調査工場の73％），粥－00dBが5工場（同  

17％），61dB以上が3工場（同10％）であった．   

7 吉富町における在来線鉄道騒音振動隅査   

環境整備局公害課の依頼により，昭和52年12月1日に  

国鉄日豊本線の三毛門駅一中津駅区間の吉富町沿線にお  

いて在来線鉄道騒音振動の実態調査を行った・その結果  

を要約すると次のとおりである・   

1）騒音については，各測定地点における全列車（特  

急，急行，快速，普通及び貨物）のパワー平均値は89－  

97dB（A）であった．また，各列車の通過時に発生する  

騒音レベルの周波数分析結果によると，列車の種類とは  

無関係におおよそ同様な周波数特性を有しており，特に  

500Hzにおいて最大レベルを記録した．   

2）撮動については，53－69dBであり，すべての列串  

のパワー平均値は鯛dBであった・   

3）列車の通過速度は朗－100Km／hで，平均速度は  

78Km／hであった．   

8 直方市減麿合金工場の騒音調査   

環境整備局公害課の依頼により，昭和52年12月13日に  

直方市にある減磨合金工場から発生する騒音の実態調査  

を行った．その結果を要約すると次のとおりである．  

1）騒音の主な発生源は，工場建屋内に設置されてい  

る重油バーナ（60J／h）であり，同施設の中心から1m  

離れた地点で騒音レベルは90dB（A）であった．   

2）騒音源である重油バーナの燃焼時に発生する騒音  

レベルの周波数分析結果によると，燃焼音は低周波成分  

を多く含み，鮎Hzで最大レベル94dB（C）を記録した   

3）工場の敷地境界線上における騒音レベルは55－  

71dB（A）であり，すべての測定地点で当該地域の規  

制基準値（50dB（A）以下）を上回っていた・   

4）苦情を申し出た隣接の民家前での騒音レベルは  

65dB（A）であった．   

9 くい打ち作業に伴う騒音振動調査及び国道10号線  

の交通騒音振動調査   

本調査は京都都苅田町の県道新津一与原線の建設現場  

において，今後の防音防振対策の基礎資料とするため，  

県行橋土木事務所から県公害課を通じての依頼により，  

くい打ち作業に伴う騒音振動の測定を行った．また，本  

道路開通後の沿道における交通騒音振動を予測するた  

め，交通条件がほぼ同じと考えられる近くの国道10号線  

において交通騒音振動を軋定した．   

9・1くい打ち作業に伴う騒音振動調査   

使用したくい打機はディーゼルハンマーで，ラム重量  

2．2トン，くいの種類は鋼管杭で長さ11m，喧径500mm  

である．打ち込み方法は深さ10mまでアースオーガ掘り  

で，残り1mをくい打機で打ち込むものである．測定結  

果は次のとおりである．   

1）くい打込み時の騒音レベルはくいから約20m地  

点で95－97dB（A）であった．   

2）くい打込み時の振動レベルはくいから10m地点  

で58N60dB，17m地点（敷地境界線）で53－55dB，20m  

地点で52－54dBであった．   

3）振動レベルの距離減衰に関する回帰式を最小二乗  

法により求めたところ，Ⅴ．L．＝－22．510g X＋81．8  

（ー＝－0．95，n＝6）〔Ⅴ．L．：振動レベル，Ⅹ：くいから  

の距離（m）〕を得た．   

9・2 国道10母線の交通騒音振動調査   

京都郡苅田町の国道10号線沿道において昭和52年12月  

19日，20日に行った・同時に大型串走行に伴う地盤振動  

の距離減衰を調べるために，道路端からOm，5m及び  

10mの3地点で大型車通過時のピーク値を同時測定し  

た・測定結果は次のとおりである．   

1）交通騒音測定結果（中央値）は昼間74－75dB（A），  

平均74dB（A），朝・夕69－75dB（A），平均72dB（A），  

夜間60－68dB（A），平均64dB（A）であった．   

2）交通振動測定結果（LlO値）は昼間56－61dB，平  

均59dB，夜間49－59dB，平均57dBであった．   

3）大型串通過時の振動レベルのピーク値は道路瑞で  

64－75dB，平均69dB，5m地点で56－65dB，平均62dB，  

10m地点で54－66dB，平均60dBであった．   

4）今回の測定結果に基づき，日本音響学会挺案の道  

路交通騒音予測式から求めた予測値と実測値との対応を  

調べたところ，交通量の少ない時間帯を除いてはよく一  

致していた．  

10 ダンプトラック走行に伴う交通騒音振動調査   

太宰府町内にある住宅団地内道路を埋立造成工事用ダ  

ンプトラックが通過するため，団地住民からその巌昔，  

振動等に対し苦情，陳情書等が再三町役場に出された．  

本調査はその実態をは逢し，今後の対策資料とするため  

太宰府町役場から県公害課を通じての依頼により昭和52  

年12月22日に待った．   

測定はダンプトラック通過道路のうち，候斜道路区間   
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係10件（一般9件，行政1件）があった．各業務の概要  

ほ以下のとおりである．   

環 境 関 係   

1環境指標の森の植物学的調査   

福岡県環境保全に関する条例に基づいて，県環境整備  

局が昭和52年慶事業として当所に依頼した環境指標の森  

9林分（昭和49年度指定，同年第］．回目調査）の第2回  

目の調査を行った．調査項目と調査及び評価の方法は昭  

和49年度の場合とほぼ同様であったが，狭域周囲植生人  

為度評価の場合の植生区分に対する評点を改変した．ク  

ロロフィル調査は昭和49年度の第1回目の調査では，林  

床植物として多くの林分に共通なべニシダの葉のクロロ  

フィル量の測定を行ったが，上層木の影響などのため林  

分に対する環境影響の評価には適切でないと考えられた  

ので，昭和50年度以降の調査では高木・亜高木層の樹木  

を測定の対象としてきた．今回は全林分に共通なクスノ  

キを主とし，昭和50，51年度の他の林分での測定値との  

比較も考えて，スダシイ，コジイ，イチイガシを加え，  

各杯分ト3踵について測定した．また，着生植物調査  

では昭和51年度の調査方法に改め，各環境指療の森の周  

辺に残存する神社境内などの樹木上のものまで調査範囲  

に含めた．調査林分の所在地と植生は表58のとおりで，  

昭和49及び51年度のこの年報に示したものとほとんど同  

じであるが，岡垣のコジイークロバイ群集に相当する林  

分は道路工事により破壊されたので今回は除いた．   

表 58  昭和52年度調査した環境指標の森とその植生  

である五条団地と，平坦区間である東ヶ丘団地の2箇所  

において行った．なお1時間当りの交通量は工事用ダン  

プトラック12－50台，一般車両120－212台であった．その  

卸定結果を要約すると次のとおりである．   

1）道路に面した民家前における騒音測定結果（中央  

値）は五条団地では48－58dB（A），平均53dB（A），  

東ヶ丘団地では41－52dB（A），平均47dB（A）で，い  

ずれも道路交通騒音に係る要請基準（70dB（A））以下  

であった．   

2）道路端における道路交通振動の測定結果（LlO値）  

は五条団地で45dB，東ヶ丘団地で45－48dBで，いずれ  

も道路交通振動に係る要請基準（65dB）以下であった．   

3）ダンプトラック通過時の振動レベルのピーク値は  

道路端で60dB，5m地点で54dB，10m地点で52dB  

（いずれもパワー平均値）であった，  

11水巻町金属加エエ囁の唇音調査   

環境整備局公害課の依頼により，昭和53年1月10日に  

水巻町にある金属加工工場から発生する騒音の実態調査  

を行った．その結果を要約すると次のとおりである．  

1）工場建屋内には，大小含めて13台の機械プレスと  

1台のせん断機が設置されているが，そのなかで100ト  

ンプレスの稼動時に発生する騒音に苦情が集中しており，  

同施設の中心から2m離れた地点における騒音レベルは  

106dB（A）であった．   

2）100トンプレス騒音の周波数分析結果によると，  

高周波成分を多く含み，1KHzで最大レベル103dB（C）  

を記録した．   

3）工場の敷地境界線上における騒音レベルは 78－  

90dB（A）であり，すべての測定地点で当該地域の規制  

基準値〔60dB（A）以下〕を上回っていた．   

4）苦情を申し出た工場隣接の民家前では騒音レベル  

は69dB（A）であった．  

略称 所   在   地 植  生  

春日 春日市・春日神社  

夜須 夜須町・中津屋神社  

岡垣 岡垣町・成田不動寺  

朝倉 朝倉町・恵蘇八幡宮  

垣生 中間市・垣生公園  

添田 添田町・須佐神社  

浮羽 浮羽町・賀茂神社  

豊津 豊津町・小笠原神社  

三橋 三橋町・三柱 神社  

ミミスパイースダシイ群集  

イチイガシ群集  

ハクサンボクーマテバシイ群集  

コジイークロバイ群集  

スダシイーヤプコウジ群集  

コジイークロバイ群集  

イチイガシ群集  

アカマツーヤマツツジ群集  

クスノキークロガネモチ群落   

環 境 生 物 課  

昭和52年度には，当課の主要業務として，福岡県環境  

保全に関する条例に基づく‘‘環境指標の森”の植物学的  

調査及び昭和50年度以来継続実施中の“微量汚染物質の  

生物に与える影響の解明に関する研究”に加え，福岡県  

林務部の依頼により，松くい虫特別防除に伴う薬剤防除  

安全確認調査の一部を本年度から実施した．そのほかに，  

環境汚染指標植物に関する研究の規模を拡大する一方，  

環境汚染の生物測定に関する研究にも着手した．生物同  

定依頼検査は環境関係は該当検査がなかったが，衛生閑  

1・1植生関係及び環境・人為関係の評価   

各林分の植生自然度，周囲植生人為度，樹勢度，人為  

影響度のそれぞれの評価値と綜合評価の結果を，昭和49  

年度の第1回目の結果とともに表59，60に示した■  

1）植生自然度：高木・亜高木層の自然度指数は岡垣，  

垣生以外の林分では今回のほうが前回の値より高く，特  

に朝倉でその差が大きかった．低木・草本層の指数も夜  

須・垣生を除き前回の値より高かったが，添田，豊津，   
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三橋でその差が大きかった（三橋の場合は調査区の一部  

変更による）．   

2）周囲植生人為度：狭域周囲植生人為度の評価にあ  

たって，各植生区分に対する評点を第1回調査の場合よ  

り大きくしたため，すべての林分について評価指数が前  

回より高くなり，評価結果もかなり変った．広域周囲植  

生人為度は，いずれの林分でも周囲3km以内の植生に  

あまり変化がなかったので，今回は再評価はしなかった・   

3）樹勢度：春日，添田，垣生では前回の評価結果と  
大差なかったが，夜須，朝倉，岡垣，豊津では今回の評  

表 59  植  生  閑   

価がよくなり，逆に浮羽，三橋では意くなった．  

4）人為影響度：前回調査の場合には昭和49年度に指   

定された9林分について相対評価したが，今回は昭和48   

一班年度指定の30林分について相対評価したため評価値   

がかなり変り，春日，垣生，三橋以外の評価は前回より   

悪くなった．  

5）結合評価：植生関係の結合評価値ほ前回の結果と   

大差なく，垣生の噸位がやや下った．環境・人為関係の   

評価値は，狭域周囲植生人為度の評価法を改めたため全   

体的に今回の値が大きくなったが，相対的な関係は前回   

係  の  評  価  値  

樹  勢  度  綜 合 評 価  

（Ⅴ）  （t＋u＋100－Ⅴ）  

項   目  植  生  自  然  度  
調  

査  高木・亜高木層（t）  低木・草本層（u）  

林分  度  49  52  49  52  49  52  49  52  

78（2） 鮒（1）  

93（1） 20（7）  

46（5） 59（5）  

65（4） 71（3）  

槌（3） 62（4）  

33（6） 57（6）  

14（9） 18（9）  

17（7） 38（7）  

15（8） 35（8）  

3（1）  2（2） 265（1）  

14（7） 14（7） 251（2）  

6（4） 1（1） 227（4）  

19（6） 12（5） 213（5）  

20（7） 14（7）  239（3）  

13（5） 11（4） 1糾（6）  

5（2） 12（5） 181（7）  

5（2）  2（2） 156（β）  

20（7） 26（9） 151（9）  

日 90（1） 95（1）  

須 78（4） 86（3）  

垣 87（2） 糾（4）  

倉 67（6） 鮒（2）  

生 79（3） 72（7）  

田 朗（7） 76（6）  

羽 72（5） 79（5）  

津 一拍（9） 47（9）  

席 部（8） 朗（8）  

282（1）  

256（2）  

242（3）  

飢1（4）  

220（5 

217（6）  

185（7）  

173（8）  

183（9）  

専
攻
岡
朝
垣
添
浮
皇
三
 
 
評価値のとりう  
る  範  囲  

良否と評価値の  
大  小   

0－100  0－100  0－100  0－300   

大きいほどよい  大きいほどよい  小さいほどよい  大きいほどよい  

（）内の数字はよいほうからの順位  

表 60  環■境・人 為 影 響 関 係 の 評 価 値  

日  周 囲 植 生 人 為 度  

度
 
 
 

年
分
 
 

査
 
 

項
調
 
 
 
林
 
 

人 為 影 響 度  結 合 評 価  

（h）  （n＋b＋h）  
広   域   

（b）  

52  49・52  49  52  49  52  

17（1）  7（1）   95（3） 100（2）  

36（3）  47（4）   71（2） 105（3）  

19（2）  46（3）   55（1）   鋸（1）  

45（6）  73（5）   97（4） 128（5）  

36（3）  33（2）   97（4） 1（裕（4）  

76（8）   100（8） 122（8） 171（8）  
糾（7）  93（7） 124（8） 165（7）  
43（5）  73（5） 108（6） 1位（6）  

（3）  55（9）  

（3）   19（2）  

（1）   17（1）  

（2）   24（5）  

（5）   29（7）  

（6）  25（6）  

（7）  20（3）  

（9）   22（4）  

日  23（4）  39  

頒 16（1）  39  

垣 19（2）   21  

倉  認（5）   31  

生  32（6）   一拍  

田  21（3）   46  

羽  40（7）  52  

津  43（8）  67  

楕  48（9）  61  

春
夜
岡
朝
垣
添
浮
豊
三
 
 

（8）   36（8）   98（9）   100（8） 182（9） 197（9）  

評価値のとり  
う る 範 囲  

良否と評価値  
の 大 小  

0－100  0－100   

小さいほどよい  ′トさいほどよい  

0－300  0－100   

小さいほどよい  ′J、さいほどよい   

（）内の故事はよいほうからの服位  



ー47 一   

義61の右半に各林分及び周辺地域で，出現種数と，Le  

Blanc及びDe Slover綿のIAP（大気清浄度指数）の  

最高値を示した群落について，それぞれの樹種，種数，  

IAPを示した．これらの数値をみると，垣生を除いて  

異常に低い値はみられず，昭和50，51年度の他の林分で  

の値などから考えて，特に大気環境について問題ほない  

と判断された．垣生の場合だけほ指定林分及びその南西  

1．1Kmの貴船神社，西方約1Ⅹmの月瀬神社附近でも  

着生植物群落の発達が悪く今回の調査からはこの地域が  

大気汚染について閲歴がないという証拠は得られなかっ  

た．しかし，泉田・佐伯榊＊による仙台市周辺の調査結  

果から，亜硫酸ガス濃度年平均0．0柑ppm以上の地域  

では出現しなかった種類とされているウメノキゴケが垣  

生公園でかなり高い被度でみられたことから，この地域  

の大気汚染レベルが極端に高いとは考えられない・   

2 松くい虫薬剤防除安全確常闇査   

県林務部の依頼により松くい虫防除のためのスミチオ  

ン空散が散布地域の生物群集に及ばす影響調査の一部と  

して，薬剤散布地域の水生動・植物及び中型・大型土褒  

動物の薬剤散布前後の調査を当課で実施した・・調査法は  

すべて林野庁の指定した方法を用いた・水生動物に関す  

る調査のうち，魚類の休内に取り込まれた薬剤の分析・  

定量は保健科学部衛生化学誅が分担した・試験地は県下  

とほとんど変らなかった．これらの結果を30個所の環境  

相標の森全体を通じてみると，春日の植生関係の綜合評  

価値は最もよく，夜須，岡垣，朝倉，塩生とともに植生  

及び環境・人為関係とも平均よりよく評価された．添田  

は植生関係は平均よりやや高かったが，環境・人為関係  

ほ平均以下の評価値を示した．豊津，浮羽，三橋は両評  

価とも平均以下で，特に三橋はよくなかった．   

1・2 クロロフィル調査   

測定結果は表61の左半に示した．スダシイ，イチイガ  

シの測定値は各林分とも，桐田・穂積＊の水俣の照葉樹  

林での測定値や，昭和50，51年度の他の環境指標の森の  

測定値と比較して特に異常な値とは認められなかった．  

クスノキの測定値は多くの林分でスダシイ，コジイ，イ  

チイガンの値よりも高かったが，豊津と三橋のクスノキ  

の値は他の林分のクスノキの値に比較してやや低かった．   

1・3 着生植物調査   

着生蘇苔地衣群落が大気汚染の指標として有効である  

ことが多くの研究者によって指摘されている．よく発達  

した着生植物群落の存在はその地域の大気の清浄さの指  

梼となるが，発達の貧弱さや欠如は必ずしも大気汚染に  

よるとは限らないので，各項墳指標の森ないしはその周  

辺で調査した着生植物群落のうち最もよく発達したもの  

を選んでそれぞれの地域の大気環境判断の一助とした．  

表 61 葉のクロロフィル量及び着生植物部落の種数とIAP  

クロロフィル畳（mg／100cnり  着   生   植   物  

数
 
 
 

種
 
 

種
 
 

樹
 
 

8  b  且＋b  

春
 
 
確
 
岡
 
朝
 
 

シ
ノ
 
 

ダ
ス
 
 

4．66±0．12   1．63±0．朋＝  
4．92士0．08  1．74士0．05  
4．71±0．58   1．50士0．15  

545±0．23   2．16±0．09  
5．舗±0．14   1．92士0．04  

5．02±0．39   1．44士0．20  
5．71±0．21  1．76±0．10  

4．22±0．20   1．47±0．09  
4．01±0．36   1．38士0．11  
5．31±0．65   1．86±0．22  

3．97±0．17   1．31±0．：弘  
4．70±0．26   1．55±0．08  

3．82±0．35   1．封±0．07  
5．92±0．39   2．（裕±0．26  

5．12±0．22   1．68士0．06  
4．99士0．33   1．70±0．07  

3．63士0．29  1．25±0．23  

3．55±0．10   1．17士0．06  

4
3
 
1
 
1
 
 

キ
キ
 
 

6．28士0．18  
6．66士0．10  
6．21士0．72  

7．61士0．09  
7．82士0．16  

6．46士0．58  
7．47±0．29  

6．10土0．78  
5．39±0．46  
7．17±0．86  

5．28士0．49  
6．26±0．31  

5．16士0．41  
7．98±0．18  

6．80±0．19  
6．70士0．30  

4．88±0．31  

4．72±0．15  

13．2  
15．2  

ス
タ
イ
 
 

ユ
 
 
 
ノ
 
 

ノ
ノ
 
カ
ノ
 
ノ
マ
 
ノ
 
 

ヽ
 
ス
ス
 
′
ク
ス
ス
 
 

ロ
 
 

ク
ク
 
 
イ
ム
 
ク
オ
 
ク
 
 

ガ
 
 

イ
 
 

チ
 
 

須  ス ダ シ イ  
ク ス ノ キ  

垣  コ  ジ イ  
ク ス ノ キ  

倉  コ  ジ  イ  
ク ス ノ キ  
イ チイ ガシ  

0
5
 
5
2
 
2
 
1
 
 
 
 
 
1
 
1
 
 
1
 
 

ア
キ
 
キ
キ
 
キ
 
 

7
q
）
 
5
1
 
3
 
 

2
3
 
4
5
 
6
 
1
1
 
1
1
 
1
 
 

垣  生  ス タ シ イ  
ク ス ノ キ  

ソメイヨシノ  
ソメイヨシノ  

ク ス ノ キ  

ク ス ノ キ  

2．9  
3．5  

24．4  

15．4  

7．2  
12．1  

13．8  

3
2
 
3
 
 
 
6
 
 

2
 
 
 
 
1
 
 

添  田  ジ  イ  コ  
ク  ス

 
 

ノ  

浮  羽  ク ス ノ キ  
イ チイ ガシ  

豊  津  ク ス ノ キ  

橋  ク ス ノ キ  

9
8
 
1
 
 

1
 
 

ツ
キ
 
キ
 
 
 

マ
ノ
 
ノ
 
 
 

カ
ス
 
ス
 
 
 

ア
ク
 
ク
 
 着生植物の欄には、各環境指標の森及びその周辺の残存林や神社境内などでえられた、積数及びIAPの最高値を示した  

樹木についての積数とIAPを示した．   

■綱田博充・増額和夫：照葉蘭林の生物生産に関する研究，昭和43年嵐JIBP－PT一水俣特別研究地域，（細川陸英編）．137p．（pp．16－35）．1脚．  

叫F．LeBlane＆J．De Slo▼er：Cβ軋′β〃fり18，1485－1496，1釘0．  

＊■＊泉田三郎・佐伯守人：第33回日本公衆備彗学会謂演集，」14，1y74．   
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遠賀都岡塩町の矢矧川河口周辺の国有林（クロマツ林）  

内で，昭和52年5月28日から同年7月20日にわたる期間，  

林内に散布区，無散布区を設定し，この間に2回実施さ  

れたスミチオン空散の前後にその影響を上記生物群集に  

ついて調査した．   

薬剤散布：ヘリコプター2機（KH4型及びJ2A型）  

によりスミチオン50％乳剤の25倍液（2％液）が90J／b  

の割り合いで散布された．第二L回散布は昭和52年6月3  

日，第2回散布は同年6月19日．   

調査成績は以下に要約したとおりであったが，本調査  

のために指定された地域は矢矧川の河口周辺であったた  

め，水域ほ汽水であり，潮汐の影響が著しく，かつ，農  

業用水門の開閉によって水城環境が激変し，水生動・植  

物に及ばした薬剤の影響を抽出することが大変困難であ  

った．   

2・1中型土壌動物   

薬剤散布直後には急激な変化は全くみられなかったが，  

2回の薬剤散布ののち，日数経過とともに表層性粘菅日  

昆虫の2，3の種は減少憤向を示したのに対し，下部土  

壌生活性粘管目昆虫の1種は減少傾向を示さなかった．  

しかし，これらの現象が薬剤散布の影響であったかどう  

か本調査だけでは断定しがたく，明らかに薬剤散布と関  

連づけられるような種構成，個体群密度の変動は抽出で  

きなかった．   

2・2 大型土壌動物   

薬剤散布直後には該当動物群の種類構成，個体群密度  

に薬剤散布の影響と認められるどのような変化も指摘で  

きなかったが2回の薬剤散布30日後の調査では唇脚綱及  

び倍脚綱の数種動物に個体数の著しい減少が認められた．  

しかし本調査の範囲でほ，このことがこれら動物の個体  

群が2回の薬剤散布により打撃を受けたことを意味する  

かどうか断定できない．   

2・3 魚 寮   

薬剤散布地域の河川でいけす飼育した供試魚（フナ）  

には，明らかに薬剤散布の影響と判断されるような薬剤  

散布後の大量死はなかったが，10cm以下の小型供試魚  

では少数ではあったが原因不明の死亡例が薬剤散布後に  

発生した．供試魚体の薬剤分析では，薬剤散布後，魚体  

の薬剤濃度は顕著に増加，半日－1日後に最高に遷し，  

5－7日後にほ散布前の値に復した．魚体の薬剤濃度の  

最高は1．5ppmであったが，この値は供試魚の急性中毒  

死亡を示唆するほどの値でほないと判断された．   

2■4 水生昆虫   

第1回薬剤散布に伴う調査では，環形動物多毛賛が若  

干採集されただけで水生昆虫類は採集されなかった．ま  

た第2回薬剤散布に伴う調査では，水門の閉鎖による河  

川の湛水により調査不能となった．   

試験区が汽水域であるため，調査地点周辺の水生昆虫  

相はきわめて貧弱であった．水生昆虫としては，時とし  

て上流から流下するユスリカ類の幼虫を認めたが，他の  

水生昆虫類はサーバーネットにはほとんど捕獲されず，  

同地点における水生昆虫の調査は実施不能であった．   

2・5 浮遊性甲殻類（触脚類，境脚類，且形類）   

第1回薬剤散布2日後の調査で椀脚類の個体数の減少  

が見られ，また第2回薬剤散布2日後の調査では，横風類  

幼生（ノープリウス）の個体数が激減した．なお，境脚類  

幼生の個体数は薬剤散布31日後の調査では再び顕著に増  

加していた．対象動物群の構成は薬剤散布とは関係なく，  

調査期間中水門の開閉によって明らかな変動を示した・   

2・6 水生植物   

第1回，葦2回薬剤散布ともに2日後の調査において  

藻類（緑藻，藍藻）のクロロフィル量ほ減少し，薬剤散  

布30日後の調査では再び増加していることから薬剤散布  

の影響があったように思われるが，植物体内のクロロフ  

ィル量はさまぎまな要因で非常に変動しやすいから，調  

査期間中洪水，水門の開閉，潮汐の周期的変動によって  

水域環境が激変を繰り返したことを考慮すると得られた  

成績が薬剤散布の影響をあらわすと断定することは困難  

であった．   

3 微量環境汚染物質の生物に与える影響の解明に関  

する研究   

棟記課題に関する研究は，国立機関公害防止等試験研  

究として国立予防衛生研究所衛生昆虫部が実施している  

研究の一部に閲し，昭和50年度以降同所から研究協力を  

依頼されているものである．協力依頼項目ほ年度ごとに  

変更があり，当年度は下記課題のうち，“昆虫の重金属  

、取り込みと蓄積に関する研究”だけが協力研究課題であ  

った．他は関連研究として，当所独自企画により前年度  

に引き続き実施したものである．以下3魔の諷査のそれ  

ぞれば‘環境汚染物貢が昆虫に及ぼす影響に関する研究，，  

の個体，個体群，群集の各レベルにおけるアプローチで  

ある．なお，これらの調査における環境汚染物質の分析，  

定量は共同研究として次の各課が分担した．昆虫及び土  

壌の重金属濃度→疫学課，クスノキの葉のいおう濃度→  

大気課，土壌のベンゾ（a）ビレン濃度→管理課中央分析  

室．   

3・1昆虫の重金属取り込みと蓄積に関する研究   

前年度の調査において，カドミウム汚染地でほA閻一  

別αJα属2種の成虫体内のカドミウム濃度が対照地に比  

較し著しく高いことがわかった（本報p．54参照）．しか  

し，環境汚染地における昆虫の汚染物質の取り込み，蓄  

積の度合ほ昆虫の種の生理的特性に加え，その生活形態   
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〟αSp．）の幼虫が，大気汚染の激しい所ほど多いという  

結果を得た．当年度は上述の結果が普遍的なものか，ま  

た大気汚染の程度によってこの蛾の生存率，天敵（主に  

寄生蜂）の作用に差があるかどうかを調査した．調査地  

点は前年度調査した汚染地帯円の4箇所のうち，3箇所  

（延命公園，笹林公園，烏塚公園）と特に汚染の少ない地  

帯（倉永小学校）の計4箇所とした．検体採取法，資料  

の整理法は前年度と同じであった．   

全集当りの蛾の幼虫の寄生率は，汚染地帯内の3箇所  

の平均値で8．38％，特に汚染の少ない地帯では0．61％で  

前年度の結果と同じ傾向を示した．生存率は汚染地帯で  

5．98％，特に汚染の少ない地帯で0％であり，いずれの  

地帯でも死亡の大部分は幼虫期にみられた．天敵（寄生  

蜂）の蛾幼虫期における寄生率は，汚染地帯では22．89％，  

特に汚染の少ない地帯では26．67％と後者が多少高かっ  

た．以上のことから汚染地帯で蛾の寄生率が高いのは生  

存率が高いためであるように思われた，その原因を前年  

調査では“寄生蜂の作用の相違”と推論した．しかし，  

今回の調査では寄生蜂の作用は大気汚染地帯と特に汚染  

の少ない地帯との間で大差はなかった．したがって，こ  

の間題には天敵以外の要因が寄与しているらしいと考え  

られる．   

3・3 工場周辺の粘管目群集に及ぼす環境汚染物質の  

影響   

前年度までの調査の結果，大牟田市内の工場周辺にお  

ける粘管目（Collembola）の出現種類数，個体数は対照  

地に比べ少ないことがわかった．このことから粘管目の  

棲息状況と環境汚染物質との間にある程度の関係がある  

ように思われたので，各調査地点において土壌中の重金  

属濃度，ベンゾ（a）ビレン濃度を測定し，得られた測定  

値と地点ごとの粘管目の棲息状況との関連を検討した．  

その結果，土壌中の汚染物質濃度が高いはど粘管目の個  

体数は減少していることがわかった（図2，3）．特にベ  

に依存するはずであり，特に後者に関する情報を集積す  

ることは汚染物質の自然生態系循環ないし生態系汚染進  

行の経過を明らかにするうえで環境保全に関する科学的  

基礎資料として重要であると考えられる．このような意  

図から，前年度調査したコガネムシ類とは全く食性を異  

にする鱗週目のオオミノガClaniavariqaia Snellen  

の越冬幼虫666個体（別サンプル）をカドミウム汚染地  

として知られる0市各所の9種宿主植物から，同幼虫409  

個体（19サンプル）を対照地域紫郎D町）2個所の6  

種宿主植物から採取し，性別，宿主植物別，場所別に別  

サンプルとして，カドミウム（Cd），鉛（Pb），銅（Cu），  

亜鉛（Zn）の濃度を虫体の漠硝腰及び過塩素顧分解によ  

る原子吸光法によって測定し，その成績を0市とD町の  

間で比較した（表彪）．以上の調査により，オオミノガ  

越冬幼虫の重金属（とくにCd）含有濃度に関して次の  

所見を得た．  

表 62 カドミウム汚染地と対照地において2種  

宿主植物から得たオオミノガ幼虫のカド  

ミウム濃度の比較（ppm／乾重）  

汚 染 地  対 照 地  
宿主植物 性別 0市K－F地区  筑紫郡D町  

被検数 Cd濃度 被検数 Cd濃度  

桜の一種 絹 …潤  

カ キ 一言 柑  

0．37±0．12 1錮 0．10  
0．08士0．00 1位刀 0．08  

0・81士0．17 2¢カ 0．08±0．01  
0・05  1（11）0．鋸  

注：（）内は個体数   

1）宿主植物の種類，汚染地，対照地の相違にかかわ  

らず，舌よりも♀の万が高い値を示す．   

2）宿主植物が異なると値に大きな差があり，その差  

は同一樹種からのサンプルにおける汚染地と対照地との  

間の差よりも大きいことがある．被検サンプルのうち，  

最高値（1．14ppm）を示したサンプルはイスノキβね丹・  

lium YaCCmOSum Sieb．etZucc．から得られた．   

3）宿主植物の樹種が同じでも，地点が異なると値は  

また大きく異なる．   

4）Cd汚染地においても，A卯桝αJβ属の甲虫にみら  

れたほどにはその値は高くなく，また宿主植物の相違及  

び採取地点ごとの変動によって，全体的には汚染地と対  

照地との間の差は明らかでなかったが，0市でもCd土  

壊汚染の高いK－F地区と対照地との間で，同種宿主植  

物から得られたサンプルについて測定値を比較すると，  

桜の一種アr研〟5Sp．からのサンプルでは，両地域間で  

3．7倍，カキ劫恒如仰い批南Tllunb．からのサンプル  

では8倍の差があった．   

3・2 大気汚染とクスノキの潜葉蛾の分布状況   

前年度の調査において，クスノキの潜葉峨（CαJ（坤払  
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図 3  

被害の大小とオキシダント値の大小とは必ずしもよく一  

致はしなかった．   

なお，小郡局の北西約13km地点にある当センターに  

同時に設置したスカーレットオハラでも，小郡局での被  

害発生によく対応して被害が発生した．また，スカーレ  

ットオハラよりオキシダントに対する感受性が劣るとい  

われている一般家庭に多く栽培されているアサガオの雑  

品種についての観察でも， 7－8月申に県内のかなり広  

い範囲にわたり同様な被害の発生がみられ，これらの地  

域でもオキシダント値が少くとも前記の被害発生限界値  

以上に達した可能性があると考えられた．   

4・2 辞苔頚の大気汚染指標   

野外における着生辞苔地衣類の生育状態が大気汚染の  

状態をどのように指標するかを検討するために，昭和52  

年12月に稼動しはじめた豊前火力発電所の設置に伴う環  

境保全協定に基づいて自然保護関係の植生調査が既に行  

われている地域内で，火力発電所稼動前の着生植物群落  

の調査を行った．   

発電所が設置される豊前市宇島を中心とし半径13h以  

内の地域に着生植物群落がよく発達している24地点を選  

び継続調査地とし，各調査地で着生植物群落が最もよく  

発達している1－3本の樹木及び幹の方向を選び，地上  

2m以下に0．5×2Ⅰ正の方形区を設置し着生植物群落の  

種類組成を調査した．   

各方形区における発電所稼動前の着生植物群落の状態  

を写真と組成表の形で把撞できた．結果を概括すれば，  

樹種別方形区数はクスノキ8，イチョウ7，イチイガシ  

3，クロマツ，ムクノキそれぞれ2，ケヤキ，ニセアカ  

シア，コジイ，アラカシ，シラカシ，タブ，ソメイヨシ  

ノ，ハゼノキそれぞれ1となり，方形区当りの出現種数  

は4－16（平均9．6），30方形区全体の出現総理数ほ蘇類  

23，苔類14，地衣類16，合計53で，方形区の全植被率は   

ンゾ（a）ビレン濃度が0．4ppm以上のところでは鈍重  

上部生活者はほとんど出現していない（図3）・これらの  

結果から，宝金屑の他にペンゾ（a）ビレンによって指梼  

されるような汚染物質群は土壌動物に影響を及ばす土壌  

汚染の要因らしいことが示唆された・   

4 環境汚染指標植物に関する研究   

4・1アサガオの光化学オキシダント汚染指標   

昭和49－51年の3年間，全国都道府県・読完新聞社主  

催，全国中学校理科教育研究会・環境庁・文部省・農林  

省・自治省後援のもとに‘‘アサガオによる光化学スモッ  

グ観察調査”が実施され，その結果スカーレットオハラ  

（アサガオの一品種）の被害発現オキシダント値として，  

地域差はあるが，7月はオキシダント濃度の日最高値  

8pphm以上，オキシダント・ドース（9－16時の日中8  

時間の1時間平均値の合計）40pphm・hr以上，8月は  

それぞれ6pphm以上40pphm・hr以上という値が得  

られている．また，この調査で福岡県でも昭和51年8月  

に初めてアサガオの葉にオキシダントによる被害が確認  

された．そこで，スカーレットオハラのオキシダントに  

対する感受性を追認するための観察刺定を新設された小  

郡測定局で行った．   

スカーレットオハラ10株を5株づつ2個のプランター  

に栽培し，7月12日－9月5日の間，約1週間ごとに各  

棟の新被害乗数とそれぞれの葉の被害度を10段階に分け  

て判定した．   

載察期間中に8回新被害葉がみられ，その被害事数及  

び被害度合計値とオキシダント濃度目鼻高値及びオキシ  

ダント・ドースのそれぞれの関係を調べた結果，第2回  

目の被害（観察日の3日前のオキシダント濃度は欠測）  

を除き，前記の被害発生限界値以上に達したとき被害が  

発生し，オキシダントが限界値を超えていながら被害が  

発生しなかった場合はこの期間中にはなかった．しかし  
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括果は図4に示したようにそれぞれ飽和型の曲線を示し，  

窒素，りんの濃度の高いほど高いAGP値を示した・こ  

の培養条件では培養液が少量であるため，培養期間中の  

蒸発量による濃度変化や，乾燥重量でAGP値が示され  

ない等の問題はあるが，7－10日間の培養でAGP値が  

求められることがわかった．   

次にAGP法では供試水に応じて適切な種類の藻を使  

用することが望ましいので，雑排水（有害，有毒物質及  

びし尿汚水を含まないもの）が流入する水城について，  

AGP法による富栄養化測定に適切な藻寮を見つけるた  

め，当所の雑排水の酸化他において藻類を主としたプラ  

ンクトンの調査をした．藻類ではScenedesmusspp．及  

びG∂Jβ州如乃わ♪5i5Spp．が優占し，両者は季節的に相互  

に交替する傾向がみられた．   

衛 生 関 係   

当年度初頭に県林務部の依頼によって，松くい虫薬剤  

防除安全確認調査をにわかに当課が実施することになっ  

たので，当課の動物学関係スタッフはこの調査の対象と  

なった各動物の模本作製，整理，同定・計数に年度の大  

半を忙殺され，当年度予定された“ヌカカ類のアルポウ  

イルス媒介性”に関する研究を，実施時期が重複するこ  

ともあって，中止した．しかし，衛生関係の当課業務と  

しては当年度内に次の生物同定検査の依頼があった・   

1生物同定検査   

検査理由別では住居内に異常発生した不快害虫の検査  

が最多で，他は虫刺唆症の原因虫，食品，井水・水道水  

中の異物としての虫体検査が同数づつあった（表尉）・   

食品中の異物検査として，県衛生部公衆保健課の依頼  

により，粉末ココアに発生した昆虫幼虫の検査（表尉，  

検査番号49）を行ったが，これは宗像郡某町のパチンコ  

店内に設置されたココア自動版完機内の粉末ココアで，  

同検体から無数のタバコシバンムシエα5わdβr桝α5βrrf－  

corne Fabricius幼虫の生体を検出した．自動販売機  

の保存食品に食品害虫の発生する例は同機の普及ととも  

に注意を要することと思われるので特記した．虫刺殴症  

の原因虫検査のうち，あまり普通でない例としては，ヒ  

メハラナガツチバチ Cam？someris anulala Fabricius  

による被害例があった（表蔚，検査番号粥）．粕屋郡志免  

町の団地の土手にこの蜂が異常発生し，多数室内に侵入，  

住人が誤って接触して刺される例が頻発するという理由  

で虫体の同定検査を依頼されたものであるが，おそらく  

団地土手の芝生にこの蜂の宿主であるこがねむし類の幼  
●●●●●   

虫が異常発生し，それがこの蜂の鰐集を招来したものと  

推定された・  

50－90％（平均70％）であった．出現頻度の高い種とし  

ては蘇類のラセンゴケ，コバノイトゴケ，ヒロハツヤゴ  

ケ，コモチイトゴケ，ヒメシワゴケ，サヤゴケ，ホソオ  

カムラゴケ，ミノゴケ，苫類のフルノコゴケ，ミドリヤ  

スデゴケ，地衣類のコナウチキウメノキゴケなどがあげ  

られる．   

来年度以降の継続調査によって着生植物群落の組成や  

生育状態の変化を追跡し，大気環境についての観軋値，  

県内他地域の着生植物群落などと対比して，大気汚染に  

対する着生蘇苔雄衣類の指榛性を検討したい．   

5 ヨ取壊汚染の生物測定に関する研究   

5・1藻類培養試験   

陸水の富栄養化の現状をAGP（AlgalGrowth Pot・  

ential）法によって評価するため，これに関連する研究  

を開始した．本年度はその基礎実験として人工河川水の  

窒素，りん濃度を変え藻類の増殖曲線を求めた．供試藻  

類としては汚濁程度の異なる広範囲の淡水に生育できる  

クロレラの一種Chlorella ellipsoidea Gerneckを用い  

た．標準的な方法＊では培養容器は500ml容量のL型試  

験管を用い，生産量は藻顛の乾燥重量測定によって行わ  

れているが，これを簡易化するために，10ml容量のL型  

試験管を用い振塗培養し，生産量は鏡検による細胞数の  

測定によってあらわした．培養条件は白色螢光灯を用い  

照度約35001Ⅹで1日14時間照明，温度23土2℃とした  

2  6  10   
培 養 日 数  

図 4 人工河川水におけるクロレラの増殖  

●窒素 3ppm，りん0．3 ppm  

O肇素0．3ppm，りん0．03ppm  

＊日本下水道事業団試験部：首栄養化防止のための指標の開発と実用化．122p，1釘6．   



表 63  衛 生 関 係 生 物 同 定 検 査 成 績  

検  査  理  由  作 数  成  績  

クロアリガタバチ  

ミ ズ ム シ  

クロトラカミキリ  

双週目裂額亜目1種の幼虫  

ヒメハラナガツチバチ  

カップシナヤタテ  

トガリチャタテ  
ツヤコチャタテ  
カップシナヤタテ  

由  利  症  

井水中の異物  

住居内異常発生  

水道水中の異物  

虫  刺  症  

住居内異常発生   

仝  上   

仝  上  

3
2
6
朝
田
5
6
7
6
 
8
0
 
1
2
5
4
9
1
3
0
 
 

〃
 
 
〃
 
 
〃
 
 
〃
 
 
 
〃
 
 
 
 
 
〃
 
 

1  コ イ ガ幼虫  

食品（粉末ココア）中異物  1  タバコシバンムシ幼虫  

食品（インスタントラーメン）  

中の異物  
1  スジマダラメイガ  

計  10（一般9、行政1）  

学 術 開  

昭和52年度内に当所が公表した調査，研究の業績及び  

研修活動の事親を以下に集録する．  

係 事 練   

菌数は夏期、10LlOソg で冬期は1－2オーダー低下し，  

Ⅴ．p．の年間汚染消長のパターンと類似する．貝柱，“ジ   

ゴ’’における大腸菌最確数はほとんど陰性で勝性例でも  

110／100g以下であった．分離株の神奈川現象はいずれ   

も陰性であった．   

2 最近3年間の腸炎ビブリオ食中寺の発生状況，特  

に細菌検査成績【こついて 大塚 悟・乙藤武志：第39回  

日本感染症学会西日本地方会総会，鹿児島市，昭和52年   

7月15日   

昭和49－51年の3年間県下で発生した食中毒の病因別  

発生状況をみると，腸炎ビブリオ（Ⅴ．p．）に起因するも  

のが約40％を占めている．Ⅴ．p．食中毒の発生時期は例  

年7－9月であるが，51年では12月に1事例発生報告が  

あった．しかし，これは疫学調査だけによるものであっ  

た．3年間に分離された患者由来菌株31株はすべて神奈  

川現象陽性であるが，原因食品からの分離株は3事例5  

菌株だけが神奈川現象陽性で，その他はすぺて陰性株で  

あった・原因食品からの分離株で神奈川現象陽性の例は  

極めて少なく，かつ，患者由来株と同一血清型の例が49  

年と51年に各1例あったことは興味深いことである．患  

者由来株31株と神奈川現象陽性の原因食品由来殊につい  

て薬剤感受性試験（トリデスク法）を行った結果，EM，  

CM，TC，SM，LM，KM，PB，NDにはいずれも感  

受性であった．   

3 福岡県における風しん抗体保有状況について（第  

2報） 多田佐助・福吉成典・武原雄平・高橋克巳・伊   

公 表 業 績 総 覧  

当年度内に当所から各種学会誌，学会その他の研究会  

に発表した業績は次のとおりである．なお，本号からは  

各業績にそれぞれ抄録を付し，情報検索の便を計った．  

1 学会及びその他の研究会における発表  

1・1保健科学関係  

1 タイラギにおける腸炎ビブリオ汚染の季節的推移  

乙藤武志・大場 情：第24回福岡県公衆衛生学会，福岡  

市，昭和52年5月24日   

昭和50年9月，有明海産タイラギの貝柱摂食により，  

1731名の腸炎ビブリオ（Ⅴ．p．）の汚染の実態は明らかで  

なかった．そこで，村上らのⅤ．p．最確教法を用いてタ  

イラギ及び県下各水域等のⅤ．p．汚染状況を調査した．  

その結果，貝柱では，12－4月間はⅤ．p．は検出されな  

かったが水温が上昇するとともに検出され，夏期には  

10ソ100g以上を示した．“ジゴ”（貝柱除去後の貝全軟休  

部）からのⅤ．p．最確数は貝柱からよりも1－2オーダー  

高く，3月1例，4月2例にⅤ．p．が検出され，泥から  

は冬期全例に検出された．有明海，玄界灘，周防灘の海  

水調査の結果ほ貝柱と類似の汚染パターンを示すがその  

値は約2オーダー低かった．貝柱，“ジゴ”における生  



－53一   

同時に行った．検出数ほ肝臓9，脂肪組織6，腎臓7，  

心臓1で，大脳小脳には検出されず，平均検出率16％で  

あった．DBPとDEHPでは，明らかにDEHPが検出  

数及び量とも多かった（♪＜0．01）．性差による検出率の  

有意差はなく（♪＞0，05），また年令と検出率，年令と濃  

度の相関も認められなかった．今回調査した人体組織中  

のフタル酸エステルの検出率は，PCB，塩素系農薬と比  

較して低く，かつその濃度も比較的低レベルであり，そ  

れらの動物実験結果等を勘案すると，フタル酸エステル  

の広範な環境への拡散にもかかわらず，人体への影響は  

少ないと考えられる．   

6 クロブテノール感応t極 深町和美・石橋信彦：  

日本分析化学会第26年会，山口市，昭和52年10月11日   

クロブテノール［1－（P－Chlorophenyl）－2，3－dimethyl  

－4－dimethylamino－2－butan01］に感応するポリ塩化ビ  

ニル膜型のイオン電極を試作した．この電極はクロブチ  

ノール濃度10．1・5－10－4・5M の範囲でNernSt式に従い  

応答速度も通常の用途に対して十分迅速であった．pH  

3．0－8．0の範囲においてpHの影響をうけない．ナトリ  

ウム，カリウム，アンモニウム，カルシウムなど無機陽  

イオンやエフェドリン，メチルエフェドリン及び本電極  

使用pH範囲において中性分子（カフェイン，アンチピリ  

ンなど）あるいは陰イオン（ビタミンC，スルピリンなど）  

などは妨害しない．しかし，クロルフェニラミン，ジフ  

ェンヒドラミン，トリベレナミンは妨害する．クロブテ  

ノールの沈殿滴定の終点指示電極としても有用である．  

1・2 環境科学閥係  

1 パフ式の数値計算法 武藤直彦：第18回大気汚染  

研究全国協議会大会，福岡市，昭和52年11月10日   

連続放出源から放出される汚染質のパフ式により算出  

される地上濃度は，地表で完全反射すると仮定すると次  

式で表わされる．  

藤幹子・陳錦 純：第24回福岡県公衆衛生学会，福岡市，  

昭和52年5月24日   

糸島地区の風しん抗体保有率は，従来の調査から他の  

地区と比べて，陰性率が高いことが推定されていたので  

今回は各年令層にわたって調査した．その結果，年令別  

抗体陰性率は0－4才 80％，5－9才 50％，10－14才  

70．3％，15－19才 69．4％，20－24才 40．3％，25－29才  

32％であり，対照地区である宗像郡大島村の0－19才の  

抗体保有率2．7％と比較すると，糸島地区は有意に高か  

った．   

一万糸島地区の妊婦では，20－24才 65％，25－29才  

40・2％，30－34才 31％であり，県全域の平均抗体陰性  

率に比較して高い陰性率であることがわかった．   

これらの結果から，糸島地区においては小流行があっ  

たものと推定されるが，なお小児における抗体陰性率は  

70－80％と高く，今後も流行の可能性があるのでサーベ l  

ランスを継続する予定である．   

4 アクリルアミドの寺性に関する実験的研究 小河  

章・芥野草男：第24回福岡県公衆衛生学会，福岡市，  

昭和52年5月25日   

アクリルアミドモノマー（AAM）の生体内代謝挙動  

の詳細は，微量分析方法が確立されていなかったので，  

必ずしも明確ではなかった．この点を明らかにするため  

にECD付ガスクロマトグラフによる微量分析法を用い  

て，AAMを皮下及び経口的に連続投与したときの血中  

濃度の経時的推移について検討した．雄性家兎3羽を1  

群とし，AAMを皮下及び経口的に致死まで1日1回連  

日投与し，その間耳介静脈から経時的に頻回採血を行っ  

た．血液中のAAMの分析方法は，深町他の方法に準  

拠し，ECD付ガスクロマトグラフで測定を行った．  

AAM血中濃度の経時変化は，投与方法及び投与量に関  

係なく，同じで，投与後30－90分で最高濃度を示し，約  

4時間で半減，12時間では検出限界値以下になった．ま  

た100mg／kg投与群では5回投与後，50mg／kg投与後  

では4－7回投与後被検動物は全部死亡した．その間，  

両投与群の間に発症症状の差がみられた．   

5 人体組織中のフタル酸エステル（ジブチルフタレ  

ート：D】】P，ジエチルヘキシルフタレート：DEⅡP）  

の濃度 大崎靖彦：第36回日本公衆衛生学会，神戸市，  

昭和52年10月27日   

肝臓58，脂肪組織40，腎臓6，心臓4，大脳小脳各2  

計112例（年令：0－75才，性別：男盟，女53，死因：  

病死）について，繁用されているDBP，DEHPの濃度  

を分析し，人体汚染状況を調査した．分析法は環境庁通  

知の方法に準じて行った．またGC－MSによる同定も  

r）＝ー：  
2（7  

C（∬，プ，  
（27r）3／3・Jγ3・♂g   

画一喜i上㌔㌍＋若＋苦津∫（1）   

静穏（〟＝0）の場合に，拡散幅をα∫αの形で近似する  

と，（1）式は次式のように第2種のr一関数を含む式に書  

き換えられる．  

C（∬，プ，r）＝  

1－3α  

∈ 2α  

持去汗i  ●αy3■α石●β  

∽  3α－1  

i  

－1   
∈・r一匹g2α・叫（一之）dz（2）  

∈＝喜（掌竺卜慧－）  
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パフ式の積分は，条件によってきまぎまな形の関数と  

なるが，実用的な解のいくつかは（2）式のようなr一  

関数を含む式に書き換えられる．そこで，r一関数の一般  

形であるPrym式の数値解式として，連分数近似とT一  

法を用いた解法を開発し，従来多くの計算時間を要した  

パフ式の計算をプルーム式の計算時間なみに短縮した．   

2 静串時及び微溺風時の拡散モデル 武藤直春：第  

4回環境保全・公害防止研究発表会，環境庁，晒和52年  
12月1日   

風が弱い場合の大気汚染質の拡散予測に用いられるパ  

フ式は，拡散幅の与え方によって，さまざまな形の関数  

となり，一般には簡単な形の解析解とはならない．しか  

し，よく用いられる解の多くは，r一関数を含む式で表  

すことができる．すなわち，静穏時について拡散幅がgα  

に比例する場合，弱風時について拡散帽がtに比例する  

場合などがこれに該当することを示した．また，各式中  

のr一関数の計算については，既に第18回大気汚染全国  

大会で報告しており，この数値計算法を用いることで，  

前述のパフ式の計算時間がブルーム式の計算時間とほぼ  

同程度に短縮できることを示した．   

3 大気汚染予測における拡散パラメータの推定につ  

いて 松家 繋・武藤直彦・黒木圭則：第24回福岡県公  

衆衛生学会，福岡市，昭和52年5月25日   

大気汚染質の拡散予測シミュレーションを行うとき，  

大気の拡散状態は一般に雲量，日射量によって設定きれ  

る．しかし，計算対象域において，これらのデータが得  

られない場合が多い．そこでいずれかの方法でこれらの  

データを推定する必要がある．このために，今回の考察  

にあたっては福岡，熊本，佐賀の各気象台の昭和49年度  

のデータを用いて相関分析を行い，雲量，日射量データ  

の特性から，これらの地点に含まれる観測局のない地点  

の雲量，日射量の推定法を検討し，その地点を囲む複数  

の気象台のデータを用いて，各気象台からの距離の逆数  

の比を重みとして計算する，いわゆる3点補間法につい  

て考察した．この推定法の検証のため，雲量データの得  

られた福岡県筑後市羽犬塚を推定地点として，羽犬塚に  

おける観測値と福岡，熊本，佐賀の各気象台のデータ及  

び3点補間による推定値との相関を求めた結果，3点補  

間による推定値との相関が最も良く，この方法が有効で  

あることが確かめられた．   

4 蘇首類のSO2暴露による影響 村田敦子・小村  

柵：日本動物・日本植物・日本生態学会九州支部合同大  

会，福岡市，昭和52年5月22日   

着生存否類や地衣類が二酸化硫黄などの大気汚染物質  

に敏感であることはよく知られている．この研究は大気  

汚染測定用蘇苔植物計に用いるのに最も適した種類を見  

出すための予備実験として行った．容易に得られる数理  

の蘇類をろ紙上に培養し，種々の濃度の二憩化硫黄に暴  

露，鮮類の耐性ないし感受性及び被害による形態変化を  

調べた．実験の結果，供試鮮類の被害程度の大きかった  

順位はコバノチョウチンゴケ，ラセンゴケ，ヒロハツヤ  

ゴケ，コモチイトゴケ，サヤゴケ，ミノゴケであった．  

また被害による形態変化にも種類により差異があった．   

総括すると，培養・被害判定の容易さ，感受性の高い  

ことから，供試した種類のうちでは，ラセンゴケとヒロ  

ハツヤゴケが蘇育種物計としての使用に適していると考  

えられる．   

5 大気汚染とクスノハムグリガの分布 山崎正敏・  

白川妙子：第18回大気汚染研究全国協議会，福岡市，昭  

和52年11月9日   

大気汚染が自然界の昆虫生息状況に及ぼす影響を明ら  

かにするため，クスノキの葉に寄生する潜葉峨の幼虫の  

分布状況と大気汚染の関係を調査し，併せてこの蛾の幼  

虫を大気汚染指標生物として利用することの妥当性を検  

討した．調査は大牟田市内の汚染地域5地点，非汚染地  

城4地点，特に汚染の少ない地域1地点で行い，各地点  

から一定数のクスノキの葉を採取し，菓あたりの蛾幼虫  

の寄生率を求めた．また同時にクスノキの葉面水溶性，  

葉内水溶性及び葉内全硫黄量を測定した．以上の結果，  

各地域内での蛾幼虫の寄生率の平均値は汚染度の高い地  

域ほど大きく，3地域間では有意な差が認められた．ク  

スノキの硫黄量測定結果では，葉面水溶性硫黄量だけが  

汚染地域ほど多い偵向を示したが，有意差はなく，指標  

性においては蛾の分布状況による方がすぐれていると考  

えられる．   

6 環境汚染と甲虫の体内王金属含有暮について 山  

本英穂・柳川正男・杉 奉唱・山崎正敏：第24回福岡県  

公衆衛生学会，福岡市，昭和52年5月25日；山崎正敏・  

柳川正男：第36回日本公衆衛生学会，神戸市，昭和52年  

10月27日   

自然界において，微量環境汚染物質は食物連鎖を通し  

ての生物濃縮によって，より高次の栄養段臍の動物に大  

きな影響を与えることが知られている．したがって，各  

種肉食，雑食性動物の食餌となる昆虫類の有害物質汚染  

の度合を知ることは，汚染物質の循環，生物濃縮の面か  

ら重要であろう．以上の観点から，カドミウム汚染地と  

して知られる大牟田市と対照地として選定した筑紫郡太  

宰府町において2種のA〝0椚〃J〃属甲虫（ドゥガネブイ  

ブイ，アオドゥガネ）を採集，それら甲虫の体内重金属  

（カドミウム，鉛，銅，亜鉛）濃度を虫体の濃硝蘭及び   
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クロラミンが生成するという特異反応を利用し，高感度  

で選択性のある自動測定器の試作を行った．装置はアン  

モニア捕集，アンモニアと次亜塩素酸の反応部分と中性  

ヨウ化カリウム液を電解液としたフロー・クーロメトリ  

ー法による検出回路の部分との二つからなり，測定はプ  

ログラム回路により、，1）ほう酸溶液へのアンモニア摘  

果（採気時間55分），2）次亜塩素酸試薬の添加（NH‡  

＋NaClO→NH2Cl＋NaOH），3）反応生成物であるクロ  

ラミンの検出回路への導入，検出の順序で測定される．  

装置の性能として，検出限界値0．05ppm，測定範囲0－  

0．7ppm変動係数3．2％，捕築率95％前後の成績が得ら  

れたので，本装置は選択性，感度のうえで大気中のアンモ  

ニア自動測定器として十分実用に耐えるものと思われる．  

10 浮漂性水生植物に対する壬金属の挙動－その2  

ホテイアオイの重金属顆の吸収一徳永隆司・森本昌宏：  

第24回福岡県公衆衛生学会，福岡市，昭和52年5月25日   

ホテイアオイを水城の重金属汚染分布のは撞のための  

指標生物に利用する目的で，水中の重金属類の吸収の可  

能性を検討した．12採集点において，自生したホテイア  

オイ中の重金属類の含有量を分析した結果，各重金属頼  

の含有濃度の平均値（ppm）は葉と棍において，それぞ  

れ亜鉛：279，1210，銅：13．5，70．仇 ニッケル：2．6，  

16．4，コバルト：0，6，カドミウム：0．0，2．7，鉛：3．7  

5．4であった．12採集点の中ではホテイアオイ申のある  

種の重金属含有濃度が平均値よりもはるかに高い値を示  

す地点がいくつかみられた．   

重金属類を含む水耕液でホテイアオイを栽培した結果  

亜鉛，銅の微量必須元素を除くカドミウム，コバルト，  

鉛，ニッケルの中では，重金属類の葉への移行，蓄積凛  

度はカドミウムが最も高くなる憤向を示した．一方，コ  

バルト，鉛は葉に蓄積しにくく，特に鉛は根における吸  

着，吸収濃度も小さかった・  

1】コプロスタノールを持株とする河川のし尿汚染に  

ついて 高尾真一：第21回全国環境衛生大会，長崎市，  

昭和52年10月21日   

水中のふん便汚染指標として，ヒト及び家畜のふん便  

申に特異的に存在するコプロスタノール（附－Chol甲tan  

－3β一01）を用いて，水道原水として取水している河川水  

のし尿汚染状況をは握するとともに他の汚濁成分との関  

連性，凝集沈澱の影響及び生物分解性について検討し  

た．河川のし尿汚染状況ほ，都市部の御笠川，牛頸川及  

び須恵川においてステロール濃度が高く，し尿による汚  

濁が顕著であった．またステロールとアンモニア軽輩素  

との間に密接な相関がみられた．凝集沈澱処理において  

ステロールの除去特性は濁度の増加につれて増大し商質   

過塩素酸分解による原子吸光法によって測定した．カド  

ミウム濃度の測定値は，大牟田市では太宰府町に比べて，  

ドゥガネブイブイでは約20倍，アオドゥガネでは約10倍  

であった．しかし，鉛，鍋，亜鉛の濃度は2種とも両地  

域間で差がなかった．カドミウム汚染地において，これ  

ら甲虫のカドミウム濃度が特異的に高いにもかかわらず，  

亜鉛濃度は対照地と差がないことは生物濃縮の問題とし  

て注目される．   

7 自動車排ガスの突然変異誘起性 常盤 寛・武舌  

広明・高橋克巳・加地活成・大西克成：第6回日本環境  

変異原研究会，大阪市，昭和52年9月16日   

排ガスは自動車のテールパイプから吸引し，粒子状浮  

遊物質をガラスファイバーフィルターペーパーに捕築し  

同時に排出された凝縮水も採取してAmesの方法で突  

然変異性を調べた．4サイクルガソリンエンジンの未対  

策車の排ガスでは，変異活性（revertantS／nl）は4500  

（TA98），凝縮水の酸，中性画分で2960（TA98），  

10900（TAlOO），アルカリ画分で980（TA98，TAlOO）  

であった．50年度対策車では変異活性はフィルター両分  

で500（TA98）と激減したが，凝縮水の酸，中性画分で  

は2880（TAlOO）を示し，TAlOOによく作用する変異  

原はまだかなり排出されていることがわかった．   

8 大気浮遊粉じん中有機化合物の分析－（1）中性物  

質について 森田邦正・武舌広明・森 彬：第24回福岡  

県公衆衛生学会，福岡市，昭和52年5月25日   

大気浮遊粉じんを捕集し，ソックスレ一拍出器によっ  

て抽出後，中性物質を分離し，層長25cm内径1cmのア  

ルミナカラムを用いて20のフラクションに分画した．各  

フラクションをネズミチフス菌TA98株で突然変異試験  

したところ，No．4からNo．19のフラクションに変異活  

性が認められ，特に強い変異活性を示したのはNo．12と  

No．15からNo．18のフラクションであった．これら変異  

活性のあったフラクションをGC（FID），GC－MSで測  

定し，多数の有機化合物を確認した・その内訳は，多環  

芳香族炭化水素71成分，キノン化合物9成分，硫黄化合  

物6成分，窒素化合物2成分，フタル酸エステル2成分  

農薬2成分であった．強い変異活性を示したNo．12には  

ベンゾフルオランテン，ベンゾ（a）アントラセン，No．  

17にはベンゾアントロン，ジベンゾアントラセン，ジベ  

ンゾフェナントレン等の発癌物質を検出した．   

9 アンモニア自動測定器の試作 石橋能書：大気汚  

染研究全国協議会，福岡市，僻和52年11月10日   

近年，大気中のアンモニア自動測定器は，種々の測定  

原理で開発されているが，おのおの欠点があり，検討す  

る事項が多い．そこでアンモニアと次亜塩素酸によって  
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成分に吸着除去された．ステロールの好気的生分解は容  

易に起こることが認められた．  

12 疎水性陰イオン交換樹脂を感応体とする塩素酸イ  

オンt徳 深町和美・城 昭典・石橋偉彦：日本分析学  

会第38国分析化学討論会，奈良市，昭和52年6月2日   

MR型スチレンージビニルベンゼン共重体を用いて疎  

水性陰イオン交換樹脂を合成し，これに有機溶媒を含浸  

してイオン電極の感応体とした．合成した樹脂を塩素懐  

イオン形に変え，この樹脂の1粒を内径約0．8mmのテ  

フロン管の一端に挿入して有機溶媒に数時間浸漬した・  

これを用いて電極本体を作成し，次の電池を構成すると  

その起電力は試料液中塩素酸イオン濃度に比例する・  

定量を妨害するが，硫化物イオン，フミン酸などは妨害  

しない．本法の定量下限は0．002ppbであり，相対誤差  

は水銀0．5ppbにおいて10％以内であった・  

14 メチルイソプチルケトン（MIBE）抽出法による  

アルキルベンゼンスルホン酸（ABS）の測定法の検討  

中村幸男：第14回全国衛生化学技術協議会，福井市，昭  

和52年9月30日   

ABSの人体，環境への影響がさかんに論議されるよ  

うになり，一般に使用される洗剤も多様化し，アルコー  

ル系，ポリオキシュチレン系陰イオン界面活性剤の占め  

る割合が年々増加している．したがって，環境水中にお  

いても，瓢定された陰イオン界面活性剤総量とABS量  

との間には，かなりの差があるものと推定される．本法  

でほABSがMIBKに広いpH城で易潜である点に注目  

し，検水から MIBKでAIiSを抽出することにより，  

妨害無機イオンの大部分を除いた．分離した MIBK層  

に塩顧を加え80－85℃の水浴中で5－6分加温すると，ア  

ルコール系，ポリオキシュテレン系陰イオン界面活性剤  

は分解したが，ABSほ不変であった．この MIBK層  

をアルカリ及び酸性洗浄液で洗ったのち，メチレンブル  

ーを加え，生成した錯体の吸光度を測定した，測定波長  

658nm，測定範囲3－30／唱／100ml検水，所要時間は3  

試料同時処理で40－50分間であった．  

15 産業廃棄物中の各種金属の定t  大崎真妙子・  

武藤博昭：第24回福岡県公衆衛生学会，福岡市，昭和52  

年5月25日   

近来，我国工業の飛躍的発展に伴い，複雑多様な産業  

廃棄物が多量に発生しているが，これらの産業廃棄物は  

法に指定された有害金属についてだけ試験し，処理処分  

されているのが現状である．今回，当県下16事業所にお  

いて採取した産業廃棄物18試料について，法指定外の金  

属（Zn，Mn，Cu，Co，Ni）について成分および溶出量の  

定量を行った．また含水率およびpHについても測定し  

た・成分試験の前処理は神奈川県公害センターの方式に  

従い，溶出試験は環境庁告示第13号および第22号に従っ  

た．なお鉱さいは適当な粉砕機がないため，やむを得ず  

鉄乳鉢で粉砕した．測定結果をみるとpHは比較的高い  

ものが多かった．また被検産業廃棄物中，成分試験では，  

各種金属を多量に含有しているものもあるが，溶出量は  

極めて微量，あるいは不検出であり，これが埋め立て処  

分後，二次的環境汚染を起こす可絶性はまず少ないと考  

えられる．  

16 産業廃棄物中の重金属成分について一発光分光分  

析法の溶液法による検討一 北森成治：帯24回福岡県公  

衆衛生学会，福岡市，昭和52年5月25日   

本電極はニトロベンゼンの場合10‾1・LlO●4・OM の範  

囲で，0－ジクロルベンゼンの場合10‾0・B－10‾l・BMの塩  

素酸イオン濃度範囲でNemst応答を示した．pHl．5－  

11．0の範E酎こおいてほpHの影響ほ受けない．塩素イオ  

ン酢酸イオン，硫酸イオンは妨害しないが，硝酸イオン，  

よう素イオン，過塩素醸イオンの多量の共存は妨害する．   

本樹月旨の交換容量は0．4meq／gであり，有機溶媒含浸  

削削こおけるイオン交換の選択係数堵08，∬ニ1はそれ  
ぞれ35，650であった．これは通常の樹脂に比べて1－2  

けた大きい．  

13 活性炭による水中微t水銀の捕集濃縮と原子吸光  

分析 松枝隆夢：第謂周分析化学討論会，奈良市，昭和  

52年6月3日   

水中の微量水銀を活性炭（ダルコG－60，225メッシュ  

以下）に捕集濃縮し，ゼーマン効果を用いたフレームレ  

ス原子吸光法（日立ゼーマン水銀分析計501型）により  

定量した．水銀の捕集濃縮条件を種々検討し，定量操作  

を次のように定めた．試料水500mlをとり塩駿酸性（pH  

ト2）とし，活性炭50mgを添加し，70分間振とう後メ  

ンプランフィルターでろ過する．これを60℃で30分間乾  

燥し，その一定量を試料ポートにとり吸光度を測定す  

る．検量線から活性炭中の水銀含量を求め，もとの活性  

炭重量に換算し試料水中の水銀を定量した．最適条件に  

おける水銀（0．1ppb）の回収率は96％以上であった．海  

水は回収率が減少するが，よう素イオンを添加すること  

により改善された．チオ硫酸イオン（1ppm以上）及び  

金イオン（0．5ppm以上）の共存は水銀（0．5ppm）の  
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ランフィルターでろ過したのち，けい光Ⅹ線法によって  

定量した．本法によれば，2－100／唱のクロム，マンガ  

ン，ニッケル，鍋が同時に迅速に定量できた．また，原  

子吸光法で待た値とよく一致した．  

19 福岡県における放射能調査 毛利隆美：第19回放  

射能調査成果発表会，千葉市，昭和52年11月30日   

昭和51年度に実施した放射能調査結果の概要は次のと  

おりであった．雨水・ちりの全β放射能の月別推移は，  

平均4．2mCi／km2と例年と同一水準で，第19－21回中国  

核実験（昭和51年9月6日，10月17日，11月17日）の影  

響もほとんどみられなかった．また環境試料（陸水，海  

水，海底土，土壌，食品）についても例年と同一水準  

であった．次に空間線量についても，当所屋上でのモ  

ニタリングポストによる連続測定結果，また土壌採取地  

点（西区脇山）のサーベイメータ測定結果は，各平均  

17．2cps，8．4／JR／血rで，異常値は観察出来なかった．  

更に牛乳中131Ⅰは，通常時及び各中国核実験時，各検  

出限界値以内であり，牛乳（生産地，消費地），源水，蛇  

口水の137Cs，90Srの測定結果も，日本分析センター値  

と大差なかった．本年度中3回の中国核実験が行われた  

が，雨水・ちりその他の環境試料及び空間線量にも影響  

は観察されなかった．   

2 誌 上 発 表   

2・1保健科学関係  

1 福岡県における農作物中の残留農薬の推移とその  

考察 大崎靖彦・中村幸男：日本公衆衛生学雑誌，24  

（9），592－598，昭和52年9月   

福岡県における，烏作物に残留する各種農薬の推移に  

ついて調査した結果は，次のとおりである．   

1）BHCは経年的な減少がみられるが，なお検出例  

があり，また土壌中にもかなりの量が確認されているこ  

とから，今後しばらくは農作物への残留が散見されると  

思われる．   

2）DDTはほとんど検出されなくなった．   

3）ディルドリンは，うり類，根菜類を除きほとんど  

検出されなくなった．前記野菜類については今後とも留  

意する必要があろう．   

4）そのほかの農薬は，許容量を越えてはほ．とんど検  

出されなかったし，使用基準が守られている限り，今後  

とも検出されることはないと考えられる．   

2 クロルフェニラミン感応t極の試作とその性能  

深町和美・石橋借彦：分析化学，27（3），152－155，昭  

和53年3月10日   

クロルフェニラミン（CP）に感応するポリ塩化ビニル  

膜型イオン電極を試作した．この電極ほCPイオン濃度   

発光分光分析法の直読式の検討を，メッキスラッジ等  

に多量に含まれている重金属成分（亜鉛，鉄，マンガン  

銅，ニッケル）を対象に行った．分析方法は，試料を顧  

分解後，硝酸15％を含むように各試料を調整し，インジ  

ウムを内部樺準元素とし，回転電極一スパーク放電法で  

励起発光させた．発光条件は，交流スパーク4A，回転  

電極湿潤時間60秒，予備放電0秒，露光時間40秒で行っ  

た．測定結果は，メッキスラッジ（8検体，〝g／g乾泥  

中，但し検出限界値は50／唱／g以下）については，亜鉛  

（96－140000），鉄（1500－210000）， マンガン（検出  

限界値以下－1000），銅（67－23000），ニッケル（検出限  

界値以下一朗000）であった．鉄及び亜鉛の含有量が多  

く，標準試料による回収率も若干惑い．マンガン，銅  

ニッケルの回収率はいずれも90％以上であった．今後の  

問題として，分析精度，検出限界値の向上のために，発  

光条件等の検討が残されているが，回転電極法による直  

読式発光分光分析は，多量の重金属を含有する試料の迅  

速な分析方法として利用できると考える．  

17 けい光Ⅹ綿法による汚でい等中の全クロムの定t  

武＃博昭・田上四郎：第24回福岡県公衆衛生学会，福岡  

市，昭和52年5月25日   

汚でい，焼却灰中の全クロム（Cr）の迅速な定量法と  

してけい光Ⅹ線分析を利用することを試みた．乾燥試料  

を硝酸，過硬化水素で分解したのち，硫酸第一鉄溶液を  

加えCr（Ⅵ）を還元する．次にホウ砂一水酸化ナトリウム  

援衝液を加えて水酸化鉄共沈法により Crを捕集したの  

ち，ろ過することによって鉄を主成分とするフィルター  

ケーキを作製しけい光Ⅹ線分析を行った．共沈時の液量  

を50mlとし，pHlOに固定し，共沈剤を鉄量で1000／唱  

添加した場合，定量範囲Cr5－100／瑠で，繰り返しの療  

準偏差パーセントは1．5－2．2％であった．Cr50／唱に10  

倍量のCN‾，PO王‾が共存する場合，約11％の負の妨  

害があった．他のイオンは10倍量共存しても影響は少な  

かった．本法を実際試料に適用したところ原子吸光法の  

結果とよく一致した．以上の結果から本法は汚でい等中  

の全Crの簡便かつ迅速な成分試験法として利用できる  

ことがわかった．  

18 汚でい等中の金属のけい光Ⅹ線分析法による定土  

田上四部・武藤博昭：第28回廃棄物処理対策全国協議会  

全国大会，京都市，昭和52年11月3日   

汚でい等のようにマトリックスが広範囲に変化する試  

料について，けい光Ⅹ線法による多元素同時分析の検討  

を行った．汚でい等の試料を硝酸，過酸化水素で分解し  

硫酸第一鉄を加え，pHlOで水酸化鉄共沈法を行い，クロ  

ム，マンガン，ニッケル，銅を捕集した．これをメンブ  
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10一日－10‾l・らM の範囲でNemst式に従い，pH4．5－8．0  

の範囲においてpHの影響を受けない，応答速度も通常  

の用途に対して十分迅速であった．ナトリウム，カリ  

ウム，アンモニウム，カルシウムイオンなど無機陽イオ  

ンやエフェドリン，メチルエフェドリン及び本電極使用  

pH範囲において中性分子（カフェイン，アンチピリンな  

ど）あるいは陰イオン（ビタミンC，スルピリンなど）  

などはほとんど妨害しないが，ジフェンヒドラミン，ト  

リベレナミンは妨害する．   

クロルフェニラミンの沈殿滴定の終点指示電極として  

も有用であった．   

2・3 軍費墳科学関係  

1 環境変異原物質Iこよる大気汚染 常盤 真・武吉  

広明・高橋克巳・大西京成：公害と対策，13（11），1259  

－1264，昭和52年11月   

大気中の変異原を検出し，次の結果を待た．   

1）大気中の粒子状物質から変異原物質を抽出するた  

めには溶媒としてシクロヘキサンやエチルエーテルより  

もメタノールが有効であった．   

2）ベンゾ（a）ビレンは変異原であるが，非変異原で  

あるフルオランテンが共存すると変異活性が挺進され，  

ペンゾ（e）ビレン，ペリレンが共存すると抑制された．   

3）大気中の粒子状物質の変異活性（revertantShrf）  

は非汚染地城では1．1であるが，工場地域では20－445，  

中小都市の小工場地域では40－130，大都市住宅地では  

7－78であった．   

4）大気中の粒子状浮遊塵の変異活性と浮遊塵重量ま  

たはメタノール抽出量との間には相互に有意の正相関が  

認められた．   

2 溶媒抽出一席子吸光法による微暮アンチモンの産  

土 永淵義孝・深町和美：分析化学，26（10），729－731，  

昭和52年10月   

微量のアンチモン（Sb）を，ジメチルジチオカルバミ  

ン酸ナトリウムを加えてキレートとし，メチルイソプチ  

ルケトン（MIBK）によりpH8．0－9．4で抽出し，原子吸  

光光度定量を行った．MIBK抽出液は48時間保存後も  

不変であり，検量線は 2／瑠Sb／ml（MI8K）以下で原点  

を通る直線となった．変動係数4．3％，Sbl％吸収は  

0．2／瑠／ml（MI8K）であった．妨害イオンのなかで  

Cr（Ⅲ）Mn（Ⅱ），Pb（II）はEDTA，Fe（Ⅲ）はCyDTA，  

Cr（Ⅵ）はAPDC でマスクできた．  

知事賞受賞研究  

当所が福岡県衛生公害センターとして発足して以来，  

県職員表彰条例による研究表彰として，当所からしばし  

ば受賞者が出ている．当52年度年報から，知事賞受賞研  

究を特別に抄録紹介することにした．当年度の該当研究  

は下記抄録のとおりである．なお，前年度までの受賞研  

究は以下に付記したとおりであった．  

昭和49年度：地盤強化剤アクリルアミドによる健康被  

害事故の原因究明．   

森 彬・森本昌宏・中村周三（昭和49年11月26日受賞）   

昭和50年度：結核菌のマイコバクテリオシンによる型  

別分類の確立．   

常盤 寛（昭和50年11月26日受賞）  

昭和52年度受光研究抄録  

日本脳炎の流行予測に関する研究  

山 本 英 稀  

（昭和㍊年1月9日受賞）   

昭和60年代，西日本各地に日本脳炎の激烈な流行が凍  

り返された・特に福岡県では患者発生が多く，毎年の日  

本における全患者数の大半を占めるほどで，県下の年間  

患者発生数（血清学的確認患者数）は小流行年でも20－30  

名，大流行年には200名を越えたことさえあり，本県は  

日本脳炎大流行地として全国的に注目された．したがっ  

て，日本脳炎対策は当時本県衛生行政の重要課題であっ  

たが，日本脳炎ヒト流行の大小が何によって支配される  

のかは不明のままで，気象の異常あるいは住民の集団免  

疫度の年次推移等が確証のないままその要因として重視  

された・当時，日本脳炎の疫学に関しては，既に三田  

村一派の古典的研究を越えて，在日米軍関係医学者らに  

よる画期的研究＊や国立予防衛生研究所ウイルス・リケ  

ッチア部のスタッフによるその後の研究…があったが，  

日本脳炎ヒト流行規模の年次変動に関しては確かな知見  

はまだ得られていなかった．日本脳炎ヒト流行の大小は  

住民の集団免疫度の変動によるという．考えかたは，当時  

最も妥当とされ，これを支持する研究者が多かった．し   

＊M・B・B且Wellet81・‥A桝．′助g．，61（1），1－62．1g軸．ほか；   

W・F・Schereretal・：Am・f TTO9．Med．Hyg．，8縛），644－719，   

1％9．ほか  

…A・Oy8etal・＝A醐・月β久A，占〃Iγ血∫5f＃みGI〃晩〟肱，   

カれ1轍，32p，；1瑚，封p，；1！札46p．．Tokyo，MH．，Jap8n，  
1959－1鉱1；T・M8t8uyam且etal．：．ね♪．′肋d．5ci．βわJリ   

13（4－5－6），19ト1舗，1㈱．   
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消長のピークよりも先行したが，昭和42年以降ではしば  

しばピークよりも遅れるようになり，この時点で当地方  

における媒介蚊のJEV野外感染パターンの転換があっ  

たと考えられる．このことほ当地方におけるヒトの日本  

脳炎流行がそれ以来極端に衰退したことに関連し重要で  

ある．   

3）ヒト日本脳炎流行の大きさとコガタアカイエカと  

の関係：本研究の結果，当地方の蚊群集の踵構成，コガ  

タアカイエカの出現消長，同蚊の保毒率，保毒蚊出現期  

間はいずれもヒトの日本脳炎流行の大きさの変動との間  

に特別な関連を示さなかった．しかし，コガタアカイエ  

カの保毒開始の時期と患者発生数の大小との間には特別  

な関係を認めることができた．当地方で，媒介蚊JEV  

野外感染パターンの転換が起こる以前では，コガタアカ  

イエカの保藩閥始期間が遅れるとと卜流行は大型化し  

た．その理由は同蚊のJEV一斉野外感染の時期が出現  

消長のピークと一致するためにその年の保毒蚊生産丑は  

他の年に比し飛躍的に増大し，ヒト日本脳炎の流行もま  

た大型化すると考えられた．この主張に対し，当時まだ  

根強かった住民の集団免疫度によるという説や，関東地  

方あるいはそれ以北の地域では媒介蚊保毒時期が早まる  

とヒトの日本脳炎流行は大型化するという他の研究者の  

指摘による反論があった．しかし，住民の集団免疫度説  

はその後各地で行われた住民の抗体調査の結果否定され  

るようになったし，また媒介蚊保毒時期が早まるとヒト  

日本脳炎流行が大型化するという説は一見さきの主張と  

甚しく矛盾するが，基本的には同じ理由によるといえる．  

すなわち，西日本各地では，コガタアカイエカ出魂消長  

の上昇過程（ピークよりも早い時期に）でJEV野外感  

染が開始する（西部型）のに対し，東日本あるいはそれ  

以北の各地では，JEV 散布の東北進現象によって同蚊  

出魂消長の下降過程（ピーク以降）でJEV野外感染が  

開始する（東日本型）．したがって，これら二つの場合  

とも，コガタアカイエカJEV一斉野外感染の時期が遅  

れるかあるいは早まることによって，その時期と出現消  

長のピークとが一致することになるから，ヒト日本脳炎  

流行の大きさを支配する主な要因ほ媒介蚊のJEV一斉  

野外感染時の同蚊個休群の大きさであることに変わりな  

い．その後，この点に関しては他の研究者によっても類  

似の結論が得られている＊．   

当地方において，媒介蚊野外感染パターンの転換（昭  

和42年）があった以降では，コガタアカイエカの保毒開  

始は当地方でも同蚊出現消長のピークよりも遅れること  

がしばしばで，もほや，媒介蚊のJEV野外感染パター  

ンに西部型とか東日本型とか地域性を伴った呼称はふさ  

かし福岡地方のような日本脳炎の常在的流行地において  

毎年住民の集団免疫度が激変することによって，日本脳  

炎ヒト流行の規模が変動するということは非常に考えが  

たい・事実，その後の厚生省による全国調査の結果は集  

団免疫度の年次差が多くの場合小さいことを示した．し  

たがって，病因側の年次変動（毒力の強弱，散布度の大  

小）にその要因を求める考えかたは捨て切れず，当然，  

病因と密接な関係にある媒介昆虫の諸要因の年次変動を  

知ることが日本脳炎ヒト流行規模の変動要因を解明する  

うえで，有力な手掛りとなるように考えられた．このよ  

うな理由により，衛生行改上の要求に応ずることが主目  

的であったが，一方，アルポウイルスとその媒介昆虫と  

の生態学的，生理学的かかわりあいの研究は医学動物学  

における最新の研究課題の一つでもあったので，蚊の日  

本脳炎ウイルス（JEV）及び他のアルポウイルス野外感  

染に関する一連の生態学的研究を企画し，この面から，  

当地方における日本脳炎流行予測に関する科学的な情報  

を挺供することを試みた．本研究は昭和37年から48年に  

わたり，県下のいろいろな地点で実施したが，昭和37年  

－42年間では粕屋郡内橋，志免付近が，昭和43年－47年間  

では福岡市西区金武が主な定調査地点であった．この間  

に得られた主な成鎖及び本研究の論旨の要点は次のとお  

りである．   

1）福岡地方の蚊が保有するアルポウイルス：研究期  

間中に県下各地から採集した5種213331個体の蚊から  

のウイルス分離試験の結果から，コガタアカイエカの  

JEV 野外感染の他に，同蚊のゲタウイルス群の一系統  

による野外感染が県下各地である程度の規模で発生して  

いることが証明された．コガタアカイエカ以外の蚊は個  

体数がコガタアカイエカほど多くないために，供試でき  

たサンプル数が十分でなかった．したがって，この事実  

から，コガタアカイエカ以外の蚊には当地方ではアルポ  

ウイルス感染がないと断定することはできない．しかし  

これらの蚊は，あるアルポウイルスの感染環でそれらが  

特殊な役割りを果すということがないかぎり，疫学的な  

重要性は少ないといえる．   

2）コガタアカイエカのJEV野外感染パターン：コ  

ガタアカイエカのJEV野外感染は当地方では毎年一定  

期間（4－5週間）持続的に観察されるが，同蚊からの  

JEV分離率の経時的推移を増幅宿主の抗体上昇の推移  

と関連させて解析すると，コガタアカイエカはある時点  

で斉時的にJEV感染保毒し，以後保毒蚊の生残により  

保専蚊出現期が一定期間持続すると推定された．コガタ  

アカイエカのJEV感染開始の時期は年により明らかな  

相違があった．その時期は，昭和41年以前では常に出現  ■Y．W且d8et al．：Tl〃A肋dり17（3），111－127，1975．   
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わしくなくなった．また転換後，コガタアカイエカの  

JEV野外感染パターンが不規則になったり，患者発生  

数が毎年非常に少なく，その年変動が顕著でなくなった  

ために，両者の関係がやや不明確になりはしたが，当地  

における日本脳炎ヒト流行の規模の大小は基本的にほ上  

記理論で説明可能と考えられる．以上の論旨及び論拠と  

した調査成績は以下の文献に詳述してある．  

高橋克己他：福岡県衛生研究所研究報告，4，5－6，  

1966．   

H・Yamamoto et a】．：福岡県衛生研究所研究報告，  

4，13－25，1966．   

H・Yamamoto＆K．Manako：衛生動物，19（1），4－  

14，1別娼．   

山本英穂：医学のあゆみ，65（5），239一別4，1968．   

T．Hasegawa＆ H．Yamamoto：Ja♪．］．Med．  

Scf．βわJ．，21（3），209－213，1968．   

山本英穂他：日本公布誌，15（7），669－679，1968．   

H．Yamamoto＆K．Manako：衛生動物，21（2），  

90－102，1970．   

山本英穂：衛生動物学の進歩（佐々 学府），第1集，  

250p．〔pp．：77－103〕，東京，学術出版会，1971．  

IIYamamoto：衛生動物，蟄（4），273一釘8，1978．  

学 術 研 修   

1 講 師 派 遣   

昭和52年度申に，依頼により各種講習会，講話などに  

当所職員を派遣した状況は表64のとおりである．   

2 破鼻の技術研修   

昭和52年度中に，技術研修のため各種の技術講習会に  

当所職員を派遣した状況は表65のとおりである．   

さ 集  談  会   

所月の調査研究及び試験検査に関する発表並びに学会  

報告を主とする“福岡県衛生公害センター集談会〃のう  

ち，昭和52年度に実施したものは，次のとおりである．   

第28回（昭和52年4月19日）  

特別講演  

ハロゲン化合物の使用に伴う環境問題  

ウメオ大学（スウェーデン）  

ラッペ教授   

第29回（昭和52年5月20日）  

1）タイラギ貝柱における腸炎ビブリオの季節的推移  

細菌課 乙藤 武志   

2）福岡県における風しん抗体保有状況について（第  

2報）  

ウイルス課 多田 俊助   

3）昭和52年福岡児において流行したインフルエンザ  

について  

ウイルス課 武原 雄平   

4）大気浮遊粉じん申有機化合物の分析の中性物質  

管理課 森田 邦正   

5）自動車排気ガス中の突然変異活性  

細菌課 武吉 広明   

6）大気汚染予測における拡散パラメータの推定につ  

いて  

管理課 松家  繁   

7）浮漂軽水生植物に対する重金属の挙動  

その2 ホテイアオイによる重金属の吸収  

水質課 徳永 隆司   

8）環境汚染と甲虫の体内重金属含有量  

環境生物課 山本 美穂   

9）産業廃棄物中の各種金属の定量  

環境理学課 大崎其紗子  

10）けい光Ⅹ繰法による汚でい等申の全クロムの定量  

環境理学課 武藤 博昭  

11）メッキスラッジ等の重金属成分について  

発光分光分析法の溶液法による検討  

管理課 北森 成治  

12）人体臓器中のフタル酸エステル（DBP，DEHP）  

の濃度  

衛生化学諌 大崎 靖彦  

13）アクリルアミドの毒性に関する実験的研究  

疫学課 小河  章  

14）発癌物質と非発癌物質との相互作用  

細菌課 常盤  寛   

第卸回（昭和52年7月1日）  

1）水域における水生植物の有効利用について  

水質課 徳永 隆司   

2）水質汚濁に関する生物指標としての植物性プラン  

クトン  

環境生物課 村田 敦子   

第31回（昭和52年7月15日）  

特別講演  

細菌の分裂増殖機構の電子願微鏡による研究  

福岡大学医学部教授 天児 和暢   

第32回（昭和52年9月30日）  

1）日本環境変異原研究会第6回研究発表会出席報告  

細菌誅 常盤  寛   

2）第18回大気汚染研究全国協蕎会大会の開催  

副所長 高橋 克巳  

第33回（昭和52年12月23日）  

1）福岡県の環境放射能について  

衛生化学課 毛利 隆美   
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帯35回（昭和盟年3月30日）  

1）電子分光法の原理と応用  

－ESCAを中心としてq  

大気課 高田  智  

2）特別講演  

大気汚染と局地気候  

九州大学農学部助教授 元田雄四郎  

2）特別講演  

原子力工業等の廃棄物処理について  

九州大学工学部教授 三石 信堆   

黄34回（昭和53年2月10日）  

福岡地方における蚊のアルポウイルス自然感染  

－とくに日本脳炎流行規模と媒介蚊の出現消長  

及び保毒時期との関連一  

環墳生物課 山本 英穂  

表 64  講  遺  師  

年 月 日  会  名  場  所  派辻重点朝氏名  

久留米 市 環境科学部長 木藤 ■正  

松浦郡玄海町  ”  ”  

52．6．6  環境週間記念講習会  

52．6．16  事業所保健婦研究会   

52．6．2g  食品衛生実施研修会   

52．6．30  〝  

52．7．1  〝   

52．8．6  昭和52年度看護教員養成講習会   

52．8．8  〝  

52．■9．26  福岡県教育センター短期研修会  

52．9．29  〝  

52．10．18  筑紫野生テ舌学校  

52．10．27  昭和父年度西日本学校地区保健講習会  
（学校環境衛生）  

詑．11．28  全九州PCO協会技術研修会  

霊．11．29  産業防止協会振動講習会  

52．12．13  第4回環境計量士国家拭験講習会  

′′ 〝  

53．2．9  引津小学校拡大保健委貞会   

お．3．3  食品衛生監視貞研修会  

53．3．4  ”  

53．3．3  〝  

53．3．4  〝  

㍊．3．18  建築物環境衛生管理技術講習会  

53．3．別  館生検査技師技術研修会  

53．3．29  福岡県保健所医師職員研偏食  

52．6．23  昭和52年度扇音振動研修会  

52．6．29  〝  

52．7．6  〝  

52．7．13  〝  

詑●6●‾飢 

52．6．29－30  〝  

52．7．13－14  〝  

53．1．27  〝  

52．6．23一別  ”  

52．6∴狛一30  ′′  

52．7．6－7  ”  

52，7．13－14  ”  

52．10．27  〝  

久
保
椙
 
 

太 宰府町 公書センター  昇
 
 

華
 
 
 

村
 
 

中
 
 
 

長
 
 

課
 
 

学
 
 

ヒ
 
イ
 
 

生
 
 

衛
 
 

福
 
 

〝  飯 塚 市  

”  久留米市  

〃
 
 
〃
 
 

”  査遠島宗 則 所 長 榊配  

〝  〝  環境科学部長 木藤 ■正  

”  篠 来 町 専門研究員 杉 奉昭  

〝  ′′  〝  

筑 紫 野 市 筑紫野市 副 所 長 高律 克巳  

福  岡  県 名 岡 市  

穂
正
智
一
 
美
■
 
 
よ
 
 

木
藤
田
尾
 
 

山
木
高
高
 
 

長
長
 
員
∵
貞
 
長
 
長
 
 
長
 
 

究
所
〝
闘
 
 

環
頻
 
研
専
 
別
 
布
 
 
細
 
 

町
 
市
 
 

全九州PCO協会  

産業公害防止協会  

九州産業技術連盟  

〃
 
 
〃
 
 
〃
 
 
〃
 
 

〝  

志 摩 町  小   
引 津 学  

福  岡  
′′  

′′  

志
 
直
 
 
 

立
校
県
 
 
 

高構 文巳   

中村 幸男  

〝  

大塚  偉  
〝  

庫
 
方
 
〃
 
〃
 
〃
 
岡
 
〃
 
〃
 
〃
 
 

福
 
 県

 
 

〃
 
〃
 
岡
 
〃
 
〃
 
 

福
 
 

巳
椎
巳
正
 
 

文
港
克
■
 
 

南
 
 

長
 
長
長
長
 
 

部
 
 

所
 
所
酵
 
 

境
 
 

別
所
副
〓
環
 
 
 

市
 
 

市
市
市
市
 
 
市
市
市
 
 
市
市
市
市
 
 

川
塚
錮
岡
〝
州
錮
岡
〝
川
堤
誓
 
 

北
鮫
久
礪
 
 
北
久
福
 
 
北
飯
久
直
 
 

長
師
 
 

課
 
 

‥
〝
 
 境

 
 

環
技
 
 

〃
 
 
〃
 
 
〃
 
 
〃
 
 
ル
 
 
〃
 
 
〃
 
 
〃
 
 
〃
 
 
〃
 
〃
 
 
〃
 
 
〃
 
 

■
幹
 
 
 

正
 
 

田
 
尋
 
 

大
 
八
 
 

堆
 
 

行
 
 

〃
 
 
〃
 
 
〃
 
 

〃
 
 
〃
 
 
〃
 
 
〃
 
 
 
 
 
本
 
 

木
 
 

貞
 
 
 

〃
 
〃
 
〃
 
究
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
 

研
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遇（つづき）  表 64  講  師   

年 月 日  会  名  場  所  派遣職員職氏名  

福  岡  県 筑 後 市 研 究 員 木本 行雄  
〝  甘 木 市  〝  〝  

〝  大 野城 市  〝  ′′  

〝  粕 屋 町  ′′  〝  

〝  中 間 市  〝  〝  

〝  福 岡 市  〝  〝  

〝  豊 前 市  〝  〝  

〝  福 岡 市  〝  ′′  

52．11．28  

52．11．29  

52．12．5  

52．1Z．6  

52．12．7  

52．12．9  

52．12．12  

盟．1．27  

52．7．13  

52．7．26   

53．3．3  

53．3．15  

52．7．29   

52．7．20  

昭和52年度風音振動研修会  
′′  

〝  

′′  

〝  

′′  

建築物環境衛生管理技術者講習会  ビ ル 管 理  
教育セ ン ター  

〃  

′′  

′′  

′′  

′′  

〟  

′′  

′′  

′′  

′′  

′′  

〝  

〃  

′′  

′′  

′′  

′′  

′′  

′′  

／′  

′′  

′′  

′′  

〝  

′′  

／′  

／′  

／′  

′′  

環境生物課長 山本 美穂  

〃  〃  

”  ′′  

〝 〝  

副 所 長 高橋 克巳  

環境理学課長 大田  寿  町
一
 
 

府
”
 
 

〝
〝
〝
：
〝
〝
〝
〝
＝
〝
 
 

ヶ
〝
〝
〝
 

宰
酌
‥
：
〝
〝
‥
〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝
 
 

大
公
 
 

〃
 
 
〃
 
 
〝
 
 
〃
 
 〝  

′′  

′′  

′′  

′′  

′′  

′′  

′′  

′′  

′′  

′′  

〝  

′′  

′′  

′′  

′′  

′′  

′′  

′′  

〝  

〝  

′′  

′′  

′′  

産業廃棄物処理業者講習会  

〝  （収集・運搬）  

〝  ′′  

〝 ′′  

（処理・処分）  

雄
幹
郎
吾
智
者
二
 
子
誠
宏
一
之
夫
宏
一
之
夫
春
雄
幹
郎
吾
智
善
子
誠
二
 
昭
郎
正
智
巳
穂
郎
正
 
 

行
正
四
龍
 
 
又
其
妙
 
 
昌
其
舷
昭
島
某
紙
昭
 
 
行
正
四
龍
 
 
又
妙
 
 
其
博
志
専
 
 
克
英
志
寺
 
 

本
尋
上
 
棟
田
村
本
川
∵
瀬
本
尾
藤
川
本
属
藤
川
田
本
尋
上
席
田
村
川
瀬
本
藤
原
藤
田
橋
本
原
藤
 
 

木
八
 
田
石
高
中
岩
自
永
森
高
近
岸
森
高
近
岸
大
木
八
 
田
石
高
中
白
永
岩
武
篠
木
高
高
山
篠
木
 
 
 

研 究 員  

技  師   

3
 
 

6
 
 

3
 
 

1
 
 

1
 
 

2
 
 

3
 
 
 
 
5
 
 
 
一
b
 
 

〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〝
 
7
．
〃
 
〃
 
”
3
．
〃
 
”
”
3
．
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
”
 
〃
 
〃
 
乱
”
8
．
〃
 
9
．
〃
 
”
 
〃
 
 

貝
 
 
 

〃
 
究
 
〃
 
～
 
 

研
 
 

技
 
 〝  

′′  

水 質 課 長  

専門研究員  

研 究 員  

技  師  

水 質 課 長  

専門研究員  

研 究 員  

技  師  

環境理学課長  

研 究 員  

〃
 
究
 
〃
 
〃
 
 
 

技
 
 
研
 
 

貝
 
 

日本原境衛生 大野城市 専門研究員 セ  ン  タ   ー  

2
 
 

5
 
 

研 究 員  

環境科学部長  

研 究 員  

副 所 長  

環境生物課長  

研 究 貞  

環境科学部長  

〃
 
 
”
 
”
 
 
〃
 
 
〃
 
 
〃
 
 
〃
 
 

′′  

〝  

′′  

′′  

日本環境衛生  
セ  ン  タ  ー  

′′  

′′  
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安 64  講  師  派  遣（つづき）  

年 月 日  合  名  主 催  場 所  派遣職貞職氏名  

52．9．9  産業廃棄物処理業者講習会（処理・処分）  日本環境衛生  
セ  ン  タ ー  

′′  

′′  

′′  

／′  

′′  

′′  

大野城市 水質課長  宏
之
昭
 
郎
正
 
雄
 
 

昌
絃
博
志
需
海
 
 

南
 
 

本
藤
藤
原
藤
田
 
 

森
近
武
 
篠
木
猿
 
 

研 究 貞  

寺門研究貞  

研 究 員  

環境科学部長  

所  長  

〝  

′′  

′′  

′′  

′′  

′  

′′  

52．11．8  廃棄物処理施設技術管理者資格認定講習  

（スクーリング）  

” 面接授業（ごみ1級）  

′′  ′′  

′  ′  

52．11．14  

53．1．23   

／′   

53．1．24  

53．2．2  

52．12．5  

52．12．6  

52．12．10  

53．2．13  

53．2．14  

53．2．14  

52．11．21  

52．11．22  

52．11．23  

！記．11．26  

環境科学部長 木藤 専正  

研 究 貞 篠原 志郎  

副 所 長 高橋 克巳   

所  長 猿田南海雄  

環境科学部良 木藤 寿正  

研 究 員 篠原 志郎  

所  長 猿田南海雄  

環境科学部長 木藤毒正  

研 究 貞 篠原 志郎  

所  長 猿田南海雄  

環境科学部長 木藤毒正  

研 究 員 徳永 隆司  

”  篠原 志郎  

”  面接授業（ごみ2級）  

′′  ′′  

′′ ′′  

〝   面接授業（し尿1級）  

′′  ′′  

′′  

”  面接授業（し尿2級）  

′′  

〝  〝  

′′  

”
 
 
〃
 
 
”
 
”
 
 
〃
 
 
”
 
”
 
 
〃
 
 
”
 
 
〃
 
 

ヽ
 
 
 
 
 
 
′
 
 

〃
 
 
”
 
 
〃
 
”
 
 
〃
 
 
〃
 
 
 
 
〃
 
 
〃
 
 
”
 
 

表 65  職   員   技   術  研   修  

年 月 日  会  名  主 催  場 所  派遣職員職氏名  

52．5．18－6．18 昭和52年度水質保全研修（初級分析コース）環  境  庁 所 沢 市 根   師 古賀けい子  

52．6．29－7．2 地方衛生研究所試験担当者講習会  厚  生  省 東 京 都 専門研究員 上和田幸子  

52．7．6－9  騒音振動分科会  

52．7．18－20  衛生管理者受験講習会  

52．8．3－4、 JIS 説明会  

′  ′′  

′′ ′′  

52．10．19  ミリポア技術講習会  

′′ 〝  

52．11．9－13 昭和52年度食品化学特殊技術講習会  

52．11．29－12．2 衣類中の防虫剤・防災剤講習会  

53．2．26－3．4 第9回波高分析器技術研修  

盟．2．26－3．9 昭和52年度悪臭防止研修（分析コース）  

53．3．17一  大気汚染対策協議会研修会  

′′  ′′  

′／  

産業公害連合部会 名 古屋 市 技  師 八尋 正幹  

福 岡 市 事 務 主 査 福井 義雄  

日本規格協会  ′  技  師  川
瀬
本
吉
田
 
田
崎
利
瀬
 
 
木
田
瀬
藤
 
自
∵
永
 
岩
福
 
多
 
飯
大
毛
永
森
黒
 
高
永
 
乙
 
 

′′  

日本 ミリ ポア  

′′  

二
 
典
肋
 
雄
彦
美
誠
彬
則
知
日
誠
欝
 
 

其
成
俺
隆
靖
隆
 
 

重
 
 

千
 
 
 

専門研究員  

技  師  

研 究 員  

専門研究員  

技  師  

都
 
 
市
市
市
 
 
 

”
京
 
～
 
糞
 
沢
岡
 
″
 
 

東
 
 
千
 
所
福
 
 

厚  生  
′′  

科 学 技 術  

環  境  

省
 
 
庁
庁
染
合
 
 

師  

長  

技
管
技
研
技
 
 

福
対
 
 

課
 
 

理
 
 師  

究 員  

師  ′′  

53．3．24－25 臨床検査技師・衛生検査技師研修  福  主 任・技 師  
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庶  務・会   計  

当所の組織機構と業務内容は下記のとおりで，当年度の職員配置，歳入，歳出，予算決算等は表66－  

72に示すとおりであった．  

組織機構と業務内容  

一総 務 課：人事，予算等の庶務及び物品調達の経理事務  

I  

運営業務  

一細 菌 課：赤札 食中毒等の病原細菌及び食品，水等の細菌学的試験研究  

－ウイルス課：インフルエンザ，日本脳炎等のウイルス，リケッチャの試験研究  

一皮 学 課：特殊疾病及び環境の不健康要因等に関する疫学的調査研究  

一衛生化学誅：食品，農薬，医薬品，化粧品等の試験研究，放射能調査  

一大 気 課：大気汚染及び臭気に関する試験研究  

一水 質 課：水質汚濁，井水，上水，温泉等の試験研究  

一環墳理学課：廃棄物に関する試験研究，騒音・振動に閲すろ測定調査  

一環墳生物課：衛生動物に関する検査研究  
環境に関する動物学的，植物学的調査研究  

一管理部－  

所 長一副所長－  ー保健科学部－  

一環墳科学部－  

表 66  定員現員調（昭和53年3月31日現在）  

職  種  定 員  現 員  

職
∵
汚
 
究
 
術
 
職
 
 

串
 
柿
 
技
 
師
 
」
－
1
－
、
務
 
 
 

・
職
 
 

救
 
 

医
 
 
行
 
 
労
 
 

3
 
 
6
1
 
2
 
6
 
 

3   

11   

61  

2  

6  

83  83  

置（昭和53年3月31日現在）  醗
 
 

員
 
 

職
 
 

7
 
 

A
V
 
 

表
 
 

主
 
 

謀
 
 

部
 
 

副
 
 

主
任
技
師
・
技
師
 
 

主
任
主
事
・
主
事
 
 

研
 
 
究
 
 
員
 
 

専
 
門
 
研
 
究
 
員
 
 

動
 
物
管
 
理
 
 

手
 
 

工
 
 

自
動
車
運
転
士
 
 

ボ
イ
ラ
ー
技
士
 
 

査
 
 

長
 
 

長
 
 

所
 
 
長
 
 

長
 
 

計
 
 

l
 
 

長
 
長
 
長
 
課
 
課
 
課
 
 
 

所
 
 
務
理
菌
 
 

所
副
部
総
管
細
 
 

1
 
 

1
 
 
1
 
 

l
 
1
 
2
 
2
 
0
 
5
 
4
 
6
 
8
 
7
 
6
 
6
 
5
 
3
 
 
 

l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
 

0
0
 
 

1
 
 

2
 
 

1
 
 

l
 
 
1
 
 1

 
 

1
 
2
 
1
 
2
 
1
 
1
 
2
 
2
 
1
2
 
 

ウイルス課  

疫 学 課  

衛生化学課  
大 気 課  

水 質 課  
環境理学課  

環境生物謀  

計  7
 
 

4
 
2
 
3
 
9
 
1
 
1
 
2
3
 
 

3
 
 

1  台  
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表 69 衛生公害センター歳出決算一覧  表 68 衛生公害センター歳入決算一覧  

別  金 額（円）  科  目  金 額（円）  

金
 
費
貸
費
費
貸
 
 

借
 
 
閉
 
務
 
託
 
 

貨
報
 
旅
 
需
 
役
 
委
 
 

646，800  

66，000  

3，937，915  

43，015，042  

2，997，255  

34，778，960   

189，030  

2，474，200  

30，000   

10，000   

165，000  

使用料及び手数料  Zl．274．82り  

財 産 収 入  47，760  

謂  収  人  1，114，103  

計  22．436．683  

使用料及び貸借料  

備 品 購 入 費  

負担金補肋及び交付金  

補償補填及び賠償金  

公   課   費  

計  88，310，202  

決  算（円）  表 70  予  算  

予 算 飴  決 算 額  増  減  

費
牛
糞
辛
費
干
葉
契
 
 

岸
 
 

理
生
生
所
 
 

管
衛
衛
 
 
薬
業
海
湾
 
 

務
衆
境
健
 
 
J
 
 

総
公
環
保
医
林
河
港
 
 

29，377，626  

423，263，490  

86，061，465  

93，960  

2≡追，500  

998，250  

75，000  

299，200  
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項  目  一 般  行 政  計   

腸 内 細 菌（1）  49   49   細 菌 学 的 検 査 即    896  471  1，367  
分  食 lコ  

細  ロロ 衛  359  

同  生  の  他 鋤  
菌  

その他の細菌（4）  原  121  
飲  

検  水   46  261  
料  

浄  159  
査  水  

水   37  264  

動  物  試 験（7）  検  
井  460   

分  リ  オ（8）  査   
水   

離  
細 菌 学 的 検 査 鑓¢  

同  
理 化 学 的 検 査 杜刀  

ウ 九 ス  8   生 物 学 的 検 査 ㈹  

リ ケ  リ  オ（12I  細菌学的検査 仕切   970  970  

ツ  

ア 検  
チ  

3   17   

清 掃 関 係 検  

査  査   の  他 伍カ  

公  
降下ばい じん 醐   110   35  145  

動  物  試  験（柑  
大  34   封   

結  逝じ  
円 臼  12   58   70  

棟   
関  

汚  514  514   
化  

椎  茸（1g）  染  40  亭50  
性  

り  ん  病 ¢α  係  その他の有害物質銅  1，941  1，！旭1  

病  
そ  の  他 倒）  河   2  1，563  1，565   検  

寄  生  虫 位カ  汚 濁   の   他 榊  

生  
虫  

頬 伽  3   査  の  他 ¢”  2   10   12  

原  一 般 室 内 環：境l陀  

虫   の  他 伽  8   3   般  場  水 脚  

食  6   環  ル  水 糾）  
虫  
寺   境  の  他 ㈹  7   105   112   

病化  尿  ¢ゆ  放  7   85   92  

理学  
・検  定  性 ¢切  射  品 一打  9   10  
生査  
（  定  量 鋤  能   の  他 ㈹  14   71   85  

血 球 検 査 飢  温泉（鉱泉）泉 質 検 査 闘  2   3   5  

理 化 学 反 応 ¢辺  薬  薬  品 仔α  3   3  

血  液  型 錮  同 ロロ   の  他 仔1）    106   5   

そ  の  他 伽  栄  5  5  

き 養   の  他 仔劫  31  31  

． の  他 ㈹  そ  の  他（細  3  3  
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名  簿（昭和53年3月31日現在）  強  鼻  

当所就任  

年月 日  
当所就任  

年月 日  
所属部課名  城  氏 名  所属部課名  

所  長 猿田南海雄  

副 所 長 高橋 克巳  

管 理 部  管理部 長 姉川 国繁   

総 務 課 総務 課 長 一法師徳之助  

事務 主査 福井 義雄  

主任 主 事 肥後八重子  

〃  木村 保子  

主  事 梅崎 広記  

ク  岩下 妙子  

〃  近藤  司  

〃  河野 直樹  

技  師 田中 勇二  
〃  永田  満  

〃  清水 哲也  

〃  大山 喬幸  

衛生化学課 専門研究員 上和田幸子 朝．4．7  

研 究 貞 飯田 隆雄 45．5．1  

〃  北  直子  46．11．1  

主任 技 師 乙藤 千寿 46．11．16  

技  師 毛利 隆美 別．8．1  

〃  久保山萱志子  35．4．1  

環境科学部 環境科学部長 木藤 書正 亜．8．10  

大 気 諜 大気課長 木藤 鶉正 札8・10  
研 究 貞 右横 能書  39．4．10  
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47．4．11  

51．5．11  

51．5．21  

52．5．10  
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花田 嘉明  

森田 邦正  

ケ  松宮  繋  

〃  黒木 重刑  

〃  廣田 弘健  

保健科学部  保健科学部長 高凍 克巳   

細 菌 課 細菌 課 長 大塚  倍  

技  師 江崎 叢書 49．1．5  
〃  岸川 昭夫  47．4．1  

〃  北 喜代志  47．7．1  

〃  古賀けい子  別．8．1  

〃  大石 典弘  52．11．1  

専門研究員 常盤  寛 刀．6．1  

技術 主 査 佐藤ハルヱ  別．10．1  

研 究 貞 乙藤 武志  

技  師 武書 庫明  

ウイルス課 ウイルス課長 武原 碓平  

専門研究旦 福吉 成典  

45．5．18  

45．4．1  

24．10．1  

三氾．8．1  

大田  寿  24．10．1  

専門研究負 大崎真砂子 39．4．10  

〃  武藤博昭  

研 究 員 木本 行雄  

技  師 八尋 正幹  

ク  田上 四郎  

環境生物課 環境生物課長 山本 英穂  

専門研究員 小村 棉  
〃  杉  泰昭  

研 究 月 山崎 正敏  

主任 技 師 村田 敦子  

48．9．10  

48．9．10  

48．9．10  

49．1．5  

：弘．8．16  

49．8．16  

48．9．10  

∈氾，11．1  

48．11．1  

〃  長谷川孝志 ：娼．4．1  

技  師 多田 俊助  51．4．10  

疫 学 課 疫学 課 長  高橋 克巳 47．4．11  

専門研究貞 小河  章  亜．5．28  

研 究 員 稲益 達夫  48．9．10  

〃  篠原 志郎  48．10．1  

〃  柳川 正男  45．5．1  

〃  井野 孝男  亜【．8．1  

技  師 片岡恭一郎  48．6．1  
衛生化学課 衛生化学課長 中村 幸男 別．10．1  

専門研究貞 大崎 清彦  39．4．10  

（休即）専門研究員  
l．。1， 
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福岡県衛生公害センター年報 5号  

（昭 和 52 年 度）   

資  料   

当所で実施する研究業務の成果は，学術情報の効果的なサーキュレイションという観点から，それ  

ぞれ専門学会・学会誌での公表を原則としてきたので，当所年報の内容は当該年度の業務概要の報告  

だけにとどめてきた．   

当所の主要業務である多数の行政依頼調査の成績は，該当省に報告され行政面では活用されるが，  

それらの成績が学会誌に公表されることは少ない．しかし，それらのうちには，行政的に支障がない  

かぎり，学術的記録として残す十分な価値のあるものも少なくない。また，公害・環境問題に関する  

調査，研究には学際的な課題が多く，その成果の公表にさいし，既存のどの学会にも内容的になじま  

ないものもある．このよなう点を考慮し，関係学術情報の放出をより円滑にする目的で，本号から当所  

年報の一部に“資料”の項を設け，当所において実施された研究のうち，いろいろな都合によりこれま  

でに誌上発表されなかった成績で，かつまとまりのついたものを原著形式で順次収録することとした．  

したがって，当所年報に資料として掲載するものはすペて原報であり，他誌に発表した業績の再録は  

ない．   
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家兎におけるアクリルアミドの血中及び  

尿中濃度の推移  

小河 章＊・芥野琴男＊・高橋克巳＊   

アクリルアミドモノマー（AA叫）は，合成樹月旨，塗料  

接着剤，ゴム，写真材料，紙などの増強剤，強化剤，凝  

集剤として広範囲に使用されている．昭和49年3月，福  

岡県下で1〉土木工事に地盤強化剤として，ケミカルグラ  

ウト施工に使用されたAAMが井水を汚染し，その飲用  

による健康被害症例の発生を契機として，あらためてそ  

の毒性が注目された．しかし，AAMの生体内代謝挙動に  

ついては，その微量定量が困難であるため，14C－AAM  

の放射活性を指榛とした動物実験報告2）があるにすぎず，  

その詳細については必ずしも明確ではない．筆者らは，  

ECD付ガスクロマトゲラフ（ECD－GC）によるAAMの  

直接測定法3）を用いて，家兎におけるAAMの各種投与  

法について，血中，尿中及び各種臓＃内AAM濃度の推  

移を観察し，AAMの生体内代謝挙動について考察した  

ので報告する．  

実験及び分析方法  

実験動物：日本在来種白色堆性家兎（平均休重4．Okg）  

3羽を1群として使用した．   

AAM投与量及び投与方法：AAMは和光耗薬製を使  

用した．投与量は一つの実験群では50mg／kg，他では  

100mg／kgとした．前者では，皮下，静脈及び経口投  

与，後者では，皮下及び経口投与をそれぞれ毎日1回実  

施した．   

血液及び尿採取方法：血液は耳介静脈から0．5mlを，  

投与前，投与後15分，30分，45分，60分，90分，2時間  

3時間，4時間，6時間，8時間，12時間，24時間の経  

過時間ごとに採取した．尿は投与前及び投与後に数回カ  

テーテルを使用して採取した．   

臓器等採取方法：家兎は皮下投与（100mg／kg）24時  

間後にと殺し，血液，尿，大脳，小脳，肺，肝臓，脾臓，  

心臓，腎臓，胆のう，坐骨神経の採取を行った．   

分析方法：生体試料中のAAM分析方法は，図1に示  

すとおりに，深町ら3〉の方法を一部変更して行った．測  

定にあたっては，ECD－GC（島津3BE）を用いた．本法  

の検出限界値は，AAMとして0．01ngであり，繰返し  

実験の変動係数は0．021－0．045であった．  

結  果  

家兎にAAM連続投与後の，各種症状の発現及び死  

亡時期についてみると，投与量及び投与方法により若干  

の時間的ずれはあるものの，各投与群に共通して食欲不  

振，尿閉，全身振せん，後肢の麻揮及び開脚がみられ，  

100mg／kg投与群では，皮下投与の場合2回目に，経口  

投与の場合3回目に，また50mg／kg投与群では，皮下  

投与の場合4回目に，経口投与の場合6－8回目に，静  

脈投与の場合では4回目にすべて死亡した．   

これら家兎に投与されたAAMの血中濃度の経時的変  

化は，図2に示すとおりである．すなわち皮下及び経口  

投与では，いずれも15分後すでに血中濃度は急速な上昇  

を示し，30－90分で最高に達した．その後徐々に減少し，  

約4時間後には半減した．静脈投与においては，投与直  

後が最高濃度を示すが，その後は皮下及び経口投与と同  

じく約4時間で半減した．更にその後もゆるやかに減少  

を続け，12時間以後には検出限界値以下となった．血中  

濃度レベルは，投与量が一定のときは，静脈投与が最も  

高く，以下皮下投与，経口投与の順に低くなる傾向がみ  

られた．また投与量についてみると，各投与方法ともに  

100mg／kgと50mg／kgとの血中濃度の比は，おおむね  

2：1であった．これらのパターンは，連続投与におい  

て常に繰返し出現した．   

尿中濃度の推移は図3に示すとおりで，投与後1回目  

採取時が最も濃度が高く，以後経時的に減少し，約12時  

間以後は検出限界値以下になった．  

筆 
血液・尿100倍液5m】  

を加えて ズ  
モジナイ  

0．INKBr・KBrOll，25ml  
（bn仁HCI  O．丸山  

苫  
残速  水層  

r  

（1）に続く  

放置Ⅰ5分間  

過剰の8rをハイポで除去  
酢酸エチル 5ml  

振り混ぜる1分間 「⊥「  

水層  酢酸エチル層  
」  

フロリジルカラム  

II  

GC（ECDl（島津3BE）  

Akir80go，Mineo Ke8hino ＆htsumiT8hha8hi：BIood  

leve18and urinary excretionofAcry18midemonomer adm－  
iniBtrated by variouB rOute9in rabitB．  
＊福岡県衛生公害センター 保健科学部 疫学課  図1 AAM分析フローチャート   
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図 2  アクリルアミドモノマーの血中濃度の軽時的変化  

，●－P．0．50mg／kg，－－●・・ p・0．100mg／kg，－○－S．C．50mg／kg  

－・・○・・－ S．C．100mg／kg，…C・・・i．v． 50mg／kg   

皮下投与（100mg／kg）24時間後にと殺採取した血液，  

尿，大脳，小脳，肺，肝臓，牌臓，心臓，腎臓，胆のう  

坐骨神経のすペてからAAMは全く検出されなかった．  

考  蕪  

家兎に投与されたAAMは，投与方法に関係なく極め  

て迅速に吸収され，その血中濃度は，静脈投与では投与  

直後に最も高くなるのは当然であるが，皮下及び経口投  

与においても30－90分で最高濃度を示した・しかしその  

後は急速な減少を示し，すでに投与後約4時間で半減し，  

更に12時間前後では検出限界値以下になった．   

尿中のAAM濃度も投与後1回目に採取したものが最  

も高く，以後液少しながら12時間後では血中濃度同様に  

検出限界値以下になった．また投与されたAAMの尿中  

排泄量は，AAM総投与量のわずか1％前後にすぎなか  

った．   

AAM投与24時間経過後採取した体内各種臓器，血液  

及び尿中からは，AAMは全く検出されなかった．   

これらの所見を，家兎に14C－AAMを投与した橋本他2）  

の報告に比べると，その血中濃度の急速な上昇は同様で  

あるが，その後の減少過程は24時間以上にわたり麿寝で  

あり，更に24時間後の体内各種臓器及び血液，尿中にも  

14Cの蓄積がみられ，尿中に大量の14Cが排泄されるの  

と明らかに臭っている．これらの相違は，筆者らが生体  

内に存在する遊離AAMの挙動を測定しているのに対し  

て，橋本ら2）は14C－AAMを指標とし，遊離AAM及び体  

内組織あるいはタンパク質等と結合し，またはその分解  

代謝物を合わせたものすべての14Cの放射能値を測定し  

たこととの，質的差異を示すものと考えられる．したが  

って投与後の血中濃度が最高濃度に達するまでの時間は，  
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図 3 アクリルアミドモノマーの  

尿中累積排泄量   

筆者らの成績と一致しているが，その後の時間摩過とと  

もに，血中，尿中，臓器等に残存する遊離AAMと14C－  

AAMとの量的差異が顕著になり，遊離AAMの迅速な  

結合，分解及び排泄等の代謝進行過程が示唆されている．   

以上のようなAAMの生体内挙動からみて，人体に吸  

収または摂取されたAAMは，その化学的特性すなわち  

化学構造上の強い反応性によるために，生体内組織ある  

いはタンパク質等と極めて迅速に結合し，遊離AAMと  

して生体内に長時間にわたり存在することはないものと  

考えられる・そのため人体から遊離AAMを検出するに  

あたっては，接触時早急に行うことが望ましい．また遊  

離AAMは蓄積性はないが，中枢神経及び組織との結合  

は急速に進行すると思われるので，労働衛生面から特に  

その取扱いにあたっては十分な注意が必要である，   

付記：本論文の要旨は，第49回日本産業衛生学会（岡  

山市，昭和51年4月2日）において発表した．   
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GC－MSによる大気浮遊粉じん中の変異原物質の分析  

森田邦正＊・森  

大気中の変異原物質を検出同定することは，近年急激  

に増加しつつある肺がんとの関連においても重要である．  

浮遊粉じん中の中性物質をアルミナカラムで分画し発が  

ん物質及び変異原物質の迅速な検出法てあるAmes由来  

のネズミチフス菌変異株m98を使って変異原性を調べ，  

変異活性を示す分画をGC－MSl）2）3）を用いて検討した．  

彬＊・常盤 寛＊＊   

出器によって，8時間抽出し，ロータリーエバボレータ  

ーで減圧濃縮した．抽出物はエーテル50mlに溶かして，  

50mlの2N水酸化ナトリウムで3回，50mlの2N塩  

観で2回洗い，中性物質を分離，濃縮した．   

活性化したアルミナ（1N塩酸及び水で洗浄乾燥後，  

電気炉で400℃3時間加熱，放冷後含水率1％にしたも  

の）を，乃－ヘキサンを用いて内径1皿のカラムに湿式充  

てんし，中性物質を約5mlの乃－ヘキサンに溶かしてア  

ルミナカラム上にのせ，約5mlの乃－ヘキサンで数回容  

器とカラム壁面を洗い，乃－ヘキサン80mlで溶出した．  

これをさきの約40mlの〝－ヘキサン洗液と合わせてフラ  

クション No．1とした．さらに表1に示すように，エチ  

ルエーテル・〃－ヘキサン混合溶液2％，4％，6％，10％，  

方  

1 試料調製   

分析に用いた大気浮遊粉じん試料は，ハイポリウムエ  

アサンプラ一によって，2週間（48時間ごとにガラス繊  

維濾紙，東洋ろ紙GBRlOOを交換）捕集した．回収し  

たろ紙は，10％エーテル・乃－ヘキサンでソックスレ一拍  

妻1 ネ ズ ミ チ フ ス菌TA98株によ る突然変異活性  

流   量  復帰致／プレート  

（ml）  （×20）  
フラクションNo．  溶  出  液  

1
2
3
 
4
 
5
6
 
7
8
 
9
1
0
 
1
1
 
1
2
 
1
3
 
1
4
 
1
5
 
1
6
1
7
1
8
 
1
9
 
2
0
 
 

n－ヘキサン  

2 ％  エーテル・カーヘキサン  

ク  

4 ％  エーテル・乃－ヘキサン   

′′   

6 ％  エーテル・れ－ヘキサン   

′   

10 ％  エーテル・n一ヘキサン   

′′  

10 ％  エーテル・萄－ヘキサン  

〝  

25 ％  エーテル・れ－ヘキサン   

′′  

40 ％  エーテル・れ－ヘキサン   

〟   

60 ％  エーテル・n一ヘキサン  

′′  

エーテル   

〝   

10 ％  メタノール・エーテル  

120  

40  

40  

40  

40  

40  

40  

40  

40  

40  

40  

40  

40  

40  

40  

40  

40  

40  

40  

80  

0
0
0
8
6
2
1
6
7
1
6
8
1
2
9
瑚
6
1
5
5
0
3
6
6
8
揃
9
5
7
捕
2
6
0
飢
5
3
0
8
3
1
 

0
 
 

1
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

KunimaB＆Morita，AkiraMori＆Hiro8hiTokiw＆：Detemination ofmutageTlic sub8t且nCe9in airborne p且rticulate matter  

byga8Chromatogr8pby－m888SpeCtTOnetry．  

＊有岡県衛生公害センター 管理課，…同 疫学深   
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15％，25％，40％，60％，100％の各80mlで噸次溶  

出し，フラクションNo．2からNo．19 とした．最後に  

10％メタノール・エチルエーテル混合溶液80mlて溶出  

し，フラクションNo．20 とした．各フラクションを減  

EE濃縮し，突然変異活性試験及びGC（FID），GC－MS  

の試料とした．  

2 測 定  

GC－MSの分析条件は次のとおりであった．  

ガスクロマトグラフ：日本電子JC－20K（FID）  

カラム：ステンレスカラム，3mmx4m  

充てん剤：6％デキシル300，クロモソルプW，AW，  

DMCS60－80メッシュ  

表 2  浮遊粉 じん中の多環芳香族炭化水素  

間
 
 

鯛
㈲
 
 

保
 
 

軋
 
 
ク
 
 
 

＋
 
 
 

ピ
 
 

フラクション  

軋  
分子量  化   学   物   質   名  

紛
 
乃
 
乃
 
9
2
 
鵬
 
佗
 
佗
 
1
6
 
1
6
 
1
6
 
1
6
 
罰
 
知
 
2
8
 
益
 
2
8
 
4
2
 
4
2
 
5
2
 
5
2
 
5
2
 
5
2
 
記
 
指
髄
 
祁
 
7
6
 
相
 
関
 
碓
 
9
2
 
9
2
 
佗
 
0
2
 
佗
 
0
0
 
l
 
l
 
l
 
1
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
 
 
2
 
 
 
2
 
 
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
 
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
 
 
2
 
 
 
3
 
3
 
3
 
3
 
 

1
2
 
1
4
 
1
4
 
1
7
 
2
1
 
2
 
器
 
2
5
 
お
 
2
6
 
2
6
 
お
 
か
 
2
9
 
罰
 
別
 
封
 
謂
 
 

6
 
6
 
6
 
0
0
 
6
 
 
 
 
0
 
5
 
 
 
 
0
 
4
 
6
 
8
 
2
 
1
1
1
1
1
 
 

7
 
9
一
一
一
一
1
 
7
一
一
7
一
一
一
一
一
 
 
 
 
 
 
 
5
 
5
 
5
 
7
 
5
 
 
 
 
9
 
4
 
 
 
 
9
 
3
 
5
 
7
 
9
 
 

1
 
 

1
 
 

Methylfluorene  

Anthr8Cene  

PhenzLnthrene  

Methylphenanthrene  

Dimethylphenanthrene  

Fluor＆nthene  

Pyrene  

Methylpyrene，Methylfluoramthene  

Benzo（＆）fluorene※  

Benzo（b）fluorene※  

MethyIpyrene．Methylf］uor＆nthene  

Methylbenzo（＆）fluorene  

Methylbenzo（b）fluorene  

Benzo（c）phen＆nthrene※  

Benzo（ghi）fluoranthene  

Benzo（＆）anthr＆Cene※，Chrysene＃   
Triphenylene※  

Methylchrysene，Methyltriphenylene   
Methylbenzo（＆）anthracene  

Methylchrysene，Methyltripheny］ene   
Methylbenzo（a）＆nthr＆Cene  

Benzofluoranthene※   

Benzofluoranthene※   

Benzofluor8nthene※  

Benzo（＆）pyrene※，Benzo（e）pyrene※  

Perylene   

Dibenzo＆nthr＆Cene※，Dibenzopllen＆nthrene※  

Methylbenzopyrene，Methylperylene   
MethylbenzofluoraJltllene   

Antll＆nthrene，Indeno（1，2，3－Cd）pyrene※   

Anthanthrene，1ndeno（1，2，3－Cd）pyrene※   

Dibenzo＆nthr＆Cene楽，Dibenzophenanthrene※   

DibenzozLnthr＆Cene耗，Dibenzophenanthrene※   

Benzo（帥i）perylene※   

Methyldibenzoanthr＆Cene  
Methyldibenzophen＆nthrene   

Methyldibenzo＆ntllraCene  
Methyldibenzophen＆nthrene   

Dibenzopyrene 1ll 

Diben20pyrene※   

D ibenzopy rene m 

Coronene寵  

3
 
8
 
9
 
1
3
 
詑
 
兄
∵
詔
 
舗
〓
調
 
亜
 
4
1
 
4
9
 
5
 
訂
 
盟
髄
 
飢
 
幻
 
9
1
 
鋸
 
9
5
 
0
1
 
旧
 
鵬
 
礪
 
1
5
 
1
7
 
1
8
 
1
9
 
2
 
2
6
 
2
7
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 

6
 
7
 
7
 
6
 
3
 
1
 
5
 
3
 
亡
U
 
l
 
l
 
1
 
7
 
7
 
2
 
7
 
 

9－12  

9－10  

14－15  

12－13  

10－11  

10－12   

10  

9  

10－14  

13－14  

12－13  

14－16  

17－19  

11－1・2  

14－15  

14－15  

16－19  

13－14  

14－15  

12－13  

4
 
 
 
 
2
 
 

3
 
5
 
6
 
2
 
8
 
0
0
 
7
 
 
 
2
 
0
 
1
 
亡
U
 
6
 
5
 
 
 
1
 
 
 
1
 
2
 
1
 
6
 
 

認
 
認
 
認
 
亜
 
亜
 
亜
 
4
1
 
亜
 
亜
 
亜
 
亜
 
4
7
 
亜
 
4
9
 
日
 
見
〓
地
 
先
 
 

131  

132  

133 

1封  

※発がん性又は変異活性の認められているもの   
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ルミナカムラ上での挙動及びマススペクトルから多くの  

化合物を推定した．中性分画の試料から多数の多環芳香  

族炭化水素を検出したが，そのうち主なものを表2に示  

した．なお表2において※印を付したものほ発がん性又  

は変異活性が認められているものである・   

表3には，フタル酸エステル，ジベンゾフラン，キノ  

ン等の酸素原子を持つ化合物を示した・キノン化合物は  

アルミナカラムによる分離で，フラクションNo．14か  

らNo．柑に多く含まれており，C＝0の脱離による特  

長のあるマススペクトルを示した・   

表4には，硫黄原子を持つ化合物を示した・ジベンゾ  

チオフェン顆は，アルミナカラムで多環芳香族炭化水素  

に比較して速く溶出した．更に，表5に含窒素化合物2  

成分と農薬2成分を示した・   

発がん物質であるベンゾ（a）ビレンは，フラクション  

No．10，11にあり，No．10の変異活性は主にペンゾ（a）  

ビレンと考えられた．フラクションNo．12は強い変異  

活性を示しており，ベンゾ（a）アントラセン，クリセン  

ペンゾフルオランテン，ベンゾ（ghi）ペリレン等の発が  

カラム温度：160－315℃昇温，4℃／min   

キャリアーガス：N2   

質量分析装置：JMS－OISG－2型   

イオン化電圧：28eV   

イオン化電流：200／JA  

結果と考察  

捕集した浮遊粉じんの抽出物は204．2mgであり，その  

うち中性物質は137．7mgであった．各フラクションの，  

TA！娼株による変異活性は表1に示すとおりで，フラク  

ションNo．1からNo．3には変異活性はなく，No．1に  

は〃－エイコサン，〟一へネイコサン等の炭素数20から32  

の脂肪族炭化水素が存在した．No．4からNo．19の各フ  

ラクションにいずれも変異活性が認められ，特にNo．12  

とNo．15からNo．18 に強い活性を示した．No．20 に  

は変異活性はなく，多量の黒褐色物質が存在した．   

変異活性のあったNo．4からNo．19を各フラクショ  

ンごとに，GC（FID）で測定後，GC－MSでマススペク  

トルを測定し，標準試料を用いて同定した化合物と，ア  

表 3  浮 遊 粉 じ ん 中 の 含 酸 素 化 合 物  

間
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Ib．  
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1
 
 

8
2
 
舗
 
9
6
 
舗
 
1
0
 
7
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0
8
 
0
8
 
2
2
 
2
2
 
罰
 
％
 
3
0
 
胡
 
認
 
 

l
 
l
 
l
 
1
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
3
 
2
 
2
 
2
 
 

Methyldibenzofur8n  

Dimethyldibenz：Ofur＆n  

Dimethyldibenzofur＆n  

Dimethyldibenzofur＆n  

Trimethyldibenz：Ofur＆  

Di，n－butylphth＆l＆te  

Anthr叫uinone  

Phen＆nthrenequirlOne  

α一MethylaJlthr叫uinone  

β－Methyl＆nthr＆quinone  

Dimethyl′＆nthr叫uinone  

Di（2－ethylhexyl）phth＆l＆te  

BenzoaJlthrone  

Methylbenz：0＆nthrone  

Benzo（＆）8nthr叫uinone  

表 4  浮 遊 粉 じ ん 中 の 含 硫 化 合 物  

保持時間   フラクション  
（分）  N0．  

化   学   物   質   名  

6
 
2
 
6
 
9
 
6
 
1
 
 

1
 
1
 
1
 
2
 
3
 
 

6
 
6
 
 

－
 
 
■
 
 
■
4
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4
 
4
 
4
 
 

5
 
5
 
 

糾
 
9
8
 
1
2
 
1
2
 
2
6
 
2
6
 
1
 
1
 
2
 
2
 
2
 
2
 
 

Dibenz：Othiophene  

Methyldibenz：Othiophene  

Dimethyldibenz：Othiophene  

Dimethyldibenz：Othiophene  

Trimethyldibenz：Othiophene  

Trimethyldibenzothiophene   
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表 5 浮遊粉じん中の農薬と含窒素化合物  

保持時間   フラクション  

（分）  N仇  
分子量  化   学   物   質   名  

8
 
7
 
1
 
7
 
 

0
0
 
6
 
8
 
1
 
 

2
 
1
 
1
 
3
 
 

12．8  12－14  

15．8  19  

18．8  19  

27．9  7－ 8  

BHC  

CarbazoI  

MethylcarbazoI  

CNP  

5
 
0
 
5
 
8
 
 
 
 
1
 
1
 
4
 
 

ん物質を含んでいるが，この主因は，ベンゾフルオラン  

テンと考えられた．またNo．15からNo．18の強い変  

異活性は，ベンゾアントロン，ジベンゾアントラセン，  

ジベンゾフェナントレン，ジベンゾピレン等によるもの  

と考えられる．   

大気浮遊粉じん申の中性物質には，今回分析した化学  

物質以外にも多くの未確認ピークがあり，すでに報告さ  

れている発がん物質の他にも変異原物質及び発がん物質  

が存在する可能性がある．また酸性物質及び塩基性物質  

についても化学的にどのような物質であるか検討中であ  

る．  
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県内における固定発生源からのばいじん及び  

重金属の排出と乗じん装置の効率   

岩本真二＊・石橋龍吾＊・高田 智＊・中村又善＊・永瀬 誠＊   

が排出基準を越えていた．そのほかの19施設については，  

それぞれの排出濃度及び排出基準値（大気汚染防止法に  

よる）との比によって次のように分類した．その結果は  

10／10（排出基準）－1／10：7施設，1／10－1／50：6施設，  

1／50－1／100：3施設，1／100以下：3施設であった．   

2 発生ばいじん濃度（乗じん前）及び集じん装置  

（表1，表2）   

なんらかの集じん装置を設置していたのは，調査対象  

20施設のなかで14施設であった．集じん前の発生量が  

1g／m8N以上の施設は石炭ボイラー（No．3），亜鉛渾  

熔焼炉（No．6）等8施設であった・また，ばいじん発  

生量が少ない施設は，重油ボイラー（No．1，2），アル  

ミスクラップ熔解炉（No．9）等の6施設であり，この  

申で（No．9）以外は集じん装置を設置していなかった．  

設置されていた集じん装置の種類では，バッグフィルタ  

ーが最も多く8施設，以下電気集じん機2施設，サイク  

ロン式集じん機2施設，洗浄式集じん機（エアタンブラ  

ー，スクラバー）2施設であった・バッグフィルターを  

使用している施設での排出ばいじん濃度は亜鉛揮焙焼炉  

（No．6）のそれを除いて，いずれも0．01g／m3Ⅳ以下  

であり，バッグフィルターの集じん性能の良さを示した・  

電気乗じん機も同様，高い集じん効率を示した・サイク  

ロン式集じん機は，煙突の途中に取り付ける簡単な装置   

浮遊粒子状物質による大気汚染防止対策樹立のための  

基礎的資料を得る目的で，福岡県における各種ばいじん  

発生施設から排出されるばいじん及びそれに含まれる重  

金属の濃度並びに乗じん装置の効率の実態調査を行った  

ので，その所見について述べる．  

調 査 方 法  

調査対象施設：表1に示した20施設・   

調査期間：昭和52年9月から昭和53年3月まで・   

測定分析方法：ばいじん濃度の測定はJISZ8808に  

準拠し，採取したはいじん申のCd，Pb，Zn，Cu，Fe，  

Mn及びNiは原子吸光法により分析し，ⅤはJIS K  

OO83に準拠して分析した・  

結果及び考察   

ばいじん濃度測定結果及び重金属成分分析結果を表2  

に示す．  

1 ばいじん濃度（表1，表2）   

調査対象20施設のなかで，石灰焼成炉（No・11）だけ  

shinjilwamoto，RyugoI8hiba5hi，Sato9hiTakata・MatayoBhi  
Naknmur＆＆MakotoNagaBe：Ontheexhau9tOf duBt and  
heavymet＆l8fromthe8tationary BOurCeBinFukuoka Pre－  
fectureandtheeffectofdustcollector・  
＊福岡県衛生公害センター 環境科学部 大気課  
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表1 福岡県における調査対象国定発生源の概要  

調 査 対 象 施 設  
所在地 施設規模 器諾 排（£書芸 集じん装置  

恥． 施   設   名  

1 重油ボイラー  

2 重油ボイラー   

3 石炭ボイラー   

4 木屑ボイラー   

5 木屑ボイラー  

6 亜鉛淳焙儀炉  

7 団鉱淳熔鉱炉  

8 団鉱淳乾燥炉  

9 アルミスクラップ熔解炉  

10 金属加熱炉  

11石灰焼成炉  

12 石灰焼成炉  

13 鉄板規成炉  

14 鉄板焼成炉  

15 合金鉄電気炉  

16 カーバイト電気炉  

17 スチールスクラップ電気炉  

18 一般廃棄物焼却炉  

19 産業廃棄物焼却炉  

20 鋸厨焼却炉  

久留米市  蒸発主 的t／h  

久留米市  蒸発量16t几   

大牟田市  蒸発丘4鋤t／h   

粕屋部久山町  蒸発量 20tル   

大川市  蒸発iO．5t〝l  

大牟田市  原料12t／h／3甚  

大牟田市  原 科 7t凡  

夫隼田市  原 料 卸tル  

粕屋郡宇美町  原 料 1t／h  

京都郡苅田町  バーナー能力158Ⅰル  

封000  0．30（0．卸）  無   

6270  0．30（0．20）  無  

5朗500 0・80（0・叫 悪箆圭旨え莞  

劉00 0・40（0・謝）スてご言；冒克行   

2500  0．40（0．卸） 速心力集じん機  

（箔0∞  0．30（0．20） バッグフィルター  

（箔0（氾  0．20（0．10） バッグフィルター  

000（氾  0．20（0．10） エアータンブラー  

1100  0．40（0．加） バッグフィルター  

1520  0．40（0．加）  無   

870  0．80（0．40）  無  

390∞  0．60（0．罰） バッグフィルター   

3700  0．40（0．20）  無   

7773  0．40（0．20）  無  

414000  0．60（0．卸） ′くッダフイルター  

213000  0．40（0．卸） ′くッダフイルター  

12（氾  0．40（0．20） バッグフィルター  

800（氾  0．20（0．10） ヰ気集じん機  

：娼9侠） 0．70（0．20） 洗浄生じん機  

0．70（0，亜） 遠心力1じん機  

市
 
 

田J   原 料18t／d  

大牟田市  原 料18tル  

鞍手部鞍手町  バーナー、能力2即lル  

中間市  

大牟田市  

大牟田市  

京都郡苅田町  

大牟田市  

大皐田市  

大川市  

バーナー能力240Ⅰル  

定格客土42000kw  

定格容量465∝lkw  

定格容i8600kw  

焼却i7．5t仙  

境却t4．朗tル  

焼却上 －  

注：（）内は特別排出基準  

表 2 福岡県における固定発生源のばい じん調査結果  

測  定  結  果  （平   均   値）  
調査対象施設  

集じん前 排出はい  
ばいじん じん濃度  

ん
率
）
 
 

じ
 
％
 
 

集
効
（
 
 

重 金 属 分 析 結 果 （〝〟爪，N）  

軋 施 設 名 （g／m－N）（g／m，机  n  u  n
 
M
 
 

C
 
 

Z
 
 

b
 
 

P
 
 

d
 
 

C
 
 

Fe Ni  

1 丘油ボイラー  ー  0．佗1  

2 重油ボイラー  ー   0．078  

3＿石炭ボイラー 21．2   0．012  

4 木屑ボイラー  8．12  0．0017  

5 木屑ボイラー  ー  0．13  

6 亜鉛洋焙境炉 73．35  0．（氾24  

7 乱鉱澤熔鉱炉 11．1  0．の9  

8 団鉱淳乾燥炉  3．77  0．058  

9ルミラ 0・0510・…  

10 金属加熱炉  －  0．（抑39  

11石灰焼成炉  一  1．73  

12 石灰焼成炉  0．田7  0．（カ70  

13 鉄板焼成炉  －  0．018  

14 鉄板焼成炉  －  0．018  
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であり，排出濃度は0．1g／m8N以上の高い値を示した．  

洗浄式集じん機は，排ガスの処理装置として使用される  

ことが多く，除じん用としては一定以上の効果を得るこ  

とは困難であり，ばいじん排出濃度は団鉱渾焙鉱炉（No．  

8）の場合0．0鎚g／m3Ⅳ，産業廃棄物焼却炉（No．19）  

の場合0．043g／m8Ⅳでバッグフィルターや電気乗じん機  

に比べ高い値を示した．   

3 排出ばいじん申の重金属濃度（表2）   

Cd，Pbの有害重金属を検出限界値以上の濃度で排出  

しているのは8施設であった．このうち木層ボイラー  

（No．5）と鉄板焼成炉（No．13）ではPb の検出され  

ない検体があり，また一般廃棄物焼却炉（No．18）と産  

福岡県衛生公害センター年報  
5号（昭和53年3月31日発行）  

業廃棄物焼却炉（No．19）ではCdの検出されない検体  

があった・したがってPb，Cdはこれらの施設では常  

時排出されてはいない．亜鉛渾培焼炉（No．6），団鉱梓  

焙鉱炉（No．7）及び団鉱渾乾燥炉（No．8）の3施設  

は，金属製錬を行っている施設であり，Cd及びPb と  

も高い濃度で検出された．Ni，Ⅴは，当然のことながら  

重油を使用している施設において，高濃度で検出された．  

ホーローを製造している鉄板焼成炉（No．13，14）にお  

いては重油による影響だけでなく，ホーロー製造時の溶  

融剤として使用されているものも混在して発生している  

と考えられる．   

付記：この調査は環境庁の委託による．  

瓦工場周辺のふっ素化合物による植物被害  

1）発生源及び周辺環境大気調査   

中村又善＊・高田 智＊・石橋龍吾＊・岩本真二＊・永瀬 誠＊   

ふっ素化合物の発生源である工場周辺において大気中  

に含まれるppb レベルの低濃度のふっ素でも植物に被  

害を与えるため，各地で間魔となっている．筆者らはそ  

の実態は握の一資料とするため山門郡三橋町に所在する  

瓦工場を調査対象として選び，その焼成炉排ガス及び周  

辺環境におけるふっ素化合物についての調査を行った．  

調 査 方 法  

調査対象瓦工場の概要：広川町産出の粘土を原料とし  

て，加水，ねり，成型乾燥したのち，窯（シャツトキル  

ン）で約21時間焼成して製品としている．また．この工  

場の生産量は月間30000枚で，窯は4基あり，おのおの  

1基あたり，瓦1000枚の焼成能力があり，また，煙道は  

それぞれの窯に設置してあった．   

調査期間：昭和52年10月4日14時から10月5日12時ま  

での22時間連続して実施した．   

測定分析方法：煙道ガス中のふっ素は，瓦焼成開始時  

から終了まで煙道においてJIS K OlO5に準拠しランタ  

ン・アリザリンコンプレクソン比色法（La－ALC法）に  

よって軋定分析した．   

また，瓦工場周辺の環境大気中のふっ素は，瓦工場か  

ら南西方向へ150mの地点（A），西南西方向へ175mの地  

点（B）及び北方向へ訂mの地点（C）において，それぞれ  

アルカリろ紙法（ATP法）によって201／minで3時間  

捕集し，La－ALC法によって定量した．   

更に原料粘土及び製品瓦中のふっ素化合物については，  

試料，酸化亜鉛及び炭酸ナトリウムを1：2：3の割合で  

混合し，アルカリ溶融後，水蒸気蒸留，同様にLa－ALC  

法でふっ素濃度を定量した．  

結果及び考蕪  

瓦工場の焼成炉円温度及び煙道排ガス中のふっ素濃度  

測定値を表1に示す．また，A，B及びC地点における  

ふっ素濃度測定値を表2に示す．  

1 煙道排ガス中のふっ素化合物   

粘土焼成時のふっ素の初期排出機構は，粘土鉱物の結  
晶水の脱水過程とよく一致している．このことから，粘  

土鉱物中でのふっ素の存在状態は，水酸基（OH基）の  

イオン半径とほぼ等しいふっ素イオンが，結晶構造中の  

OH基の一部と置換していると考えられている1）．また，  

粘土鉱物から排出されるふっ素の形態は，排出時にシリ  

カを伴うことから，一部はけいふっ素化合物を含むが，  

大部分はふっ素及びふっ化水素ではないかと考えられて  

いる1）．   

表1に示したように，ふっ素濃度の最高は43mg／m8N  

（51ppm），最低は0．05mg／m3N（0．06ppm）を示し，  

平均12mg／m3N（14ppm）であり，藤吉他2）の報告（最高  

320ppm，平均90ppm）よりも低い値であった．また，   

MatayoshiNak8mura．Sato9hiTakata，RyugoI8hiba9hi，  

ShinjiIwamoto＆Makoto N＆卯Se：Plantinjury by fluoriq  

de9emitted from tilerieBl．Determination of fluoridesin  
atmo8phere arouTld and at a sot）rCe．  

＊福岡県衛生公害センター 環境科学部 大気諌  
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図1及び図2に焼成時間及び炉内温度と排出ふっ素濃  

度との関係をそれぞれ示した．   

また，この工場における原料粘土及び製品瓦中のふっ  

素濃度はそれぞれ300ppm，190ppmを示した．この値  

から焼成によるふっ素の揮散率を計算すると37％であ  

った．なお，角田他3）は，この挿散率ほ約30－95％の範  

囲であると報告している．  

焼成時間及びキルン内温度の変化に伴うふっ素の濃度変  

化をみると，焼成開始6時間後の600℃付近から，ふっ  

素化合物の排出が始まり，14時間後の800℃付近から急  

激に排出濃度が高くなり，21時間後の約900℃で最高の  

排出濃度を示した．  

表1 煙道排ガス中ふっ素濃度  

焼 成 時 間 炉内温度（℃） 排出濃度（叫／dN）  
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図1 焼成排ガス中ふっ素濃度の経時変化  
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図 3 A地点におけるふっ素濃度の経時変化  

表 2  ATP法による環境大気中のふっ素濃度（〃g／m3）  

A  地  点  B  地   占  C   地  点  
（南西方向150m）  （西南西方向150m）  （北方向87m）  

焼  成  時  間  
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2 環境大気中のふっ素濃度   

調査時は，北東の風が主風向であり，A地点が瓦工場  

の影響を直接受けると考えられた．このことは，測定結  

果（表2）によって裏付けられ，環境大気中のふっ素濃  

度はA地点で最も高かった．また，A地点における環境  

大気中のふっ素濃度の経時変化は，図3に示したように  

焼成開始後20時間で最高濃度5．8／唱／m8であった．更に，  

図3と図1とを比較すると両者はほぼ同様な経時変化の  

パターンを示しており，A地点におけるこれらの結果は  

瓦工場からの影響を受けたものと推測される．また，A  

地点におけるふっ素濃度は，最高6．9ppb（5．8pg／m3），  

福岡県衛生公書センター年報  
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平均1．9ppb（1．6F（g／m3）で，これらの濃度は植物被害  

をもたらすのに十分であると考えられる．なお，今回調  

査した結果から，排ガス中のふっ素化合物の環境大気へ  

の希釈倍数は約1000倍－3000倍であった．  

文  献  

1）通商産業省立地公害局ふつ素公害防止対策技術指導   
書作成委員会：ふつ化物公害防止対策，205p．（p．121），   

東京，社団法人産業公害防止協会，1976．  

2）藤吉加一他：岐阜県公害研究所年弓軌 4，21－24，  
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3）角田文男他：未競制大気汚染物質検討調査報告書，  

192p．（pp．163－192），1974．  

瓦工場周辺のふっ素化合物による植物被害  

2）工場周辺栽培イ（イグサ科）の変色  

中  村   又  善＊  

昭和52年5月，柳川市に所在する2箇所の瓦工場周辺  

水田で栽培しているイJ〟〃C〝∫勅∫〝gL．var．血頭痛那  

Buch（イグサ科）の先端部が赤褐色に変色，その先枯れ  

部分が拡大する被害が発生した．イは茎の老化に伴って  

生理的な先枯れが自然に起こるという1）．しかし，今回  

の被害状況は，通常の生理的に先枯れした茎よりも，あ  

とで分けつした若い茎から生じており，先枯れの程度  

も通常より長い点に特徴があった．更に，イの先端5－  

10cmの部分が赤褐色に変色しており，岡山農業試験場  

が示したふっ化水素曝露実験による症状2）及び一般的な  

ふっ素化合物による植物被害症状3）とも酷似していた・  

以上のことから，今回のイの被害をふっ素化合物との関  

連で調査した．  

調 査 方 法  

調査期日：昭和52年6月2日及び6月9日   

試料採取：試料採取はイ被害が頗著に現われたA，B  

2箇所の瓦工場周辺で行った．被害植物をA工場周辺に  

おいては20地点，B工場周辺においては16地点で採取し，  

対照地においては正常なイを3地点で採取した一 採取し  

た植物体のうち，1部は先端から30cmを，また，他は  

先枯れ部と緑色部を切り取り試料とした・更に，A工場  

周辺の土盛，2箇所のエ場の原料粘土及び製品瓦も分析  

試料として採取した．   

分析方法‥各植物休試料は水洗乾燥後，アルカリ潜乱  

そののち，硫酸及び硫酸銀を加え，水蒸気蒸留，留液に  

ついてイオン電極法によりふっ素を定量した．また土恕，  

原料粘土及び製品瓦の試料は粉砕後アルカリ蒋軋以下  

は植物体試料の場合と同様の方法によった．  

璃査結果と考察   

イの先端30cm部分のふっ素溝鼠 イの先枯れ部及び  

緑色部のふっ素濃度をそれぞれ表1及び表2に示す．ま  

たA工場周辺における土壌及びイのふっ素濃度並びにA，  

B両瓦工掛こわける原料粘土及び製品瓦中のふっ素濃度  

をそれぞれ表3及び表4に示す．  

1 イ（先端30cm部分）のふっ素濃度   

表1に示したように，両被害地でのイの先端30cm部  

分のふっ素濃度は対照地のそれに比べて約3倍であった．  

またA工場及びB工場それぞれにおけるふっ素濃度平均  

値と対照地におけるそれとの間にはそれぞれ1％の危険  

率で有意差があった・したがって，両工場周辺に栽培さ  

れるイにはふっ素が通常よりも多く蓄積されていること  

が確認された．   

採取したイのふっ素濃度と工場から各採取地点までの  

距離との関係をプロットすると，A工場周辺及びB工場  

周辺ではそれぞれ図1，図2のようになる．これらの図  

から明らかなように，イのふっ素濃度は距離減衰傾向を   

MatayoshiNakamura：Plantin5ury by fluorjdes emitted  
from tileries2．hve8tigation of di8COlourationin the BOft  
ru8hes，カ胱肌用〟那那L．var・（おcf〆g那BucIl（JullCaCe8e）  
cultivated around the tileries．  
＊福岡県祐生公害センター 環境科学部 大気深  
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った．一方，対照地では先枯れ部20ppm，緑色部11ppm  

で，1．8倍であった．これらのことから両被害地におい  

てはイの先枯れ部でのふっ素の蓄績が特異的に多いこと  

がわかった．角田他4）はグラジオラスの葉の先端部のふ  

っ素濃度は，清浄空気では，下端部の濃度の3．1倍一4．1  

倍を示すが，ふっ化水素1．01F′唱／m3に曝露すると5．6  

イ乱 4．45顆g／mさ曝露では8．3倍になったと述べており，  

筆者のイの調査でも前述したように同様の傾向が認めら  

れた．   

3 土壊のふっ素濃度   

A工場周辺における水田土壌のふっ素濃度は，表3に  

示たように150ppm前後の値を示し，そこで生育したイ  

のふっ素濃度との相関は認められなかった．また，県農  

業試験場筑後分場がB工場周辺の土壌についてpH，全塩  

類を分析した結果でも，工場隣接地と他の地点間で差が  

認められなかったとのことであった〔福岡県農業試験場  

筑後分場調査費料（私信）〕．したがって，イの被害はそ  

の生育土壌の影響によるものではないと考えられる．   

表 3  A瓦工場における土壌及びイのふっ素濃度  

示し，イのふっ素濃度と工場からの距離との関係は危険  

率1％で有意な負の相関（A工場周辺r＝－0．709，B工  

場周辺r＝－0．餌5）を示した．  

表1 イ（先端30cm部分）のふっ素濃度  

項  目  A瓦工場周辺8瓦工場周辺 対照地  

試  料  教  訓  16  3  

ふっ素濃度（ppm） 21士7．1 20±7．1 7．3±1．2  
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図1 A瓦工場周辺におけるイのふっ素  

濃度の距離減衰   
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4 原料及び製品瓦のふっ素濃度   

表4に示したように原料粘土及び製品瓦のふっ素濃度  

は，A工場では粘土190ppm，瓦88ppm，B工場では  

粘土190ppm，瓦28ppmであった．これらの結果から，  

両工場の焼成によるふっ素の揮散割合ほそれぞれ㍊％，  

85％であり，粘土中のふっ素化合物の半分以上が焼成に  

よって揮敬していることがわかった．  

表 4  原料粘土及び製品瓦のふっ素濃度  0
 
 

40  80   120  160  
、  

瓦工場からの距離（m）  

図12 B瓦工場周辺におけるイのふっ素  

濃度の距離減衰  

2 イの部分別ふっ素濃度   

表2に示したように，A工場周辺では先枯れ部74ppm，  

緑色部7．9ppmで，前者は後者の9．4倍であり，B工場  

周辺では先枯れ部61ppm，＃色部8．7ppmで7．0倍であ  

表 2  イの部分別ふっ素濃度  

A瓦工場  8瓦工場  

粘  土（8）（ppm）  190  1粥  

瓦 （b）（ppm）  88  28  

ふっ素挿散率旦チ×100   53   鈷  

文  献  

1）福岡県農業試験場筑後分場：イグサに関す試験成績   

書，111，1975．  

2）岡山県立農業試験場：岡山県立農業試験場研究年報，   
昭和47年度，30－34，1973．  

3）大気汚染研究全国協議会第7小委員会編：大気汚染   

植物被害写真集，211p．，東京，日本公衆衛生協会，  

1973．  

4）角田文男他：未境制大気汚染物質検討調査報告書，  

163－192，1974．   

項  目  A瓦工場周辺 8瓦工場周辺 対照地  

先枯れ部（8）（ppm） 74  ＿61  20  

緑色部（b）（ppm）   7．9  8．7 11  

此 率（8／b）  9．4  7．0   1．8  
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Griess・Romijn亜硝酸試薬の改良と分析への適用  

中 川 礼 子＊・森 本 昌 宏＊   

ー82－  

従来，亜硝酸イオンの分析には Griess－Romijn によ  

る混合試薬1）（GR試薬）が用いられてきたが，この試薬  

の構成成分であるα－ナフテルアミンは，製造過程で発  

癌性を有するβ－ナプチルアミンが混入するため，労働  

安全衛生法（昭和47年6月8日第57号法律第55，56条）  

により製造規制を受けるようになった．それに代わって，  

α－ナフチルアミンよりも入手し易いN－1－ナプチルエチ  

レンジアミンニ塩酸塩を用いた混合試薬を調製し，これ  

を用いて亜硝酸イオン定量法を検討した．  

試薬及び装置  

亜硝酸性窒素標準液：亜硝酸ナトリウムをデシケ一夕  

ー（乾燥剤：硫酸）中で18－24時間乾燥したのち，その  

0．4926gを蒸留水に溶かして1Jとし，これを原液とし  

た．更に，原液の1／10の濃度の液を模準液とした・本榛  

準液1mlは亜硝酸性窒素0．01mgを含む．原液及び榛  

準液にはクロロホルム1Ⅰ¶1を加え，また，用いた蒸留  

水，保存容韓は滅菌し，液は冷暗所に保存した．   

改良亜硝礫イオン定量試薬：N－トナフチルエチレン  

ジアミンニ塩酸塩，スルファニル酸及び酒石酸を重量比  

0．5：10：90の割合ですりつぶし，均等に混和した．   

試薬はすべて市販の特級品であった．   

光電分光光度計：日立EPU2A型分光光度計使用．   

pHメータ：東亜電波工業HM6A型使用．  

定  暮  法  

試水（亜硝酸性窒素0．3ppm以下を含む）50mlを  

100ml有栓試験管にとり，改良亜硝顧定量試薬0．1gを  

加えて混和し溶解させたのち，静置した．30分経過後，  

1cmガラスセルにとり，波長530nmにおける吸光度を  

測定し検量線から亜硝酸性窒素を算出した．  

定土臭件の検討結果   

1 N－トナプチルエチレンジアミンニ塩酸塩，スル  

ファニル顧，酒石酸の3試薬の最適混合比の決定   

GR試薬の組成比に準じスルファニル酸10mg，酒石  

酸90mgとし，N一トナフテルエチレンジアミンニ塩酸塩  

（NEDA）の混合量を変えてNO2－N O．1ppm溶液50ml  

に添加，混和溶解させ，20分席過後波長530nmで吸光  

度を軌J定した．   

また，酒石酸の混合量を検討するため，スルファニル  

髄10mg，さきの実験結果から，NEDAは0．5mgに定め，  

酒石酸量を変えて，前記と同様の添加実験を行った．以  

上の結果は表1のとおりで，NEDAO．5mgのときに吸光  

度は最高値を示し，酒石酸90mg付近の混合量では吸光  

度は変化しなかった．  

表1 試薬量 と吸光度  

NEDA  酒 石 酸  

q及光度  吸光度   
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以上の結果から，NEDA，スルファニル酸，酒石酸の  

重量比を0．5：10：90に決定した．   

2 吸収曲線   

亜硝酸性窒素0．1ppm溶液50mlに，前記の定量法で  

発色させ，波長470－600nmの範囲で吸光度を測定した  

（図1）．吸収極大波長は530nm付近であった．  

500  600   Reiko Nakagava＆Ma＄ahiro Morimoto：Jmprovement and  
ana】yticalapplication of Gries3－Romijn nitrite nitrogen  

re8gent．  

＊福岡県衛生公害センター 環境科学部 水質課  

550  

波  長（nm）  

図1 吸  収  曲  線  
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10  20  30  40  50  

時  間（分）  

図 2 反応温度変化による発色時間と  

吸光度との関係  

△：300c ●：160c o：20c  

3 反応温度変化による発色時間と吸光度との関係   

亜硝酸性窒素0．1ppm溶液50mlについて，発色時の  

温度を30℃，16．5℃（室温），2℃と変えて，前記の定  

量操作を行った（図2）．その結果，温度が低いほど吸光  

度が安定するまでの時間が長く，室温においてほ30分の  

発色時間で十分であった．   

4 検量線および変動率   

亜硝酸軽重素0．1－0．5ppm溶液について，前記の定  

量操作を行い検量線を作成した（図3）．結果，0．3ppm  

までペールの法則に従うことが認められた．また亜硝酸  

性窒素0．1ppmにおける変動率は2％であった．  

0．1  0．3  0．5  

亜石肖酸性窒素（ppm）  

図 3 検   量   線  

考  蕪  

α一ナフ≠ルアミンの代わりに，N－1－ナフチルエチレ  

ンジアミンニ塩酸塩を用いた混合粉末試薬は約1箇月安  

定であり，その定量感度から，GR試薬と同様に河川水  

中の微量亜硝酸イオンの定量が可能である・   

付記：本研究結果の概要は福岡県公衆衛生学会（福岡  

市，昭和51年5月25日）において発表した・  

文  献  

1）上水試験方法改訂専門委貞会：上水試験法，1970年   

版，髄1p．（p．189），東京，日本水道協会，1卵0・  

アルカリ性プレカラムを用いるPCBの簡易分析法  

重江伸也＊・近藤紘之＊・森本昌宏＊   

ン（DDD），ジクロルジフェニルトリクロルエタン（DDT）  

はやや強い条件を必要とし，更に，ジクロルジフェニル  

ジクロルエチレン（DDE）及びディルドリンなどのドリ  

ン剤は分解できなかったと報告している・   

そこで，筆者らはでき得る限り共存農薬を除去し，PCB  

の回収率を向上させ得る分析条件の検討を行った結果，  

PCBの回収率は80％と良好で，またDDE以外のピー  

クをガスクロマトグラム上から消去させ，しかも，蔭山  

ら1）が不可欠としたクリーンアップ操作までも省略する  

ことができたので報告する．   

PCBの分析を行う場合，検体申の共存農薬を除去す  

るため，アルカリ分解し，更にシリカゲルでクリーンア  

ップするのが常法とされている．蔭山ら1）ほ，この煩雑  

なアルカリ分解操作を省略するために，アルカリ性プレ  

カラム（含浸物質：5％水酸化ナトリウム）でPCBを  

分析した結果，このプレカラムの作用によって，共存農  

薬のうちヘキサクロロシクロヘキサン（BHC）ほ容易に  

分解できたが，しかしジクロルジフェニルジクロルエタ  

Shin’yaSllige－e，HiroyukiKondo＆MzISahiro Morimoto：  

A Bimple method for PCB determination with alkn1ine  
pre－COlumn8．  

＊福岡県衛生公害センター 現場科学部 水質課  



－84－  

1・1水酸化ナトリウムの濃度変化による挙動   

プレカラムの長さを175cmに設定，水酸化ナトリウム  

濃度を20，10，7，6及び5％と変えて分析した．その  

結果は，図2に示すとおりで，水硬化ナトリウムの濃度  

が高濃度の場合，ガスクロマトグラム上にPCBのアー  

クほほとんど出現せず，低濃度である6％及び5％にお  

いて回収率約60％のピークの出現が認められた．また，  

DDE以外の共存農薬のピークほ，水酸化ナトリウムの  

濃度に関係なく出現しなかった．   

試薬及び装置   

1 試 薬   

乃－ヘキサン：残留農薬用〃－ヘキサンを精密蒸留し，妨  

害ピークがないことをガスクロマトグラフで確認して使  

用した．   

PCB標準溶液：KC－300＋KC－400（1＋1）をn－ヘ  

キサンに溶かし，1．0／噌／ml標準浴液を調製した．   

混合農薬標準溶液：a－BHC，β－BHC，TTBHC，8－BHC  

O，9’－DDT，b，P’－DDT，9，P，－DDE，P，P，－DDD，へブ  

タクロルエポキシド及びディルドリンを，乃－ヘキサンに  

帝かして，α－BHC とr－BHCとはおのおの0．05／Jg／ml，  

他の8種類の農薬は0．1／噌／mlになるように混合溶液を  

調製した．   

2 装 置   

ガスクロマトグラフの条件ほ下記のとおりであった．   

ガスクロマトグラフ：柳本製G－800（ECD）   

アルカリ性プレカラム（プレカラム）：ガラス（分離カ  

ラム接続部：スチール管），3mm   

プレカラム用充てん剤：クロモソルプW（AW，DMCS），  

60－80メッシュ5gに，各種濃度の水酸化ナトリウムの  

エチルアルコール溶液20mlを含浸し，エチルアルコー  

ルを蒸発させたもの   

分離カラム：ガラス3mmx2m   

充てん剤：2％DEGS－0．5％H3PO4，クロモソルプW  

（AW，DMCS），60－80メッシュ   

カラム温度：180℃   

キャリアガス：N2（純度S吼999％以上），1．Okg／Cm！   

以上の実験装置を図1に示した．  

キャりアガス  

80   

一  （  

さモ60  
）  

鮮  

40  

［司   

20  

20 10  7  6  5  
水酸化ナトリウム（％）  

国2 PCB の 回 収 率  
アルカリ性プレカラム轟き：175cm   

l・2 プレカラムの長さの変化による挙動   

水酸化ナトリウムの濃度を5％に設定，プレカラムの  

長さを40，80及び175cmと変えてそれぞれ分析した結果  

は，図3に示すとおりで，PCB の回収率はプレカラム  

の長さが短くなるにつれて向上する傾向がみられ，長さ  

40cmのときの回収率85％，80cmのとき80％，175cm  

のとき60％であった．しかし，最高の回収率85％を示し  

たプレカラム40cmの場合では，共存農薬のうちDDE及  

びディルドリンのピークがガスクロマトゲラム上に出現  

し，また一方，回収率80％と若干低下したときのプレカ  

0  

図 3 PCB の 回 収 率   

水醸化ナトリウム濃度：5％   

グラスウールDEGS・PA  

図1 アルカリ性プレカラムの実験装置  

実  験   

1 分析条件の検討及び結果   

PCB溶液に共存させた混合鼻薬標準溶液を用い，プ  

レカラムの含浸物質である水酸化ナトリウムの濃度及び  

カラムの長さを変え，直接図1に示した実験装置の注入  

口1及び2から5／Jl注入し，ガスクロマトグラムを検  

討することによって，至適条件の追求を試みた．  

さ  

60  
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ラム80cmの場合ではDDE以外の農薬によるピークの  

出現は認められなかった．   

2 分析条件の設定と検量線の作成   

以上の試験結果から，分析条件は農薬の除去に最適で  

あった水硬化ナトリウム濃度5％，アルカリ性プレカラ  

ムの長さ釦cm及びカラム温度180℃に設定し，この設  

定条件においてPCBの検垂線を作成した．その結果，  

1－5ngの範囲で，図4に示すとおり直線となった．   

き 実試料分析への応用   

化学工場排水流入河川のひとつを選び，河川水にPCB  

標準溶液5ml及び混合農薬標準溶液5n】1を加え，全量  

を1Jとし，設定条件に従って分析を行ったところ，PCB  

の回収率は糾％でDDE以外の農薬のピークは検出され  

なかった．   

したがって，この設定条件による分析法は，実試料に  

対して十分適用可能である．  

結  語  

プレカラムの水酸化ナトリウムの濃度5％，長さ80cm  

及びカラム温度180℃の条件においてPCBの分析につ  

いて検討した結果，その回収率は錮％であり，検量線は  

直線となり定量性が認められ，検体に共存する農薬のピ  

ークはDDE以外はガスクロマトグラム上に出現せず，  

また，実試料として河川水について分析を試みたところ  

満足すべき結果が得られた．   
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図4 検   量   線  

したがって，本分析条件によれば，蔭山ら1）が不可欠  

としたシリカゲルクリーンアップも必要とせず，前処理  

として単に紹－ヘキサン抽出，硫酸ナトリウムカラムに  

よる脱水及び濃縮の簡単な操作だけで，常法に比べて極  

めて迅速簡便にPCBの定量を行うことが可能である．   

付記：この研究の要旨は，第23回福岡県公衆衛生学会  

（福岡市，昭和51年5月25日）において発表した．  

文  献  

1）篠山勝弘・岸根紀代治：日本分析化学会予稀集，B   
29，1972．  

簡易検圧法と希釈法で測定したBOD値の関係  

徳 永 隆 司＊・森 本 昌 宏＊   

BOD（BiochemicalOxygen Demandi生物学的酸素  

要求量）は有機物による水質汚商の指標として重要なも  

のであるが，JISK OlO21）で定められた希釈法は煩雑で  

あるうえに熟練を要する．そこで，′ワールブルグ検圧法  

の原理を応用する簡易検圧法や酸素の供給量を軋定する  

指示記録式測定法などの簡易軋定器が市販されている．   

筆者らは，検圧法による簡易測定器を実用するにあた  

って，各種の水についてJIS に定められた希釈法と比  

較検討し，いくつかの間庵点を見出したので報告する．  

装t及び材料   

装 置：給水化学製BOD簡易測定器‘‘Respirometer’’  

と杉山元医理器製BOD簡易測定器“Respim－50”との  

2種類の測定器を用いた．   

試 水：実験に供した試水は合成試水，硝化合成試水  

河川水及びし尿と下水との処理水であり，その調製法と  

採水法とを以下に示す．   

合成試水はBOD用の標準希釈水1）1Jに，グルコース  

20mg，グルタミン酸ナトリウム20mg及び尿素21．4mg  

を加え調製した．   

硝化合成試水は前記合成筑水に河川水を植種したのち  

20℃で19日間及び28日間通気して硝化反応を進行させ，   

Takn8hiTokun＆ga ＆ MaBahiro Morimoto：Re18tion8hip  
between the BODvalue80bt＆inedbythe8imE）1e m＆nOTneter  

and dilution method9．  
＊福周県衛生公害センター 環境科学部 水貧課  



－86一   

関口ら2）の紫外部吸収法により，亜硝酸，硝酸イオンの  

存在を確認した．   

河川水は福岡市内を貫流する御笠川の水を東光寺橋で  

冬期に5回採水した．   

処理水は福岡県内の11箇所のし尿処理場と5箇所の団  

地の小規模下水処理場とで，活性汚泥処理後の終沈越流  

水を冬期に1回採水した．  

実験及び考察   

1 各種の水についての検圧法と希釈法とによる測定  

値の比較   

合成試水と硝化合成試水とについて，JISの希釈法と  

給水化学製及び杉山元医理蕃製BOD簡易測定器の検圧  

法とで，またし尿及び下水の処理水については，希釈法  

と給水化学BOD簡易測定器の検圧法とでBOD値を測  

定し，比較検討した．  

1・1合成試水   

表1に示すように，検圧法による測定値は希釈法と比  

較して，単純平均で10－14％の低値を与えた・また検圧  

法による大部分の測定値は希釈法からみた3∂管理限界  

値（第1回実験：24．0－29．3ppm，第2回実験：29．5→  

33．1ppm）からはずれていた．しかし，BOD値を用い  

て有機汚濁を評価する際には，この程度の差は許容でき  

ると思われる．  

表1 合成試水のBOD値の比較  

表 2  硝化合成試水のBOD値の比較  

平行測定 1回目（ppm） 2回目（ppm）  

N仇  測定値 平均値 測定値 平均値  
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＊ 希釈法によるBOD値の平均値を100としたと  
きの各法の平均値の比較   

られており3），硝化合成試水において，希釈法と検圧法  

とで測定したBOD値に大きな差が生じた原因は希釈法  

における試水の希釈によるものと考えられる．  

1・3 河川水と処理水   

検圧法と希釈法とによるBOD値の相互関係及び5日  

間にわたる各日測定結果ほ，それぞれ図1及び図2に示  

すとおりである．   

河川水では，図1からわかるように，検圧法による値  

の方が高いものが多く認められたが，その差は最大25％  

程度であり，また図2に示すように5日間の各日測定結  

果は検圧法による場合が経日的にやや高くなっているが  

河川水の汚濁をBOD値で評価する場合，この程度の差  

はそれほど問題にならないものと考えられる．   

処理水については，図1からわかるように，検圧法の  

BOD値が希釈法のそれより，はるかに大きな値を示す  

例が認められ，そのうち2倍以上の値を示したものが16  

試水中6試水もあった．また図1の勾配450の直線から  

著しく離れたものについて両法で5日間にわたる各日測  

定結果を求め，図2に示したが，この場合には検圧法に  

よる5日目の値，すなわちBOD値は希釈法のそれに比  

べて6．3倍であった．   

検圧法によるBOD値が希釈法によるものより2倍以  

上を示した6試水と残りの10試水について硝化反応の進  

行程度を亜硝酸イオン，硝酸イオンの定性反応から判定  

すると，2倍以上を示した6試水中，亜硝酸イオンと硝  

簡イオンとの両者が検出されたのは5試料で83％を占  

めたが，残りの10試水では4試水で40％であった．この  

ように，し尿及び下水の処理水のうち検圧法で測定され  

たBOD値が希釈法による値より，はるかに大きな値を   

平行測定 1回目（ppm） 2回目（ppm）  

No・ 測定値 平均値 測定値 平均値  
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検圧法  

（杉山元）  

＊ 希釈法による80D値の平均値を100としたと  
きの各法の平均値の比較値   

1・2 硝化合成試水   

表2に示すように，検圧法による測定値は希釈法によ  

るものより単純平均で48一億％の低値を与え，明らかに  

差があることが認められた．一般に希釈法では，希釈度  

が大きくなればなるほど硝化反応が活発になることが知  



すものでは，硝化反応が進んでいるものが多いという傾  

向が認められた．   

2 携拝の影響   

希釈法では静置状態でふ卵を行うが，検圧法では水相  

と気相との平衡を速やかに保つために常にスターラーで  

濃拝する・そこで，この規拝操作のBOD値及び硝化反  

応への影響について検討した．   

ふ卵びんに合成試水を満たして20℃で5日間静置し  

たものと境拝したものとのBOD値を測定した．静置し  

た場合は，BOD値は27．2，28．2，27．5，28．2，26，5（各  

Ppm）で平均値は27．5ppmであり，濃拝した場合は29．8  

28・0，30・6，29TO，28・0（各ppm）で平均値は29．1ppm  

であった・このように合成試水では，捜拝した方が単純  

平均値で5．7％高いBOD値を示した．   

次に，硝化合成試水を用いて撹拝操作の硝化反応に及  

ぼす影響を検討した・ふ卵びんに硝化合成試水を満たし  

て20℃，5日間静置したものと渡拝したものとについて  

試水中の亜硝酸イオンと硝酸イオンとの合計濃度を定量  

した・静置したものの合計濃度は3．06，3．06（各ppm）  

であり，濃拝したものでは3．24，3．26（各ppm）であっ  

た．このように濃坪操作によって，わずかではあるが硝  

化反応が促進された．  

結  

簡易検圧法とJIS で規定された希釈法とで各種の水  

のBOD値を測定し，比較検討したところ，合成試水及  

び河川水では，ほぼ合致したが，硝化合成試水及びし尿  

と下水との処理水では，両法で測定したBOD値が著し  

く異なる例があった．この原因の一つとして硝化反応が  

考えられ，試水の希釈操作などの操作上の違いから，希  

釈法と検圧法とによるBOD値の測定において，この反  

応が複雑な影響を及ぼしていると思われる．また，境枠  

操作によってBOD値が若干大きくなることも検圧法を  

用いてBOD値を測定する際の注意点の一つと考えられ  

た．   

付記：本研究結果の概要は第23回福岡県公衆衛生学会  

（福岡市，昭和51年5月25日）において発表した．  

文  献  

1）化学部会工場排水試験方法専門委貝会：工場排水試   

験方法，169p．（p．33），東京，日本規格協会，1977．  
2）開口恭一他：日化誌，4，642－646，1975．  

3）萩原耕一：BOD試験法解説，増訂版，110p．（p．   
42），東京，蹟文堂，1964．  
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回転電極法による産業廃棄物中の金属成分の定量  

－88－  

成  治＊  

4 分析操作   

試験溶液及び標準溶液に内標準元素としてインジウム  

240ppm，硝酸15％を含むように加えて検液とし，検液  

1．2mlを磁製ポートに入れ，回転電極一スパーク放電法  

で励起発光し測定した．   

5 発光条件の検討   

発光条件を決定するために，溶液の酸濃度，東光時間  

及び励起電流の各項目について，標準試料で検討した．   

酸濃度は，試料溶液に硝酸の場合は2，5，10，15，  

20，25％を含むように諏製し，塩顧の場合は10％含む  

ように調製して各条件で検討したが，顧濃度の分析への  

影響は，各元素ともあまり認められなかったので，散漫  

度は硝懐15％とした．   

露光時間は，一定時間積分法を用い，積分時間10，20，  

25，30，40，50，60，80砂の条件で，また励起電流は，  

交流スパークの3，4，5Aの条件で，それぞれ検討した  

結果，露光時間は40秒，励起電流は4Aの最適値を得た．   

その他の励起発光条件ほ表1に，分析線及び内榛準線  

の測定波長は表2に示すとおりである．  

蒙1 助 起 発 光 条 件  

北  森  

発光分光分析法は，金属元素の機器分析法としてすぐ  

れた方法で，多元素同時定量が可経であり，大気中の粒  

子状物質に含まれる微量元素分析等に応用されている・   

一般に管理分析に用いられている光電測定方式による  

直読式分光装置は，写真測光方式に比較して，測光系が  

自動化され，迅速に分析結果が得られる特長がある．ま  

た液体発光の場合，試料形状や被検元素の化学結合形に  

よる発光スペクトル線強度への影響の問題はなくなり，  

共存元素の影響や選択蒸発等も非常に軽減されるので，  

産業廃棄物等マトリックスの影響を受けやすいものの分  

析には多くの利点があると考える．今回メッキスラッジ  

等の産業廃棄物の試料を溶液化し，回転電極－スパーク  

放電法で励起発光し，迅速性を生かした光電測定法によ  

る重金属成分分析を検討し，若干の知見を得たので報告  

する．  

分  析  法   

1 装置，器具   

発光分光分析装置：直読式発光分光装置 雷虹D－70  

（日本ジャーレル・アッシュ製）   

回軽電極：12mm¢×3mm幅（ナショナルカーボン  

製，No．L－4075）   

対極電極：6mm¢，先端を450に成形（ナショナルカ  

ーボン製，No．L－4309）   

2 試 薬   

榛準溶液：亜鉛，鉄，マンガン，銅，ニッケルの原子  

吸光分析用樺準液（1000ppm）（和光純薬製）を適当に  

希釈して使用．   

内標準用インジウム：酸化インジウム（99．999％）  

（三津和化学薬品製）   

硝酸：精密分析用（キシダ化学製）   

3 試験溶液の調製   

メッキスラッジ（10検体），産業廃棄物の汚でい（4検  

体）及び汚染海域の底質（2検体）の合計16検体について  

110℃で数時間乾燥後よく粉砕して約5gを精挿し，硝  

酸一過酸化水素水で分解後50mlまたは25mlにメスア  

ップして試験溶液とした．  

日  条  件  

ス リ  ッ ト 幅  

ノ電  極  間  隔  

回 転 電 極 回転数  
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6 対象元素及び検量線   

現在直読式発光分光分析装置にほ，20元素がセットさ  

れているが，本実験では，メッキスラッジ等の産業廃棄   

ShigejiKit8mOri：Determination of metallicingredicnts  
ininduBtrialwa8tC byrotating di8k801ution excit8tion．  
＊福岡県衛生公害センター 管理部管領蘭  
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物に多く含まれている亜鉛，鉄，マンガン，銅，ニッケ  

ルの5元素を対象とした．   

検量線は，標準溶液を用い，インジウムを内標準元素  

として，さきの分析操作に従って励起発光させ，各分析  

元素のスペクトル線強度を直接光電流として一定時間積  

分（40秒間）し，その値を強度比較法により作成した．  

亜鉛，銅，鉄の検量線を図1に示すが，濃度範囲（5－  

500ppm）で直線性を示した・しかし各元素とも5ppm  

以下は強度比の変動があるので，検出限界値を5ppmと  

した．  

結果と考蕪   

10ppm，20ppm，100ppmに調製した標準試料及び同  

一汚でい試料を本法で5回繰り返し分析を行った場合の  

精度と，実試料に一定量の元素を添加して調べた回収率  

とを表3に示した．鉄，亜鉛の添加実験による回収率は  

若干惑いが，マンガン，銅，ニッケルの回収率の値はい  

表 3 分析精度と 回収率  

5 10  50 100  500  

傾  度（ppm）  

図1 検   量   線  
O Zn，●Cu，X Fe  

ずれも90％以上で満足できる結果を得た．また変動係数   

は，標準試料の濃度が高くなるにつれて減少する俵向が   

見られ，これらの数値は，酒井1）によるデータに近い結   

果が得られた．表4には，メッキスラッジ，産業廃棄物   

の汚でい，底質の実試料の結果を示した．測定結果は，  

乾泥当りの数値で示し，検出限界値は各元素ともg当り  

50′唱以下（但し底質は20／∠g以下）であった．   

実試料での測定結果（表4）については，鉄は大部分   

の試料に％単位で含まれていた．一方亜鉛及び銅は，メ   

ッキスラッジに，多量含まれている憤向がみられ，また   

ニッケルは，メッキスラッジの中に64000〟g／gの高い  

数値を示した試料もあった・また京都府衛生公害研究所   

結  果（〃g／g乾泥中）  

測定回収率  変 動 係 数（％）  
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－は，検出限界値以下を示す．50／‘g／g以下（但し底質では20／‘g／g以下）  

表 4  測  定  結  果（〃g／g乾泥中）（つづき）  
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の報告2）にも，メッキスラッジは，銅，亜鉛，ニッケル，  

クロムの含有量が高いものが多く，かつ溶出量の比較的  

高いものがあると述べられている．したがってメッキス  

ラッジの取扱いには注意を要する．なおニッケルは，検  

出限界値が高いため，これをこえる試料が少なかったの  

で，その含有量について十分な情報を得ることが困難で  

あった．   

汚染海域の底質試料について亜鉛，鉄，銅，マンガン  

の軋定結果をクラーク数3）と単純に比較した場合，亜鉛  

が20倍，鍋が3倍でこれら元素による海域の底質汚染の  

可能性が示された．   

以上の結果から，回転電極法による直読式発光分光分  

析は，メッキスラッジ等の産業廃棄物及び底質等の土壌  

のように，多量の重金属を含有する試料の迅速な分析方  

法として利用できると考える．今後の問題として，分析  

精度，検出限界値の向上のために，発光条件等の検討が  

残されている．   

最近発光分光分析の分野で，新しい励起渡として誘導  

結合高周波プラズマ（略称：ICP）が注目されており4）S）  

早急な導入が望まれる．  
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編 集 後 記   

当所発足以来，年報も昭和52年度で5号を数えるが，本号から当該年度内に完成した研究業務の  

うち一部の原報を資料として掲載するようになり，新たに編集要員を選出して編集作業を行った．  

業務報告の編集に関しては，一部の手直しを除いては，従来の様式を継承したが，“資料”として  

掲載した原報の編集に関してはかなり苦労した．まず，事務報告としての業務報告と，学術論文と  

しての資料とを同一誌上で処理することに編集技術上無理な点が少なくなかった．この点，両者の  

性格を著しく担うことのないよう努力したが，まだ改良の余地はあると思われ，今後の編集上の課  

題にしたい．   

次は，当所のように，多部門にわたる科学分野から構成される機関の各専門分野からの寄稿を一  

定の様式に統一することのむずかしさであった．“各人各様の特徴があってこそ，個性があらわれて  

よいではないか”ということをしばしば聞かされた．しかし，この種の刊行物では，個性や独自性  

が要求されるのは内容であって，記述形式，用語は厳重に統一されなければならないし，また語法  

上のまちがいには編集者は関知しないということでもない．この観点から各種投稿論文の編集に携  

わるとき，編集者にはしばしばレフリーとしての機能さえ要求きれることもある．この点特に執筆  

者各位のご理解を期待し，今後一層のご協力をいただけるようお願いする．  （記 山本英穂）  
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